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研究要旨  

諸外国の栄養調査では、詳細な食事調査法である食事記録法や 24 時間思い出し法に加え、食

物摂取頻度調査法を併用している場合がある。そこで、併用している国および調査内容、2つの食

事調査法の併用の目的・理由について、文献レビューおよび公開情報を検索し、整理した。文献

レビューおよびハンドリサーチにより、17 か国で詳細な食事調査と食物摂取頻度調査法（質問紙

含む）が併用されていた。諸外国の詳細な調査のほとんどは 24 時間思い出し法により実施されて

いた。併用の目的・理由として、習慣的な摂取状況や、データ精度の向上が主な理由であった。ま

た国の調査で使用する食物摂取頻度調査法の妥当性検証の目的でも実施されていた。諸外国の

栄養調査は、全ての国で「国民の健康状態および栄養状態を把握する目的」で実施されていた。

一部の国では、食品のリスクを評価する目的、栄養強化プログラムを設計・評価する目的でも実施

されていた。栄養調査の活用の範囲は、国の栄養政策への展開がほとんどであり、食事ガイドライ

ンの策定や診療ガイドラインの策定、栄養プロモーション戦略の立案に及んでいた。いくつかの国

では、特定の栄養素をモニタリングし基礎データを構築するために活用され、研究への二次利用

も行われていた。食事調査者には、有資格の栄養士、大学院に在籍する栄養士、栄養学の学士

号を取得した者、栄養学に精通した者が選ばれていた。食事調査のトレーニングは、1 日から 2 週

間の範囲で、マニュアルやガイドが提供され、調査実施機関等において専門家の指導のもと実施

されていた。 

Ａ．研究目的 

食事調査方法には様々な方法があり、

各々長所・短所が存在する。食事記録法や

24 時間思い出し法の詳細な食事調査はゴ

ールドスタンダードとも呼ばれ、最も精度

が高い方法と言われているが、対象者や調

査員の負担が大きいことが短所として挙げ

られる（1）。一方、食物摂取頻度調査法（Food 

frequency questionnaire : FFQ）は詳細な

食事調査法に比べると精度は低いものの、

簡便で大人数に実施できるという長所があ

る（1）。国が食事調査を実施する場合には、ど

の食事調査法で実施するのが適切か、時代

のニーズや調査対象者ならびに実施者、費

用面等を鑑みて検討していく必要がある。 

諸外国では、国の栄養調査において、詳細

な食事調査法である食事記録法や 24 時間

思い出し法に加えて、食物摂取頻度調査法

を併用している場合がある。そこで、a) 食

事記録法や 24 時間思い出し法に加えて、食

物摂取頻度調査法を併用している諸外国の

栄養調査において、食事調査結果を用いた

研究文献の文献レビューを行い、2 つの食

事調査法を併用している目的や理由を整理
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した。また、b) 学術的論文として公表され

ている情報以外を補う目的で、文献レビュ

ーおよびハンドリサーチにより抽出された

諸外国の栄養調査の実施目的およびその活

用範囲を整理した。さらに、日本の栄養調査

における今後の在り方を検討する際の基礎

資料として、諸外国の栄養調査の食事調査

者のトレーニング状況について整理した。 

 

Ｂ．方法 

a) 諸外国の栄養調査の文献レビュー 

文献検索データベースPubMedを用い、

2022年 10月 20日に、以下の検索式に

て検索を行った。 ("food record"[tiab] 

OR "food records"[tiab] OR "diet 

record"[tiab] OR "diet records"[tiab] 

OR "food diary"[tiab] OR "food 

diaries"[tiab] OR "dietary record"[tiab] 

OR "dietary records"[tiab] OR "recall 

method"[tiab] OR "recall"[tiab] OR 

"recalls"[tiab] OR "diet 

records"[MeSH]) AND ("food frequency 

questionnaire"[tiab] OR "FFQ"[tiab] OR 

"FFQs"[tiab] OR "food frequency 

method"[tiab] OR "diet history 

questionnaire"[tiab] OR "diet history 

method"[tiab] OR (("diet"[tiab] OR 

"Food"[tiab]) AND 

"Questionnaire"[tiab]))) AND 

("national"[tiab] OR 

"nationwide"[tiab])。抽出された論文に

関してタイトル及び抄録を精査する 1 次

スクリーニングを実施した。採択基準は

①査読を受けた原著論文であること、②

英語で執筆されていること、③国が行っ

ている調査であること、④食事記録や 24

時間思い出し等の食事調査と食物摂取

頻度調査の両方について、同一の人が

回答していることとし、調査の方法論に

関する論文、研究の目的で調査が実施

されている文献はレビューから除外した。

次に 2 次スクリーニングとして本文を精

読し、該当する論文を抽出した。抽出し

た論文は以下の項目別に内容をまとめ

た：国名、概要、調査名、対象者、調査

期間、食事調査の方法、主な研究結果、

食事調査法の限界点。なお、レビューは

管理栄養士の資格を持つ 2名の研究者

が独立して行い、結果を照合した後、結

果が異なる箇所については話し合いに

て解決した。 

 

b) 諸外国の栄養調査の目的等の整理 

諸外国の栄養調査の文献レビューで抽

出された 14 か国の栄養調査について、

文献ならびにインターネットを用いた調

査により、栄養調査の実施目的、活用範

囲および食事調査者のトレーニング状

況を整理した。加えて、ハンドリサーチに

より、中国、フィンランド、フランスの３か

国が詳細な食事調査と食物摂取頻度調

査票等を併用していることが確認された。

文献レビューで抽出されたノルウェーは

調査名が不明であったため、この情報

整理からは除外した。文献レビューでギ

リシャとドイツはそれぞれ２つの調査が抽

出されたため、最終的に 16か国の 18の

調査について整理した。なお、英語で記

載されている情報に限定した。 

 

Ｃ．結果 

a) 諸外国の栄養調査の文献レビュー 

1 次スクリーニングの結果、469 件の論
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文が抽出された。そのうち、301 件が除

外された。除外理由は以下の通りであ

る：食事調査と食物摂取頻度調査が併

用されていない、国の調査でない、食事

調査と食物摂取頻度調査が併用されて

おらず国の調査でもない、食事調査と

食物摂取頻度調査を別の集団に適用し

ている、レビュー論文、調査の方法論に

関する研究である、原著論文でない、

英語以外の言語で書かれている。残っ

た 78報について本文を精読し、食事調

査と食物摂取頻度調査を併用していな

い、または国の調査でない 18 件を除外

した。残りの 60 件について、エビデンス

テーブルに詳細な情報をまとめた（表

１）。 

その結果、詳細な食事調査と食物摂

取頻度調査（質問紙法含む）が併用され

ていた国は、アメリカ、オーストラリア、カ

メルーン、韓国、ギリシャ、スウェーデン、

スロベニア、台湾、ドイツ、ニュージーラ

ンド、ノルウェー、ベルギー、南アフリカ、

メキシコの 14 か国であった。60 件のうち

アメリカの NHANES による報告が 19 件

を占め、次いで韓国の KNHANES が 15

件を占めていた。 

詳細な食事調査として 24時間思い出

し法を用いていたのは 60 件中 55 件で

あった。残り 5件のドイツ、ベルギーの

３歳～９歳、スウェーデン、ノルウェ

ーの調査では食事記録法が用いられて

いた。食物摂取頻度調査は定性的食物

摂取頻度調査や半定量的食物摂取頻

度調査が多く使われていた他、少数で

はあるがアメリカ、オーストラリア、台湾、

ベルギーではアルコールの摂取のみ、

またはサプリメントの使用状況のみを尋

ねる質問紙もあった。 

詳細な食事調査と食物摂取頻度調査

の併用の目的として、①詳細な食事調

査からエネルギーおよび栄養素摂取量、

食物摂取頻度調査から習慣的（長期的）

な食品の摂取頻度や摂取/未摂取を把

握（34 件）、②詳細な食事調査のデータ

から得られた食品群別・栄養素摂取量を

補完するために食物摂取頻度調査のデ

ータを使用（6 件）、③食物摂取頻度調

査は摂取頻度が低い食品（ジビエ、動物

の内臓、魚介類等）を把握するために使

用（5 件）、④食物摂取頻度調査の妥当

性を検証するために詳細な食事調査を

使用（6 件）されていた。その他の理由と

して、詳細な食事調査と食物摂取頻度

調査から得られた摂取量を比較する

ため、詳細な食事調査から食物摂取頻

度調査で用いるポーションサイズを推

定するため、詳細な食事調査を HEI

（Healthy Eating Index ）スコア、DDS

（Dietary diversity score）スコアの算出の

ために使用されていた（9件）。 

 

b) 諸外国の栄養調査の目的等の整理 

表２に、16 か国における 18 の栄養調査

の実施目的、活用範囲および食事調査

者のトレーニング状況に関する情報をま

とめた。すべての国の栄養調査におい

て、「国民の健康状態および栄養状態を

把握する目的」で実施されていた。加え

て、多くの国で、生活習慣を把握する目

的もあった。フランスとドイツでは、「食品

のリスクを評価する目的」、カメルーンで

は「栄養強化プログラムを設計・評価す
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る目的」でも実施されていた。栄養調査

が活用される範囲は、食事摂取ガイドラ

インの策定等の国の栄養政策や指針へ

の展開がほとんどであった。フィンランド

では診療ガイドラインの策定、オーストラ

リアでは栄養プロモーション戦略の立案、

アメリカと韓国では成長曲線の作成に活

用されていた。カメルーン、ニュージーラ

ンド、フィンランドでは、特定の栄養素摂

取量をモニタリングし基礎データを提供

するために活用されていた。アメリカとス

ロベニアでは、研究へ二次利用すること

も情報公開されていた。 

ほとんどの国の栄養調査において、

食事調査者には有資格の栄養士、大学

院に在籍する栄養士、栄養学の学士号

を取得した者、栄養学に精通した者が

選ばれていた。食事調査のトレーニング

は、フランスの 1日からオーストラリアとフ

ィンランドの 2 週間の範囲で実施されて

いた。食事調査者にはマニュアルやガイ

ドが提供され、調査実施機関等におい

て専門家の指導のもと実施されていた。 

 

Ｄ．考察 

a) 諸外国の栄養調査の文献レビュー 

レビューの結果、14 か国で詳細な食事

調査と食物摂取頻度調査が併用されて

いた。併用の目的として詳細な食事調

査からエネルギーおよび栄養素摂取量、

食物摂取頻度調査から習慣的（長期的）

な食品の摂取頻度や摂取/未摂取を把

握することを目的としたものが半数を占

めていた。詳細な食事調査では対象者

の詳細な食事内容や摂取量を把握でき

る一方、長期にわたる調査は難しい。一

方で食物摂取頻度調査は把握できる食

品（群）数が限られるが、対象者の習慣

的な摂取量を把握することが可能である。

さらに、食物摂取頻度調査法は、頻繁に

は食べず、短期間の詳細な食事調査で

は出現しないような食品の摂取頻度の

把握にも用いられていた。このように、諸

外国ではそれぞれの食事調査法のデメ

リットを補い、メリットを生かす使い方が多

かった。しかし、同一の対象者に詳細な

食事調査と食物摂取頻度調査の両方を

実施することは、対象者にも多くの負担

がかかることから、特に大人数を対象と

した調査の場合は実施が難しい場合も

ある。日本の国民健康・栄養調査も通常

年における栄養摂取状況調査の協力者

数は 7000 名程度、大規模調査年では

26000名程度にも及ぶ。近年、調査への

協力者数が減少していることを鑑みると

（2）、併用するためには詳細な食事調査

の負担を減らす、例えば対象者が食事

内容を Web 上で入力し、入力結果に基

づき栄養素等摂取量が自動的に計算さ

れる 24 時間思い出し法システムなどの

導入が必要かもしれない。または、詳細

な食事調査と食物摂取頻度調査の結果

から回帰式を求めた上で、食物摂取頻

度調査から計算した栄養素等摂取量を

補正する方法もある。その場合、詳細な

食事調査の対象者数を少なくし、多くの

対象者は食物摂取頻度調査のみへの

回答で済む可能性があるが、本レビュー

ではこの目的で 2 つの調査法を併用し

ている論文はなかった。今回、国の調査

に限定したことから、補正の方法等に関

し、今後、国以外の論文も含めて検討す
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る必要がある。 

 

b) 諸外国の栄養調査の目的等の整理 

諸外国では、国民の健康状態および栄

養状態を把握する目的で実施され、栄

養政策への展開に活用されていた。日

本の国民健康・栄養調査は、「健康増進

法（平成 14 年法律第 103 号）に基づ

き、国民の身体の状況、栄養素等摂取

量及び生活習慣の状況を明らかにし、

国民の健康の増進の総合的な推進を

図るための基礎資料を得ることを目

的」として実施され（3）、諸外国と同様

であった。また、ドイツやフランスの

欧米諸国では、食品の安全性を評価す

る目的でも実施されていた。日本の食

品衛生行政においても、環境化学物質

や微生物学的食品の曝露の影響を把

握するため実施することも必要であ

ると考えられる。カメルーンでは、栄

養強化プログラムを設計・評価する目

的で実施されていた。国民の健康状態

や栄養状態によって調査の副次的な

目的は異なり、疾病構造の変化や社会

環境問題に応じて時代とともに栄養

調査の根拠や目的は変遷していく。今

後も諸外国の栄養調査の状況を注視

していく必要があろう。 

 諸外国では、栄養調査の結果を国の

栄養政策や指針に活用されていた。同

様に、日本では、食事摂取基準の策定

や、健康日本（第二次）２１、食育推

進基本計画等の栄養政策に活用され

ている。慢性疾患のモニタリングを重

点的に実施しているフィンランドで

は、診療ガイドラインの策定にも活用

されていた。日本においても、血圧や

糖尿病の状況は経年的に調査してい

ることから、高血圧や糖尿病の各種診

療ガイドライン策定のために基礎資

料がより有効に活用できるかもしれ

ない。研究への二次利用を情報公開し

ている国は少なかったが、文献レビュ

ーの結果からも明らかな通り、多くの

国で栄養調査の結果が二次利用され

ていた。日本も含め、多くの研究者等

が幅広く研究利用できることを情報

公開し、迅速に研究課題に取り組める

ような環境が望ましい。 

諸外国では、栄養士の資格を持つ者

や栄養学に精通した者が食事調査を担

当し、調査の実施機関等において、専

門家の指導によりマニュアルに沿って一

定期間のトレーニングが実施されていた。

日本では、自治体において管理栄養士

や栄養士を雇用して食事調査を実施す

ることが多い。諸外国のように、資格を取

得した栄養学系の大学院生も調査のた

めに雇用することも考慮してもよいかもし

れない。また、日本では、マニュアルを

提供し、栄養摂取状況調査のための 2

時間程度の技術研修セミナーが毎年実

施されている。近年では、セミナーの内

容を動画サイトに掲載する等して可能な

限り標準化を図っている。さらなる調査

方法の精度向上と標準化のために、系

統的に実施機関等で一定のトレーニン

グ期間を設けることが重要であろう。本

研究において諸外国の栄養調査の情

報を整理したことで、日本の栄養調査

における今後の在り方を検討するた

めの有用な基礎資料が得られた。 
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Ｅ．結論 

文献レビューおよび公開情報の検索によ

り、17 か国で詳細な食事調査と質問紙法

が併用されていた。併用の目的として、詳

細な食事調査から栄養等摂取量、食物

摂取頻度調査から習慣的な食品の摂取

状況について把握する場合が多かった。

諸外国の栄養調査の活用範囲は、食事

摂取ガイドラインや指針の策定が多かっ

た。食事調査者には、有資格や大学院の

栄養士、栄養学の学士号を取得者、栄養

学に精通した者が選ばれており、食事調

査のトレーニングも実施されていた。今後

日本における国民健康・栄養調査の在り

方を考えるにあたり、どの食事調査法を

活用するか、調査データの活用、調査員

のトレーニング法について日本の実情も

考慮しながら検討していく必要がある。 
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い

る
。

料
理

に
あ

る
8
8
種

類
の

食
品

の
い

ず
れ

か
を

含
む

料
理

が
リ

ス
ト

さ
れ

、

合
計

9
0
3
料

理
が

抽
出

。
9
0
3
の

料
理

の
中

か
ら

、
総

消
費

量
の

1
%

以
上

を

占
め

る
4
3
8
の

料
理

を
選

択
。

F
F

Q
に

は
、

栄
養

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

と
料

理
に

基
づ

い
て

4
3
8
の

料
理

を
組

み
合

わ
せ

た
 1

1
6
の

料
理

項
目

を
含

ん
だ

。
 9

つ
の

頻
度

カ
テ

ゴ
リ

と
3
つ

の
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
の

選
択

肢
を

作
成

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
タ

ン
パ

ク
質

、
脂

肪
、

炭
水

化
物

の
カ

バ
ー

率
は

、
そ

れ
ぞ

れ
8
9
.2

%
、

8
8
.4

%
、

8
8
.2

%
、

8
9
.4

%
で

あ
っ

た
。

N
o
n
e

1
5

S
m

il
io

to

p
o
u
lo

s 
T

,

e
t 

a
l.

V
a
li
d
a
ti

o
n
 o

f 
a
 F

o
o
d
 P

ro
p
e
n
si

ty

Q
u
e
st

io
n
n
a
ir

e
 f

o
r 

th
e
 H

e
ll
e
n
ic

N
a
ti

o
n
a
l 
N

u
tr

it
io

n
 a

n
d
 H

e
a
lt

h

S
u
rv

e
y 

(H
N

N
H

S
) 

a
n
d
 R

e
su

lt
s

o
n
 T

h
is

 P
o
p
u
la

ti
o
n
's

 A
d
h
e
re

n
ce

to
 K

e
y 

F
o
o
d
-G

ro
u
p
 N

u
tr

it
io

n
a
l

G
u
id

e
li
n
e
s

2
0
2
0

N
u
tr

ie
n
ts

.

2
0
2
0
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2
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1
8

0
8
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ギ
リ

シ
ャ

H
e
ll
e
n
ic

 N
a
ti

o
n
a
l 
N

u
tr

it
io

n
 a

n
d

H
e
a
lt

h
 S

u
rv

e
y（

H
N

N
H

S
）

(ギ
リ

シ
ャ

の

国
民

健
康

・
栄

養
調

査
) 

に
お

い
て

ギ
リ

シ
ャ

の
一

般
住

民
の

食
習

慣
を

評
価

す
る

た

め
に

開
発

さ
れ

た
定

性
的

F
P

Q
の

妥
当

性
を

検
討

し
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
の

比
較

を
行

う

こ
と

を
目

的
と

し
た

報
告

。

H
e
ll
e
n
ic

 N
a
ti

o
n
a
l

N
u
tr

it
io

n
 a

n
d
 H

e
a
lt

h

S
u
rv

e
y 

(H
N

N
H

S
)

3
7
9
6
人

（
男

性
 1

5
4
3
人

、
女

性

2
2
5
3
人

）

2
0
1
3
年

9
月

～

2
0
1
5
年

5
月

2
回

の
非

連
続

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

（
2

回
目

は
8
～

2
0
日

後
に

電
話

で
実

施
）

。

F
o
o
d
 p

ro
p
e
n
si

ty
 q

u
e
st

io
n
n
a
ir

e

(F
P

Q
)

2
4
時

間
思

い
出

し
法

と
F

P
Q

か
ら

得
ら

れ
た

食
事

摂
取

量
を

比
較

し
、

一
致

度
を

評
価

し
た

。

す
べ

て
の

主
要

な
食

品
群

で
は

9
0
%

以
上

の
一

致
度

だ
っ

た
。

ギ
リ

シ
ャ

人

で
F

P
Q

が
有

用
で

あ
る

こ
と

を
示

し
た

。
摂

取
用

を
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

比

較
す

る
と

、
果

物
、

野
菜

、
全

粒
穀

物
、

魚
、

豆
類

は
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

下
回

り
、

不
健

康
な

食
品

群
（

フ
ァ

ー
ス

ト
フ

ー
ド

、
お

菓
子

、
飲

み
物

と
ス

ピ
リ

ッ
ツ

、
赤

身
肉

）
は

上
回

っ
て

い
た

。

F
P

Q
は

定
性

的
に

食
事

摂
取

量
を

評
価

す
る

た
め

で
あ

り
、

単
独

で
使

用
し

た

場
合

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

多
量

栄
養

素

の
摂

取
量

を
定

量
的

に
評

価
で

き
な

い

こ
と

。

1
6

C
h
o
i 
A

,

e
t 

a
l.

F
re

q
u
e
n
cy

 o
f 

C
o
n
su

m
p
ti

o
n
 o

f

W
h
o
le

 F
ru

it
, 
N

o
t 

F
ru

it
 J

u
ic

e
, 
Is

A
ss

o
ci

a
te

d
 w

it
h
 R

e
d
u
ce

d

P
re

va
le

n
ce

 o
f 

O
b
e
si

ty
 i
n

K
o
re

a
n
 A

d
u
lt

s

2
0
1
9

J 
A

ca
d
 N

u
tr

D
ie

t.

2
0
1
9
;1

1
9
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1
):

1
8
4
2
-1

8
5
1
.e

2
.

韓
国

韓
国

の
K

N
H

N
E

S
に

お
け

る
全

果
実

お
よ

び

果
汁

の
摂

取
頻

度
と

肥
満

お
よ

び
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
と

の
関

連
性

を
検

討

し
た

報
告

。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
 V

I）

1
9
～

6
4
歳

1
0
4
6
0
人

 (
男

性
4
0
8
2

人
、

女
性

 6
3
7
8
人

) 
。

フ
ル

ー
ツ

ジ
ュ

ー
ス

の
解

析
で

は
3
0
人

を
除

外
。

2
0
1
2
-2

0
1
5

1
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

F
F

Q
2
4
時

間
思

い
出

し
法

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
栄

養
素

摂
取

量
を

推
定

。
F

F
Q

は
果

物
類

と
フ

ル
ー

ツ
ジ

ュ
ー

ス
の

摂
取

頻
度

を
評

価
し

た
。

果
物

摂
取

頻
度

が
高

い
ほ

ど
肥

満
や

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

の
有

病
率

が
低

か
っ

た
が

、
フ

ル
ー

ツ
ジ

ュ
ー

ス
と

は
関

連
し

て
い

な
か

っ

た
。

F
F

Q
で

は
フ

ル
ー

ツ
ジ

ュ
ー

ス
の

種
類

を
区

別
し

な
か

っ
た

こ
と

（
1
0
0
%

か

ど
う

か
な

ど
）

。
F

F
Q

で
は

す
べ

て
の

果
物

と
フ

ル
ー

ツ
ジ

ュ
ー

ス
の

項
目

を

1
つ

で
聞

い
て

い
る

こ
と

か
ら

誤
分

類

の
可

能
性

。
1
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し

か
ら

推
定

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
お

よ
び

栄

養
素

摂
取

量
は

習
慣

的
な

摂
取

量
を

把

握
し

て
い

な
い

か
も

し
れ

な
い

。

1
7

B
e
l 
S

, 
e
t

a
l.

H
a
b
it

u
a
l 
fo

o
d
 c

o
n
su

m
p
ti

o
n
 o

f

th
e
 B

e
lg

ia
n
 p

o
p
u
la

ti
o
n
 i
n
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0
1
4
-

2
0
1
5
 a

n
d
 a

d
h
e
re

n
ce

 t
o
 f

o
o
d
-

b
a
se

d
 d

ie
ta

ry
 g

u
id

e
li
n
e
s

2
0
1
9

A
rc

h
 P

u
b
li
c

H
e
a
lt

h
.

2
0
1
9
;7

7
:1

4
.

ベ
ル

ギ
ー

食
事

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
F

B
D

G
）

お
よ

び

2
0
0
4
年

の
食

品
消

費
調

査
の

結
果

と
比

較
す

る
た

め
に

実
施

さ
れ

た
、

ベ
ル

ギ
ー

の
第

2

回
全

国
食

品
消

費
調

査
結

果
の

報
告

。

se
co

n
d
 N

a
ti

o
n
a
l 
F

o
o
d

C
o
n
su

m
p
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

3
1
4
6
人

2
0
1
4
年

2
月

～

2
0
1
5
年

5
月

3
～

9
歳

：
2
回

の
食

事
記

録
（

1
回

目
は

電

話
、

2
回

目
は

対
面

）
。

1
0
～

6
4
歳

：
2
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

（
対

面
、

2
回

目

は
2
～

4
週

間
後

）

過
去

1
2
か

月
の

F
F

Q

2
4
 時

間
思

い
出

し
法

と
F

F
Q

の
デ

ー
タ

を
組

み
合

わ
せ

て
、

個
人

内
変

動
の

統
計

的
補

正
を

考
慮

し
た

統
計

モ
デ

ル
に

基
づ

き
、

習
慣

的
な

食
事

摂
取

の
分

布
を

推

定
し

た
。

ほ
と

ん
ど

の
習

慣
的

な
食

事
摂

取
量

は
、

2
0
1
1
年

ア
ク

テ
ィ

ブ
 フ

ー
ド

ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

に
よ

っ
て

定
義

さ
れ

た
推

奨
量

F
B

D
G

に
準

拠
し

て
い

な

か
っ

た
。

栄
養

不
足

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

密
度

の
高

い
食

品
摂

取
量

は
過

剰

だ
っ

た
。

2
0
0
4
年

か
ら

2
0
1
4
年

の
1
5
～

6
4
歳

の
摂

取
量

の
変

化
は

見
ら

れ

な
か

っ
た

。

習
慣

的
な

摂
取

量
と

推
奨

量
の

違
い

は
、

過
少

報
告

（
2
4
%

）
に

起
因

し
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

。
性

別
で

、
推

奨

量
は

同
じ

で
も

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

は

異
な

る
た

め
、

結
果

に
男

女
に

よ
る

違

い
が

あ
っ

た
の

か
も

し
れ

な
い

。

1
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A
h
n
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, 
e
t

a
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C
a
rb

o
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yd

ra
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 I
n
ta

k
e
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e
d
 a

P
o
si

ti
ve

 A
ss

o
ci

a
ti

o
n
 w

it
h
 t

h
e

R
is

k
 o

f 
M

e
ta

b
o
li
c 

S
yn

d
ro

m
e
 i
n

B
o
th

 S
e
m

i-
Q

u
a
n
ti

ta
ti

ve
 F

o
o
d

F
re

q
u
e
n
cy

 Q
u
e
st

io
n
n
a
ir

e
s 

a
n
d

2
4
-H

o
u
r 

R
e
ca

ll
 i
n
 W

o
m

e
n

2
0
1
7

J 
K

o
re

a
n
 M

e
d

S
ci

.

2
0
1
7
;3

2
(9

):
1
4

7
4
-1

4
8
3
.

韓
国

K
N

H
A

N
E

S
 2

0
1
2
-2

0
1
4
に

お
い

て
、

半
定

量
的

食
物

摂
取

頻
度

調
査

（
S

Q
F

F
Q

）
法

と

2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
両

方
に

お
け

る
栄

養

摂
取

量
を

比
較

し
、

M
e
tS

リ
ス

ク
と

栄
養

摂
取

量
の

関
連

性
を

判
断

し
た

報
告

。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
)

1
0
2
8
6
人

2
0
1
2
-2

0
1
4

2
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

se
m

i-
q
u
a
n
ti

ta
ti

ve
 f

o
o
d

fr
e
q
u
e
n
cy

 q
u
e
st

io
n
n
a
ir

e
s

(S
Q

F
F

Q
s)

2
4
時

間
思

い
出

し
法

と
F

F
Q

か
ら

推
定

さ
れ

た
栄

養
素

摂
取

量
の

相
関

を
み

て
関

連
性

を
評

価
し

た
。

M
e
ts

と
の

関
連

性
は

、
2
4
時

間
思

い
出

し
法

と
F

F
Q

そ
れ

ぞ

れ
の

栄
養

素
摂

取
量

と
を

解
析

。

S
Q

F
F

Q
と

2
4
時

間
思

い
出

し
法

で
は

、
特

に
女

性
に

お
い

て
脂

質
と

炭
水

化
物

の
摂

取
量

が
M

e
ts

群
と

非
M

e
ts

群
で

優
位

に
異

な
っ

て
い

た
。

2
 つ

の
方

法
間

の
相

関
係

数
は

、
V

it
A

と
鉄

を
除

く
ほ

と
ん

ど
の

栄
養

素
で

約

0
.4

だ
っ

た
。

M
e
ts

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
は

2
 つ

の
方

法
間

で
類

似
し

て

い
た

が
、

脂
質

は
2
4
時

間
思

い
出

し
の

み
で

女
性

で
有

意
だ

っ
た

。

S
Q

F
F

Q
で

は
異

な
る

料
理

で
も

同
じ

食

品
群

の
分

類
に

入
っ

て
い

る
た

め
、

調

味
料

が
異

な
っ

て
い

る
た

め
、

過
大

/

過
少

評
価

し
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

。
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G
u
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é
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u
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d
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k
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e
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o
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a
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d
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d
u
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o
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u
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o
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0
1
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S
a
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u
b
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M
e
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2
0
1
6
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(6

):
6
1

7
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2
8
.

メ
キ

シ
コ

メ
キ

シ
コ

の
青

年
お

よ
び

成
人

に
お

い
て

、

半
定

量
的

食
物

摂
取

頻
度

調
査

票

（
S

F
F

Q
）

の
妥

当
性

を
評

価
し

た
報

告
。

M
e
xi

ca
n
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n
 S

u
rv

e
y

2
0
1
2
 (

E
n
sa

n
u
t 

2
0
1
2
)

青
年

1
7
8
人

、
成

人
2
3
0
人

2
0
1
2
年

2
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

se
m

i-
q
u
a
n
ti

ta
ti

ve
 f

o
o
d

fr
e
q
u
e
n
cy

 q
u
e
st

io
n
-n

a
ir

e

(S
F

F
Q

)

2
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

に
よ

っ
て

推
定

さ
れ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
多

量
栄

養

素
、

微
量

栄
養

素
の

1
日

平
均

摂
取

量
を

算
出

。
平

均
2
4
時

間
思

い
出

し
デ

ー
タ

は
、

S
F

F
Q

 の
相

対
的

妥
当

性
を

測
定

す
る

た
め

の
標

準
と

し
て

用
い

た
。

カ
ッ

パ
統

計
を

用
い

て
、

2
4
時

間
思

い
出

し
と

比
較

し
た

場
合

に
、

S
F

F
Q

の
栄

養
素

摂
取

量
が

四
分

位
数

に
分

類
で

き
る

か
ど

う
か

を
評

価
し

た
。

B
la

n
d
と

A
lt

m
a
n

プ
ロ

ッ
ト

を
用

い
て

2
つ

の
方

法
間

の
一

致
度

を
み

た
。

S
F

F
Q

 の
相

対
妥

当
性

は
、

2
4
時

間
思

い
出

し
と

比
較

し
て

ほ
と

ん
ど

の
栄

養
素

摂
取

量
で

中
程

度
か

ら
良

好
で

あ
っ

た
 (

成
人

で
は

0
.3

0
～

0
.6

1
、

青

年
で

は
0
.1

9
～

0
.6

1
) 

。
カ

ッ
パ

一
致

度
で

は
、

2
 つ

の
方

法
の

間
に

良
好

な
一

致
度

が
み

ら
れ

た
（

成
人

で
は

6
3
%

、
青

年
で

は
6
2
%

）
。

妥
当

性
検

証
の

た
め

に
ゴ

ー
ル

ド
ス

タ

ン
ダ

ー
ド

で
あ

る
生

体
指

標
で

は
な

く

2
4
時

間
思

い
出

し
法

を
用

い
た

こ
と

。

面
接

者
間

で
エ

ラ
ー

の
可

能
性

が
あ

る

こ
と

。
S

F
F

Q
を

2
回

実
施

し
な

か
っ

た

こ
と

。
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食
事

調
査

著
者

タ
イ

ト
ル

出
版

年
文

献
国

概
要

調
査

名
対

象
者

調
査

期
間

食
事

記
録

や
2
4
時

間
思

い
出

し
法

食
物

摂
取

頻
度

調
査

（
F

F
Q

）
２

つ
の

食
事

調
査

結
果

が
ど

の
よ

う
に

用
い

ら
れ

て
い

る
か

主
な

研
究

結
果

食
事

調
査

法
の

限
界

点

2
0

L
o
ft

fi
e
ld

E
, 
e
t 

a
l.

C
o
ff

e
e
 D

ri
n
k
in

g
 I
s
 W

id
e
sp

re
a
d

in
 t

h
e
 U

n
it

e
d
 S

ta
te

s,
 b

u
t 

U
s
u
a
l

In
ta

k
e
 V

a
ri

e
s 

b
y 

K
e
y

D
e
m

o
g
ra

p
h
ic

 a
n
d
 L

if
e
st

yl
e

F
a
ct

o
rs

2
0
1
6

J 
N

u
tr

.

2
0
1
6
;1

4
6
(9

):
1

7
6
2
-8

.

ア
メ

リ
カ

N
H

A
N

E
S

に
お

い
て

、
1
日

の
コ

ー
ヒ

ー
摂

取
量

を
、

人
口

動
態

、
社

会
経

済
、

健
康

関

連
因

子
に

応
じ

て
推

定
す

る
こ

と
を

目
指

し

た
報

告
。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

)

6
2
1
9
人

2
0
0
2
-2

0
0
3
と

2
0
0
5
-2

0
0
6
、

2
0
1
1
-2

0
1
2

2
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

（
2
回

目
は

3

～
1
0
日

後
に

電
話

で
実

施
）

N
H

E
A

N
S

2
0
0
2
-2

0
0
3
と

2
0
0
6
-

2
0
0
6
は

F
F

Q

2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

コ
ー

ヒ
ー

の
摂

取
量

を
推

定
し

、
F

F
Q

か
ら

コ
ー

ヒ
ー

を
飲

む
/飲

ま
な

い
を

評
価

。
コ

ー
ヒ

ー
の

摂
取

量
の

年
次

推
移

を
み

る
た

め
に

2
0
0
2
-2

0
0
3
と

2
0
1
1
-2

0
1
2
を

比
較

し
た

。

2
0
 歳

以
上

の
ア

メ
リ

カ
人

の
1
億

5
,4

0
0
万

人
ま

た
は

人
口

の
7
5
%

が
コ

ー

ヒ
ー

を
飲

ん
で

い
る

と
推

定
し

た
。

4
9
%

は
毎

日
コ

ー
ヒ

ー
を

飲
ん

で
い

た
。

コ
ー

ヒ
ー

の
摂

取
量

は
年

齢
、

人
種

/民
族

、
喫

煙
状

況
、

飲
酒

に

よ
っ

て
変

化
し

た
。

 習
慣

的
な

摂
取

量
は

、
男

性
、

中
高

年
齢

層
、

非
ヒ

ス
パ

ニ
ッ

ク
系

白
人

、
喫

煙
者

で
高

か
っ

た
。

 コ
ー

ヒ
ー

摂
取

量
は

2
0
0
3

年
か

ら
2
0
1
2
年

ま
で

安
定

し
て

い
た

。

す
べ

て
の

食
事

調
査

で
は

測
定

エ
ラ

ー

が
起

こ
り

や
す

い
こ

と
。

ノ
ン

カ
フ

ェ

イ
ン

の
コ

ー
ヒ

ー
を

把
握

し
て

い
な

い

こ
と

。

2
1

A
g
a
rw

a
l

S
, 
e
t 

a
l.

A
s
s
e
ss

in
g
 a

lc
o
h
o
l 
in

ta
k
e
 &

 i
ts

d
o
s
e
-d

e
p
e
n
d
e
n
t 

e
ff

e
ct

s
 o

n
 l
iv

e
r

e
n
zy

m
e
s 

b
y 

2
4
-h

 r
e
ca

ll
 a

n
d

q
u
e
st

io
n
n
a
ir

e
 u

s
in

g
 N

H
A

N
E

S

2
0
0
1
-2

0
1
0
 d

a
ta

2
0
1
6

N
u
tr

 J
.

2
0
1
6
;1

5
(1

):
6
2
.

ア
メ

リ
カ

N
H

A
N

E
S

の
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
肝

機
能

マ
ー

カ
ー

と
ア

ル
コ

ー
ル

の
容

量
依

存
性

を

調
べ

た
報

告
。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

)

2
4
8
0
7
人

 (
男

性
1
2
5
6
1
人

、
女

性

1
2
2
4
6
人

)

2
0
0
1
–2

0
0
2
,

2
0
0
3
–2

0
0
4
,

2
0
0
5
–2

0
0
6
,

2
0
0
7
–2

0
0
8
 ,

2
0
0
9
–2

0
1
0

2
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

a
lc

o
h
o
l 
c
o
n
s
u
m

p
ti

o
n

q
u
e
st

io
n
n
a
ir

e

 1
) 

1
日

分
の

2
4
 時

間
思

い
出

し
法

か
ら

ア
ル

コ
ー

ル
摂

取
量

を
推

定
。

2
) 

N
C

I法

を
用

い
て

習
慣

的
な

ア
ル

コ
ー

ル
摂

取
量

を
決

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
2
日

分
の

2
4
 時

間
思

い
出

し
法

か
ら

習
慣

的
な

ア
ル

コ
ー

ル
摂

取
量

を
推

定
。

 3
) 

ア
ル

コ
ー

ル
摂

取
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

摂
取

量
を

定
量

化
。

2
4
時

間
思

い
出

し
、

N
C

I法
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

平
均

ア
ル

コ
ー

ル
摂

取

量
は

、
そ

れ
ぞ

れ
 4

1
.0

±
0
.8

 g
/d

、
1
0
.9

±
0
.2

 g
/d

、
1
1
.0

±
0
.2

 g
/d

だ
っ

た
。

 ア
ル

コ
ー

ル
摂

取
者

は
、

A
L

P
レ

ベ
ル

が
有

意
に

低
く

、

A
S

T
、

G
G

T
、

ビ
リ

ル
ビ

ン
の

レ
ベ

ル
は

高
か

っ
た

。

ア
ル

コ
ー

ル
摂

取
量

は
過

少
評

価
さ

れ

る
場

合
が

多
い

こ
と

。

2
2

C
h
o
i 
M

K
,

e
t 

a
l.

V
e
g
e
ta

b
le

 i
n
ta

k
e
 i
s
 a

ss
o
c
ia

te
d

w
it

h
 l
o
w

e
r 

F
ra

m
m

in
g
h
a
m

 r
is

k

s
c
o
re

s 
in

 K
o
re

a
n
 m

e
n
: 
K

o
re

a

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

S
u
rv

e
y 

2
0
0
7
-2

0
0
9

2
0
1
6

N
u
tr

 R
e
s

P
ra

ct
.

2
0
1
6
;1

0
(1

):
8
9

-9
8
.

韓
国

韓
国

K
N

H
M

E
S

に
お

け
る

野
菜

摂
取

量
と

、

冠
動

脈
性

疾
患

（
C

H
D

)と
の

関
連

を
調

べ

た
報

告
。

F
o
u
rt

h
 K

o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l

H
e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
)

2
5
1
0
人

2
0
0
7
-2

0
0
9

2
4
時

間
思

い
出

し

F
F

Q
（

ま
っ

た
く

ま
た

は
ほ

と
ん

ど
な

い
、

月
に

1
回

、
月

に
2
-3

回
、

週
に

1
-2

回
、

週
に

3
-4

回
、

週
に

5
-6

回
、

1
日

1
回

、
1
日

2
回

、

1
日

3
回

以
上

）

2
4
時

間
思

い
出

し
か

ら
推

定
し

た
野

菜
摂

取
量

を
s
a
lt

e
d
 v

e
g
e
ta

b
le

sと
n
o
n
-

s
a
lt

e
d
 v

e
g
e
ta

b
le

sに
分

類
し

、
F

F
Q

か
ら

推
定

し
た

野
菜

摂
取

頻
度

を
野

菜
の

種
類

ご
と

に
四

分
位

に
分

類
し

た
。

野
菜

摂
取

量
と

n
o
n
-s

a
lt

e
d
 v

e
g
e
ta

b
le

sの
摂

取
量

が
多

い
こ

と
は

、

C
H

D
リ

ス
ク

が
低

い
こ

と
に

有
意

に
関

連
し

て
い

た
。

野
菜

の
摂

取
頻

度

と
C

H
D

リ
ス

ク
と

の
間

に
は

有
意

な
関

連
を

認
め

な
か

っ
た

。

野
菜

や
果

物
の

サ
ー

ビ
ン

グ
や

多
様

性

等
の

定
性

的
評

価
を

し
て

い
な

い
こ

と
、

思
い

出
し

バ
イ

ア
ス

。

2
3

K
im

 H
J,

e
t 

a
l.

H
o
u
s
e
h
o
ld

 f
o
o
d
 i
n
s
e
cu

ri
ty

 a
n
d

d
ie

ta
ry

 i
n
ta

k
e
 i
n
 K

o
re

a
: 
re

su
lt

s

fr
o
m

 t
h
e
 2

0
1
2
 K

o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l

H
e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

2
0
1
5

P
u
b
li
c
 H

e
a
lt

h

N
u
tr

.

2
0
1
5
;1

8
(1

8
):

3

3
1
7
-2

5
.

韓
国

韓
国

の
代

表
的

な
集

団
に

お
い

て
、

食
糧

不

安
の

状
態

別
に

食
事

摂
取

量
を

比
較

し
た

報

告
。

F
o
u
rt

h
 K

o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l

H
e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
)

3
0
0
7
世

帯
7
1
1
8
人

の
被

調
査

者
2
0
1
2
年

2
4
時

間
思

い
出

し
（

1
歳

以
上

）
半

定
量

的
F

F
Q

（
1
9
-6

4
歳

、
過

去

1
年

間
の

食
品

の
摂

取
頻

度
と

量
）

F
F

Q
と

食
糧

安
全

保
障

質
問

紙
の

期
間

が
同

じ
で

あ
っ

た
た

め
、

F
F

Q
か

ら
の

食

品
・

栄
養

素
摂

取
量

を
比

較
し

た
（

1
9
-6

4
歳

）
。

さ
ら

に
、

韓
国

の
食

事
摂

取

基
準

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

推
定

平
均

必
要

量
の

充
足

に
つ

い
て

、
2
4
時

間
思

い
出

し
か

ら
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

を
用

い
て

検
討

し
た

（
解

析
対

象
者

全
員

）
。

欠
食

の
割

合
は

食
糧

不
安

の
あ

る
世

帯
の

子
ど

も
と

大
人

で
有

意
に

高

か
っ

た
。

食
糧

不
安

が
あ

る
大

人
で

は
、

食
品

（
野

菜
、

海
藻

、
果

物
、

フ
ル

ー
ツ

ジ
ュ

ー
ス

、
ナ

ッ
ツ

、
牛

乳
お

よ
び

乳
製

品
）

と
栄

養
素

（
た

ん
ぱ

く
質

、
粗

繊
維

、
ミ

ネ
ラ

ル
、

ビ
タ

ミ
ン

）
の

摂
取

量
が

、
食

糧
安

全
保

障
が

あ
る

大
人

と
比

較
し

て
有

意
に

低
か

っ
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
脂

質
、

炭
水

化
物

の
摂

取
量

は
、

有
意

な
関

連
を

認
め

な
か

っ
た

。

子
ど

も
と

高
齢

者
の

F
F

Q
デ

ー
タ

が
な

い
こ

と
。

2
4

C
h
u
n
g
 S

,

e
t 

a
l.

S
o
ft

 d
ri

n
k
 c

o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 i
s

p
o
s
it

iv
e
ly

 a
ss

o
c
ia

te
d
 w

it
h

m
e
ta

b
o
li
c
 s

yn
d
ro

m
e
 r

is
k

fa
ct

o
rs

 o
n
ly

 i
n
 K

o
re

a
n
 w

o
m

e
n
:

D
a
ta

 f
ro

m
 t

h
e
 2

0
0
7
-2

0
1
1
 K

o
re

a

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

2
0
1
5

M
e
ta

b
o
li
s
m

.

2
0
1
5
;6

4
(1

1
):

1

4
7
7
-8

4
.

韓
国

 韓
国

の
成

人
に

お
け

る
砂

糖
入

り
飲

料
の

消

費
量

と
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

関

連
を

検
討

し
た

報
告

。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

1
3
9
7
2
人

 (
男

性
5
4
3
2
人

、
女

性

8
5
4
0
人

)
2
0
0
7
-2

0
1
1

1
日

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

F
F

Q
2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

お
よ

び
栄

養
素

摂
取

量
を

推
定

し
た

。

F
F

Q
か

ら
ソ

フ
ト

ド
リ

ン
ク

の
摂

取
頻

度
を

評
価

し
た

。

ソ
フ

ト
ド

リ
ン

ク
を

週
4
回

以
上

摂
取

す
る

高
頻

度
の

人
は

、
男

性
4
.6

%
、

女
性

1
.7

%
だ

っ
た

。
高

摂
取

群
は

、
加

工
食

品
の

砂
糖

類
か

ら
の

エ
ネ

ル

ギ
ー

の
割

合
が

男
性

8
.9

%
、

女
性

1
1
.0

%
だ

っ
た

。
女

性
の

み
に

お
い

て
、

ソ
フ

ト
ド

リ
ン

ク
摂

取
量

の
増

加
は

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

を
除

く
M

e
ts

の
全

て
の

因
子

と
正

の
関

連
が

あ
っ

た
。

ソ
フ

ト
ド

リ
ン

ク
を

週
4
回

以
上

摂
取

す
る

女
性

は
、

そ
う

で
な

い
女

性
と

比
較

し
て

M
e
ts

の
リ

ス
ク

が

7
4
%

高
か

っ
た

。

ソ
フ

ト
ド

リ
ン

ク
の

摂
取

は
1
項

目
の

設
問

に
基

づ
く

頻
度

で
定

義
し

て
い

る

こ
と

。
F

F
Q

に
は

他
の

加
糖

飲
料

に
つ

い
て

尋
ね

て
い

な
い

こ
と

。
特

に
、

フ

ル
ー

ツ
ジ

ュ
ー

ス
に

関
す

る
情

報
は

な

い
。

2
5

E
n
g
le

-

S
to

n
e
 R

,

e
t 

a
l.

C
o
m

p
a
ri

s
o
n
 o

f 
a
 H

o
u
s
e
h
o
ld

C
o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 a

n
d
 E

xp
e
n
d
it

u
re

s

S
u
rv

e
y 

w
it

h
 N

a
ti

o
n
a
ll
y

R
e
p
re

se
n
ta

ti
ve

 F
o
o
d
 F

re
q
u
e
n
c
y

Q
u
e
st

io
n
n
a
ir

e
 a

n
d
 2

4
-h

o
u
r

D
ie

ta
ry

 R
e
c
a
ll
 D

a
ta

 f
o
r

A
s
s
e
ss

in
g
 C

o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 o

f

F
o
rt

if
ia

b
le

 F
o
o
d
s
 b

y 
W

o
m

e
n

a
n
d
 Y

o
u
n
g
 C

h
il
d
re

n
 i
n

C
a
m

e
ro

o
n

2
0
1
5

F
o
o
d
 N

u
tr

B
u
ll
.

2
0
1
5
;3

6
(2

):
2
1

1
-3

0
.

カ
メ

ル
ー

ン

第
3
回

カ
メ

ル
ー

ン
家

庭
調

査
（

E
C

A
M

3
）

か
ら

推
定

さ
れ

た
強

化
食

品
の

見
か

け
の

消

費
量

と
、

食
物

摂
取

頻
度

調
査

（
F

F
Q

）
お

よ
び

2
4
時

間
リ

コ
ー

ル
法

（
2
4
H

R
）

に
よ

る
全

国
食

事
調

査
の

結
果

を
比

較
し

た
報

告
。

E
n
q
u
ê
te

 C
a
m

e
ro

u
n
a
is

e

A
u
p
rè

s 
d
e
s 

M
é
n
a
g
e
s

(E
C

A
M

3
) 

c
o
n
d
u
c
te

d
 i
n

2
0
0
7
 a

n
d
 n

a
ti

o
n
a
l 
d
ie

ta
ry

s
u
rv

e
y 

c
o
n
d
u
c
te

d
 i
n
 2

0
0
9

（
項

目
は

栄
養

調
査

の
み

記

載
）

2
4
時

間
思

い
出

し
：

女
性

9
1
2

人
、

子
ど

も
8
8
2
人

、
F

F
Q

：
女

性
9
0
1
人

、
子

ど
も

9
0
1
人

2
0
0
7
年

9
-1

2

月
と

、
2
0
0
9

年
9
-1

2
月

1
日

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

7
日

間
の

F
F

Q
栄

養
素

強
化

食
品

（
精

製
植

物
油

、
小

麦
粉

、
砂

糖
、

ブ
イ

ヨ
ン

キ
ュ

ー
ブ

）
に

つ
い

て
、

過
去

7
日

間
の

E
C

A
M

3
と

F
F

Q
で

摂
取

頻
度

を
比

較
し

た
。

過
去

1
日

間
の

E
C

A
M

3
と

2
4
時

間
思

い
出

し
で

、
摂

取
量

を
比

較
し

た
。

E
C

A
M

3
と

F
F

Q
の

過
去

1
週

間
の

カ
バ

ー
率

は
、

そ
れ

ぞ
れ

、
油

で

6
4
％

・
5
4
％

、
小

麦
粉

で
6
0
％

・
9
2
％

、
砂

糖
で

6
9
％

・
7
8
％

、
ブ

イ
ヨ

ン
キ

ュ
ー

ブ
で

8
5
％

・
9
6
％

で
あ

っ
た

。
E

C
A

M
3
で

は
、

F
F

Q
や

2
4
H

R

よ
り

も
摂

取
頻

度
や

前
日

の
カ

バ
ー

率
が

低
か

っ
た

。
E

C
A

M
と

2
4
H

R
に

お
い

て
、

前
日

の
平

均
摂

取
量

は
、

油
4
3
・

2
9
g
、

小
麦

粉
7
1
・

8
3
g
、

砂

糖
4
2
・

3
2
g
、

ブ
イ

ヨ
ン

キ
ュ

ー
ブ

5
.0

・
2
.4

g
だ

っ
た

。

栄
養

素
摂

取
量

の
評

価
を

し
て

い
な

い

こ
と

。

2
6

Z
h
u
 Y

, 
e
t

a
l.

T
h
e
 a

ss
o
c
ia

ti
o
n
s
 b

e
tw

e
e
n

yo
g
u
rt

 c
o
n
s
u
m

p
ti

o
n
, 
d
ie

t

q
u
a
li
ty

, 
a
n
d
 m

e
ta

b
o
li
c
 p

ro
fi

le
s

in
 c

h
il
d
re

n
 i
n
 t

h
e
 U

S
A

2
0
1
5

E
u
r 

J 
N

u
tr

.

2
0
1
5
;5

4
(4

):
5
4

3
-5

0
.

ア
メ

リ
カ

小
児

に
お

け
る

ヨ
ー

グ
ル

ト
摂

取
量

と
健

康

と
の

関
連

を
調

べ
た

報
告

。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

)

2
～

1
8
歳

5
1
2
4
人

2
0
0
3
-2

0
0
4
,

2
0
0
5
-2

0
0
6

2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

1
2
か

月
の

F
F

Q

2
4
時

間
思

い
出

し
法

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
栄

養
素

摂
取

量
を

推
定

し
、

食
事

の
質

ス

コ
ア

H
E

I-
2
0
0
5
を

算
出

。
F

F
Q

は
ヨ

ー
グ

ル
ト

の
摂

取
頻

度
を

評
価

す
る

た
め

に

用
い

た
。

週
1
回

以
上

ヨ
ー

グ
ル

ト
を

摂
取

す
る

者
（

fr
e
q
u
e
n
t 

c
o
n
s
u
m

e
rs

）

と
そ

う
で

な
い

者
（

in
fr

e
q
u
e
n
t 

c
o
n
s
u
m

e
rs

）
に

分
け

て
比

較
し

た
。

fr
e
q
u
e
n
t 

c
o
n
s
u
m

e
rs

は
in

fr
e
q
u
e
n
t 

c
o
n
s
u
m

e
rs

よ
り

も
H

E
I-

2
0
0
5
ス

コ
ア

が
高

く
、

空
腹

時
イ

ン
ス

リ
ン

値
が

低
く

、
イ

ン
ス

リ
ン

抵
抗

性
が

低
く

、
イ

ン
ス

リ
ン

感
受

性
が

高
か

っ
た

。
し

か
し

、
ヨ

ー
グ

ル
ト

摂
取

と
体

重
、

空
腹

時
血

糖
値

、
血

清
脂

質
値

、
C

反
応

性
タ

ン
パ

ク
質

、
血

圧

と
の

間
に

は
有

意
な

関
連

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

F
F

Q
に

よ
る

ヨ
ー

グ
ル

ト
の

摂
取

頻
度

は
摂

取
量

を
反

映
し

て
い

な
い

可
能

性
。

ヨ
ー

グ
ル

ト
の

種
類

(プ
レ

ー
ン

ヨ
ー

グ
ル

ト
、

プ
ロ

バ
イ

オ
テ

ィ
ク

ス

ヨ
ー

グ
ル

ト
な

ど
)は

把
握

し
て

い
な

い
こ

と
。

fr
e
q
u
e
n
t 

c
o
n
s
u
m

e
rs

は

in
fr

e
q
u
e
n
t 

c
o
n
s
u
m

e
rs

に
分

け
た

が
、

変
動

す
る

可
能

性
も

あ
る

こ
と

。

2
7

P
a
ra

ck
a
l

S
M

, 
e
t

a
l.

A
 p

ro
fi

le
 o

f 
N

e
w

 Z
e
a
la

n
d
 '
A

s
ia

n
'

p
a
rt

ic
ip

a
n
ts

 o
f 

th
e
 2

0
0
8
/0

9

A
d
u
lt

 N
a
ti

o
n
a
l 
N

u
tr

it
io

n
 S

u
rv

e
y:

fo
c
u
s
 o

n
 d

ie
ta

ry
 h

a
b
it

s
, 
n
u
tr

ie
n
t

in
ta

k
e
s 

a
n
d
 h

e
a
lt

h
 o

u
tc

o
m

e
s

2
0
1
5

P
u
b
li
c
 H

e
a
lt

h

N
u
tr

.

2
0
1
5
;1

8
(5

):
8
9

3
-9

0
4
.

ニ
ュ

ー

ジ
ー

ラ
ン

ド

食
習

慣
、

栄
養

摂
取

量
、

血
液

プ
ロ

フ
ァ

イ

ル
、

体
格

が
ア

ジ
ア

人
サ

ブ
グ

ル
ー

プ
間

で

異
な

る
か

を
調

べ
た

報
告

。

2
0
0
8
/0

9
 A

d
u
lt

 N
a
ti

o
n
a
l

N
u
tr

it
io

n
 S

u
rv

e
y

(N
Z

A
N

S
) 

2
9
9
5
人

2
0
0
8
-2

0
0
9

2
4
時

間
思

い
出

し
法

（
2
回

目
は

1
回

目
か

ら
無

作
為

に
2
5
%

の
人

が
選

ば
れ

た
）

過
去

4
週

間
の

摂
取

頻
度

を
尋

ね
た

食
習

慣
ア

ン
ケ

ー
ト

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
の

摂
取

頻
度

と
民

族
性

と
の

記
述

的
な

関
連

を
み

た
。

2
4
時

間

思
い

出
し

か
ら

推
定

し
た

摂
取

量
と

鉄
欠

乏
性

貧
血

な
ど

鉄
に

関
す

る
健

康
状

態

と
の

関
連

を
み

た
。

南
ア

ジ
ア

人
は

、
赤

身
の

肉
を

ま
っ

た
く

食
べ

な
い

割
合

が
高

か
っ

た
。

脂
肪

と
い

く
つ

か
の

微
量

栄
養

素
 (

リ
ボ

フ
ラ

ビ
ン

、
ビ

タ
ミ

ン
 B

6
、

B
1
2
、

S
e
) 

の
摂

取
量

は
、

南
ア

ジ
ア

人
で

低
か

っ
た

 。
 南

ア
ジ

ア
人

の

女
性

は
 Z

n
 お

よ
び

ビ
タ

ミ
ン

 B
1
2
 の

摂
取

量
が

少
な

か
っ

た
。

南
ア

ジ

ア
人

は
肥

満
の

割
合

が
高

く
、

鉄
の

値
が

低
く

、
糖

尿
病

の
割

合
が

高

か
っ

た
。

最
近

の
南

ア
ジ

ア
人

の
男

性
移

住
者

は
、

長
期

移
住

者
と

比
較

し
て

、
β

-カ
ロ

テ
ン

、
ビ

タ
ミ

ン
 C

、
カ

ル
シ

ウ
ム

の
摂

取
量

が
高

か
っ

た
。

1
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

で
は

習
慣

的
な

摂
取

量
は

把
握

で
き

な
い

こ

と
。

食
事

調
査

は
一

般
的

に
過

少
報

告

に
な

る
こ

と
。

2
8

E
is

in
g
e
r-

W
a
tz

l 
M

,

e
t 

a
l.

C
o
m

p
a
ri

s
o
n
 o

f 
tw

o
 d

ie
ta

ry

a
ss

e
ss

m
e
n
t 

m
e
th

o
d
s
 b

y 
fo

o
d

c
o
n
s
u
m

p
ti

o
n
: 
re

su
lt

s
 o

f 
th

e

G
e
rm

a
n
 N

a
ti

o
n
a
l 
N

u
tr

it
io

n

S
u
rv

e
y 

II

2
0
1
5

E
u
r 

J 
N

u
tr

.

2
0
1
5
;5

4
(3

):
3
4

3
-5

4
.

ド
イ

ツ
食

事
歴

法
と

2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
比

較
検

討
を

行
っ

た
報

告
。

G
e
rm

a
n
 N

a
ti

o
n
a
l

N
u
tr

it
io

n
 S

u
rv

e
y 

II
1
4
～

8
0
歳

9
9
6
8
人

2
0
0
5
年

1
1
月

～
2
0
0
7
年

1
月

2
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

食
事

歴
法

（
過

去
4
週

間
）

食
事

摂
取

量
の

平
均

値
と

標
準

誤
差

、
お

よ
び

個
人

の
平

均
値

間
の

絶
対

差
 (

2
4

時
間

思
い

出
し

 -
 食

事
履

歴
)、

相
対

差
 (

(2
4
 時

間
思

い
出

し
 -

 食
事

履
歴

)/
(食

事
履

歴
))

 を
算

出
。

2
つ

の
方

法
の

食
事

摂
取

量
に

つ
い

て
、

相
関

係
数

と
カ

ッ

パ
係

数
で

一
致

度
を

み
た

。

食
事

歴
法

で
把

握
し

た
食

事
摂

取
量

は
、

2
4
時

間
思

い
出

し
と

比
較

し

て
、

1
8
食

品
群

中
1
2
食

品
群

が
特

に
野

菜
と

果
物

に
お

い
て

多
か

っ
た

。

ソ
ー

セ
ー

ジ
/肉

製
品

、
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

、
コ

ー
ヒ

ー
/紅

茶
、

ビ
ー

ル
、

(ス
パ

ー
ク

リ
ン

グ
)ワ

イ
ン

は
2
つ

の
方

法
で

差
が

小
さ

か
っ

た
。

2
4

時
間

思
い

出
し

法
は

全
体

的
に

利
点

は
あ

る
こ

と
を

示
し

た
。

N
o
n
e
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食
事

調
査

著
者

タ
イ

ト
ル

出
版

年
文

献
国

概
要

調
査

名
対

象
者

調
査

期
間

食
事

記
録

や
2
4
時

間
思

い
出

し
法

食
物

摂
取

頻
度

調
査

（
F

F
Q

）
２

つ
の

食
事

調
査

結
果

が
ど

の
よ

う
に

用
い

ら
れ

て
い

る
か

主
な

研
究

結
果

食
事

調
査

法
の

限
界

点

2
9

P
a
rk

 S
,

e
t 

a
l.

E
ff

e
ct

s
 o

f 
to

ta
l 
vi

ta
m

in
 A

,

vi
ta

m
in

 C
, 
a
n
d
 f

ru
it

 i
n
ta

k
e
 o

n

ri
s
k
 f

o
r 

m
e
ta

b
o
li
c
 s

yn
d
ro

m
e
 i
n

K
o
re

a
n
 w

o
m

e
n
 a

n
d
 m

e
n

2
0
1
5

N
u
tr

it
io

n
.

2
0
1
5
;3

1
(1

):
1
1

1
-8

.

韓
国

韓
国

人
成

人
に

お
い

て
、

ビ
タ

ミ
ン

A
（

β
-

カ
ロ

テ
ン

を
含

む
）

、
ビ

タ
ミ

ン
C

、
果

物
、

ま
た

は
野

菜
の

摂
取

が
M

e
tS

と
負

の

相
関

が
あ

る
か

ど
う

か
を

評
価

し
た

報
告

。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
 I
V

 a
n
d
 V

s
u
rv

e
y)

2
7
6
5
6
人

2
0
0
7
-2

0
0
9
,

2
0
1
0
-2

0
1
2

2
4
時

間
思

い
出

し
法

半
定

量
的

F
F

Q
2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

お
よ

び
栄

養
素

摂
取

量
を

推
定

し
た

。

F
F

Q
か

ら
緑

黄
色

野
菜

、
淡

色
野

菜
、

果
物

の
摂

取
頻

度
を

評
価

し
た

。

V
it

 A
と

V
it

C
摂

取
量

と
M

e
tS

の
性

別
と

の
間

に
交

互
作

用
が

み
ら

れ
た

。

女
性

の
V

it
 A

と
V

it
C

摂
取

量
が

2
倍

に
増

加
し

た
場

合
、

M
e
tS

の
O

R

（
9
5
%

信
頼

区
間

）
は

0
.9

4
2
（

0
.9

0
1
–
0
.9

8
5
）

と
0
.9

3
3
（

0
.8

8
3
–

0
.9

8
7
）

で
あ

り
、

M
e
tS

が
5
.8

%
と

6
.7

%
減

少
し

た
。

 女
性

で
は

、
果

物

摂
取

量
の

中
程

度
と

高
い

群
に

お
い

て
、

低
い

群
と

比
較

し
て

M
e
tS

の
有

病
率

が
1
7
.5

%
と

2
1
.8

%
低

か
っ

た
。

V
it

 A
と

V
it

C
の

酸
化

状
態

を
考

慮
し

て

い
な

い
こ

と
。

V
it

E
を

含
ん

で
い

な
い

こ
と

。
F

F
Q

で
は

誤
分

類
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
果

物
と

野
菜

が
過

大

評
価

さ
れ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
。

3
0

K
im

 J
, 
e
t

a
l.

P
la

in
 w

a
te

r 
in

ta
k
e
 o

f 
K

o
re

a
n

a
d
u
lt

s
 a

cc
o
rd

in
g
 t

o
 l
if

e
 s

ty
le

,

a
n
th

ro
p
o
m

e
tr

ic
 a

n
d
 d

ie
ta

ry

c
h
a
ra

ct
e
ri

s
ti

c
: 
th

e
 K

o
re

a

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
ys

 2
0
0
8
-

2
0
1
0

2
0
1
4

N
u
tr

 R
e
s

P
ra

ct
.

2
0
1
4
;8

(5
):

5
8
0

-8
.

韓
国

韓
国

の
成

人
の

生
活

ス
タ

イ
ル

、
身

体
測

定
、

お
よ

び
食

事
の

特
徴

に
応

じ
た

水
の

摂

取
に

つ
い

て
調

べ
た

報
告

。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
)

1
4
4
2
8
人

（
男

性
5
9
1
7
人

、
女

性

8
5
1
1
人

）
2
0
0
8
-2

0
1
0

2
4
時

間
思

い
出

し
法

F
F

Q

2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

食
品

お
よ

び
栄

養
素

摂
取

量
を

推
定

。
コ

ー
ヒ

ー
や

お

茶
な

ど
の

飲
料

の
摂

取
頻

度
は

F
F

Q
か

ら
評

価
し

た
「

あ
な

た
は

通
常

、
1
日

に

ど
れ

く
ら

い
の

水
を

摂
取

し
て

い
ま

す
か

?
」

。

1
日

の
水

分
の

摂
取

量
は

、
 男

性
6
.3

 カ
ッ

プ
1
,2

6
0
 m

l/
日

、
女

性
4
.6

カ
ッ

プ
 9

2
0
 m

l/
日

だ
っ

た
。

喫
煙

者
、

飲
酒

者
、

運
動

習
慣

の
あ

る
人

は

水
分

摂
取

量
が

多
か

っ
た

。
女

性
に

お
い

て
、

除
脂

肪
体

重
、

胴
囲

、
B

M
I

が
増

加
す

る
に

つ
れ

て
水

分
摂

取
量

が
増

加
し

た
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

ア
ル

コ
ー

ル
、

 野
菜

、
の

摂
取

量
が

増
加

す
る

と
、

水
分

摂
取

量
が

増
加

し

た
。

水
分

の
摂

取
と

2
4
時

間
思

い
出

し
の

期

間
が

異
な

っ
て

い
た

こ
と

。
2
4
時

間
思

い
出

し
法

だ
け

で
は

習
慣

的
な

摂
取

量

を
把

握
で

き
な

い
こ

と
。

3
1

K
im

 H
J,

e
t 

a
l.

In
s
ta

n
t 

c
o
ff

e
e
 c

o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 m

a
y

b
e
 a

ss
o
c
ia

te
d
 w

it
h
 h

ig
h
e
r 

ri
s
k

o
f 

m
e
ta

b
o
li
c
 s

yn
d
ro

m
e
 i
n

K
o
re

a
n
 a

d
u
lt

s

2
0
1
4

D
ia

b
e
te

s 
R

e
s

C
li
n
 P

ra
ct

.

2
0
1
4
;1

0
6
(1

):
1

4
5
-5

3
.

韓
国

コ
ー

ヒ
ー

摂
取

と
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
（

M
e
tS

yn
）

と
の

関
係

を
調

査
し

た
報

告
。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
）

1
9
～

6
5
歳

1
3
3
1
3
人

2
0
0
7
–2

0
1
1

1
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

F
F

Q
2
4
時

間
思

い
出

し
法

と
F

F
Q

の
両

方
の

デ
ー

タ
を

用
い

て
、

コ
ー

ヒ
ー

を
飲

む
人

を
分

類
し

た
。

コ
ー

ヒ
ー

を
1
日

3
回

以
上

飲
む

人
は

週
1
回

未
満

の
人

と
比

べ
て

、
肥

満
、

腹
部

肥
満

、
低

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

、
M

e
tS

yn
の

オ
ッ

ズ
比

が
高

か
っ

た
。

イ
ン

ス
タ

ン
ト

コ
ー

ヒ
ー

を
飲

む
人

で
は

こ
れ

ら
の

リ
ス

ク
が

高
か

っ
た

。

1
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

で
評

価
し

て
い

る
こ

と
。

3
2

P
a
te

l 
D

,

e
t 

a
l.

O
m

e
g
a
-3

 p
o
ly

u
n
s
a
tu

ra
te

d
 f

a
tt

y

a
ci

d
 i
n
ta

k
e
 t

h
ro

u
g
h
 f

is
h

c
o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 a

n
d
 p

ro
s
ta

te

s
p
e
ci

fi
c
 a

n
ti

g
e
n
 l
e
ve

l:
 r

e
su

lt
s

fr
o
m

 t
h
e
 2

0
0
3
 t

o
 2

0
1
0
 N

a
ti

o
n
a
l

H
e
a
lt

h
 a

n
d
 E

xa
m

in
a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

2
0
1
4

P
ro

s
ta

g
la

n
d
in

s
 L

e
u
k
o
t

E
s
s
e
n
t 

F
a
tt

y

A
c
id

s
.

2
0
1
4
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1
(4

):
1
5

5
-6

0
.

ア
メ

リ
カ

魚
の

摂
取

（
n
-3

系
P

U
F
A

の
主

な
供

給
源

）

と
前

立
腺

特
異

抗
原

（
P

S
A

）
濃

度
と

の
関

連
を

調
べ

た
報

告
。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

)

4
5
2
5
人

2
0
0
3
-2

0
1
0

2
回

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

3
0
日

間
の

F
F

Q
2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

E
P

A
と

D
H

A
の

摂
取

量
を

推
定

。
F

F
Q

か
ら

魚
の

種
類

と
摂

取
回

数
を

評
価

し
た

。

P
S

A
レ

ベ
ル

は
パ

ン
粉

を
ま

ぶ
し

た
魚

を
多

く
食

べ
る

男
性

で
低

か
っ

た
。

他
の

魚
の

種
類

と
P

U
F
A

摂
取

量
と

は
関

連
が

な
か

っ
た

。

2
4
時

間
思

い
出

し
法

と
F

F
Q

は
比

較
的

短
期

間
の

曝
露

を
反

映
し

て
い

る
可

能

性
が

あ
る

こ
と

。

3
3

L
e
e
 H

J,

e
t 

a
l.

In
ta

k
e
s 

o
f 

d
a
ir

y 
p
ro

d
u
c
ts

 a
n
d

c
a
lc

iu
m

 a
n
d
 o

b
e
si

ty
 i
n
 K

o
re

a
n

a
d
u
lt

s
: 
K

o
re

a
n
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
ys

 (
K

N
H

A
N

E
S

) 
2
0
0
7
-2

0
0
9

2
0
1
4

P
L

o
S

 O
n
e
.

2
0
1
4
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(6
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e
9
9

0
8
5
.

韓
国

韓
国

に
お

け
る

乳
製

品
の

摂
取

と
肥

満
と

の

関
連

を
調

べ
た

報
告

。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
)

7
1
7
3
人

（
男

性
 3

4
0
0
人

、
女

性

3
7
7
3
人

）
2
0
0
7
-2

0
0
9

1
日

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

1
年

の
定

性
的

F
F

Q

2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

、
乳

製
品

の
摂

取
量

と
総

カ
ル

シ
ウ

ム
、

非
乳

製
品

カ

ル
シ

ウ
ム

、
乳

製
品

カ
ル

シ
ウ

ム
の

摂
取

量
を

推
定

し
た

。
F

F
Q

で
は

牛
乳

と

ヨ
ー

グ
ル

ト
の

組
み

合
わ

せ
の

摂
取

頻
度

を
評

価
。

乳
製

品
、

牛
乳

、
ヨ

ー
グ

ル
ト

の
摂

取
頻

度
、

摂
取

量
が

高
い

と
肥

満
の

有
病

率
が

低
か

っ
た

。
カ

ル
シ

ウ
ム

摂
取

量
が

高
い

と
肥

満
の

有
病

率
が

低
か

っ
た

。

N
o
n
e

3
4

Y
a
n
g
 Y

J,

e
t 

a
l.

F
a
ct

o
rs

 i
n
 r

e
la

ti
o
n
 t

o
 b

o
n
e

m
in

e
ra

l 
d
e
n
s
it

y 
in

 K
o
re

a
n

m
id

d
le

-a
g
e
d
 a

n
d
 o

ld
e
r 

m
e
n
:

2
0
0
8
-2

0
1
0
 K

o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l

H
e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

2
0
1
4

A
n
n
 N

u
tr

M
e
ta

b
.

2
0
1
4
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4
(1

):
5
0
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.

韓
国

韓
国

人
中

高
年

男
性

に
お

け
る

骨
密

度

（
B

M
D

）
に

影
響

を
与

え
る

一
般

的
な

決

定
因

子
と

食
事

因
子

に
つ

い
て

調
査

す
る

こ

と
を

目
的

と
し

た
報

告
。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
)

5
0
-7

9
歳

の
男

性
2
3
0
5
人

（
全

身

B
M

D
、

全
大

腿
骨

B
M

D
、

大
腿

骨
頚

部
B

M
D

、
腰

椎
B

M
D

は
そ

れ
ぞ

れ
2
2
1
9
名

、
2
3
0
5
名

、

2
2
2
2
名

で
測

定
）

2
0
0
8
-2

0
1
0

1
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
6
3
食

品
に

関
す

る
半

定
量

的
F

F
Q

（
回

答
選

択
肢

は
1
0
）

栄
養

素
摂

取
量

と
B

M
D

と
の

関
連

に
つ

い
て

は
2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
を

使

用
。

食
品

（
群

）
別

摂
取

頻
度

と
B

M
D

と
の

関
連

に
つ

い
て

は
F

F
Q

の
結

果
を

使

用
。

全
大

腿
骨

、
大

腿
骨

頚
部

、
腰

椎
の

骨
粗

鬆
症

の
割

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ

0
.7

、
3
.3

、
7
.0

％
で

あ
っ

た
。

年
齢

、
身

長
、

体
重

、
B

M
I、

脂
肪

量
、

除
脂

肪
体

重
、

腹
囲

、
血

清
ビ

タ

ミ
ン

D
、

副
甲

状
腺

ホ
ル

モ
ン

（
パ

ラ
ト

ル
モ

ン
）

、
運

動
が

B
M

D
と

関

連
し

て
い

た
が

、
そ

の
関

係
は

部
分

的
で

あ
っ

た
。

食
事

の
質

、
野

菜
・

果
物

・
カ

ル
シ

ウ
ム

の
摂

取
量

は
、

B
M

D
と

関
連

し
て

い
た

。

2
4
時

間
思

い
出

し
法

が
1
日

間
の

み
で

あ
る

こ
と

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
の

摂
取

量

に
つ

い
て

尋
ね

な
か

っ
た

た
め

、
サ

プ

リ
メ

ン
ト

か
ら

の
カ

ル
シ

ウ
ム

や
ビ

タ

ミ
ン

D
摂

取
量

を
栄

養
素

摂
取

量
に

含

め
な

か
っ

た
こ

と
。

3
5

K
im

 H
I,

e
t 

a
l.

A
s
s
o
c
ia

ti
o
n
 o

f 
a
d
h
e
re

n
c
e
 t

o
 t

h
e

s
e
ve

n
th

 r
e
p
o
rt

 o
f 

th
e
 J

o
in

t

N
a
ti

o
n
a
l 
C

o
m

m
it

te
e
 g

u
id

e
li
n
e
s

w
it

h
 h
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e
rt

e
n
s
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n
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n
 K

o
re

a
n

m
e
n
 a

n
d
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o
m

e
n

2
0
1
3

N
u
tr

 R
e
s
.

2
0
1
3
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3
(1

0
):

7

8
9
-9

5
.

韓
国

韓
国

人
を

代
表

す
る

対
象

者
に

お
い

て
、

JN
C

-7
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

遵
守

が
高

血
圧

と

関
連

す
る

と
い

う
仮

説
を

検
証

す
る

こ
と

を

目
的

と
し

た
報

告
。

K
o
re

a
 N

a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h

a
n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(K
N

H
A

N
E

S
)

5
0
0
人

の
高

血
圧

症
の

者
と

4
5
6
7

人
の

正
常

血
圧

者
2
0
0
7
–2

0
0
8

1
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
6
3
食

品
に

関
す

る
半

定
量

的
F

F
Q

（
回

答
選

択
肢

は
1
0
）

栄
養

素
摂

取
量

に
つ

い
て

は
2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
を

使
用

。
食

品
（

群
）

別
摂

取
頻

度
に

つ
い

て
は

F
F

Q
の

結
果

を
使

用
。

生
活

習
慣

の
4
要

素
（

D
A

S
H

-s
ty

le
 d

ie
t、

身
体

活
動

、
B

M
I、

ア
ル

コ
―

ル
摂

取
）

全
て

で
低

リ
ス

ク
に

分
類

さ
れ

た
人

は
、

そ
れ

以
外

の
人

と
比

べ
て

オ
ッ

ズ
比

が
0
.4

8
（

9
5
％

信
頼

区
間

、
0
.3

0
-0

.7
8
）

で
あ

っ
た

。

2
4
時

間
思

い
出

し
法

や
F

F
Q

に
よ

る
測

定
誤

差

3
6

B
je

rm
o

H
, 
e
t 

a
l.

L
e
a
d
, 
m

e
rc

u
ry

, 
a
n
d
 c

a
d
m

iu
m

 i
n

b
lo

o
d
 a

n
d
 t

h
e
ir

 r
e
la

ti
o
n
 t

o
 d

ie
t

a
m

o
n
g
 S

w
e
d
is

h
 a

d
u
lt

s

2
0
1
3

F
o
o
d
 C

h
e
m

T
o
xi

c
o
l.

2
0
1
3
;5

7
:1

6
1
-

9
.

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

血
液

中
の

鉛
、

水
銀

、
カ

ド
ミ

ウ
ム

濃
度

の

状
況

、
及

び
そ

れ
ら

と
食

事
、

生
活

習
慣

と

の
関

連
を

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

報

告
。

R
ik

s
m

a
te

n
 2

0
1
0
-2

0
1
1

2
7
3
人

（
男

性
1
2
8
人

、
女

性
1
4
5

人
）

（
そ

の
う

ち
尿

中
の

カ
ド

ミ

ウ
ム

は
2
6
2
人

分
）

2
0
1
0
-2

0
1
1

連
続

4
日

間
の

食
事

記
録

（
W

e
b
）

食
品

摂
取

頻
度

に
関

す
る

質
問

票

食
事

記
録

で
は

ア
ル

コ
ー

ル
、

野
菜

、
肉

の
摂

取
を

把
握

、
食

品
摂

取
頻

度
に

関

す
る

質
問

票
で

は
、

摂
取

頻
度

が
少

な
い

食
品

（
ジ

ビ
エ

と
魚

の
摂

取
）

に
つ

い

て
尋

ね
た

。

血
中

の
鉛

濃
度

の
中

央
値

（
5
－

9
5
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

）
は

1
3
.4

（
5
.8

-

2
8
.6

）
㎍

/L
、

水
銀

は
1
.1

3
（

0
.3

1
-3

.4
5
）

㎍
/L

、
カ

ド
ミ

ウ
ム

は
0
.1

9

（
0
.0

9
-1

.0
8
）

㎍
/L

で
あ

っ
た

。
３

つ
の

金
属

の
血

中
濃

度
は

年
齢

が
上

が
る

に
つ

れ
て

高
く

な
っ

た
。

鉛
の

血
中

濃
度

は
ジ

ビ
エ

と
ア

ル
コ

ー
ル

摂
取

量
と

有
意

な
正

の
関

連
を

示
し

た
。

水
銀

濃
度

は
魚

の
摂

取
量

と
、

カ
ド

ミ
ウ

ム
濃

度
は

喫
煙

、
貯

蔵
鉄

が
少

な
い

こ
と

、
肉

の
摂

取
量

が
少

な
い

こ
と

と
関

連
し

て
い

た
。

N
o
n
e

3
7

K
a
p
p
e
le

r

R
, 
e
t 

a
l.

M
e
a
t 

c
o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 a

n
d
 d

ie
t

q
u
a
li
ty

 a
n
d
 m

o
rt

a
li
ty

 i
n

N
H

A
N

E
S

 I
II

2
0
1
3

E
u
r 

J 
C

li
n

N
u
tr

.

2
0
1
3
;6

7
(6

):
5
9

8
-6

0
6
.

ア
メ

リ
カ

肉
類

摂
取

量
お

よ
び

H
e
a
lt

h
y 

E
a
ti

n
g

In
d
e
xと

総
死

亡
率

、
が

ん
、

心
血

管
疾

患

（
C

V
D

）
死

亡
率

と
の

関
連

を
評

価
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
報

告
。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

 I
II
)

1
7
6
1
1
人

(男
性

8
2
3
9
人

、
女

性

9
3
7
2
人

)
1
9
8
6
-2

0
1
0

1
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
8
1
食

品
に

関
す

る
定

性
的

F
F

Q

（
過

去
1
か

月
間

）

F
F

Q
か

ら
食

品
の

摂
取

頻
度

を
使

用
、

H
E

I 
s
c
o
re

の
計

算
に

2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
を

使
用

。

追
跡

期
間

中
に

3
6
8
3
人

が
死

亡
し

、
そ

の
う

ち
1
5
5
4
人

が
C

V
D

、
7
9
4
人

が
が

ん
に

よ
る

も
の

で
あ

っ
た

。
多

変
量

解
析

で
は

、
赤

肉
、

加
工

肉
、

お
よ

び
w

h
it

e
 m

e
a
tの

消
費

は
、

全
死

因
死

亡
率

ま
た

は
原

因
別

死
亡

率

と
一

貫
し

て
関

連
し

て
い

な
か

っ
た

。
男

性
で

は
、

w
h
it

e
 m

e
a
tの

消
費

は
総

死
亡

率
と

逆
相

関
す

る
傾

向
が

み
ら

れ
た

（
P

 f
o
r 

tr
e
n
d
=

0
.0

2
）

。

男
性

の
H

E
Iス

コ
ア

の
上

位
3
分

の
1
と

下
位

3
分

の
1
で

は
、

死
亡

率
の

有
意

な
低

下
が

観
察

さ
れ

た
（

H
R

＝
0
.7

0
、

9
5
％

C
I＝

0
.5

2
-0

.9
6
）

。

F
F

Q
で

は
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
を

把
握

し
て

い
な

い
。

2
4
時

間
思

い
出

し
法

が

1
日

の
み

で
あ

る
こ

と
。
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食
事

調
査

著
者

タ
イ

ト
ル

出
版

年
文

献
国

概
要

調
査

名
対

象
者

調
査

期
間

食
事

記
録

や
2
4
時

間
思

い
出

し
法

食
物

摂
取

頻
度

調
査

（
F

F
Q

）
２

つ
の

食
事

調
査

結
果

が
ど

の
よ

う
に

用
い

ら
れ

て
い

る
か

主
な

研
究

結
果

食
事

調
査

法
の

限
界

点

4
5

L
e
e
 M

S
,

e
t 

a
l.

C
h
e
w

in
g
 a

b
il
it

y 
in

 c
o
n
ju

n
c
ti

o
n

w
it

h
 f

o
o
d
 i
n
ta

k
e
 a

n
d
 e

n
e
rg

y

s
ta

tu
s
 i
n
 l
a
te

r 
li
fe

 a
ff

e
ct

s

s
u
rv

iv
a
l 
in

 T
a
iw

a
n
e
se

 w
it

h
 t

h
e

m
e
ta

b
o
li
c
 s

yn
d
ro

m
e

2
0
1
0

J 
A

m
 G

e
ri

a
tr

S
o
c
.

2
0
1
0
;5

8
(6

):
1
0

7
2
-8

0
.

台
湾

高
齢

者
に

お
け

る
咀

嚼
能

力
、

メ
タ

ボ
リ

ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
と

生
存

率
と

の
関

連
を

検

討
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
報

告

E
ld

e
rl

y 
N

u
tr

it
io

n
 a

n
d

H
e
a
lt

h
 S

u
rv

e
y 

in
 T

a
iw

a
n

(N
A

H
S

IT
 1

9
9
9
/2

0
0
0
)

1
,4

1
0
 人

 (
男

性
 7

2
9
 人

、
女

性

6
8
1
 人

)
1
9
9
9
-2

0
0
0

2
4
時

間
思

い
出

し
法

F
F

Q
（

詳
細

に
関

す
る

記
述

な
し

）
2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

食
事

多
様

性
ス

コ
ア

 (
D

D
S

) 
を

計
算

、
咀

嚼
能

力
と

の
関

連
に

は
F

F
Q

に
よ

る
習

慣
的

摂
取

量
を

使
用

追
跡

期
間

中
、

3
6
8
人

の
被

験
者

が
死

亡
し

た
。

死
亡

率
の

年
齢

・
性

別
調

整
ハ

ザ
ー

ド
比

（
H

R
=

1
.4

4
、

9
5
％

信
頼

区
間

（
C

I）
=

1
.1

0
-1

.7
8
、

P
=

.0
0
9
）

は
、

咀
嚼

能
力

が
低

い
(満

足
し

て
い

な
い

）
人

に
有

意
に

高

か
っ

た
。

食
欲

を
さ

ら
に

調
整

す
る

と
有

意
で

は
な

く
な

っ
た

。
食

事
の

多

様
性

、
B

M
I、

健
康

状
態

も
咀

嚼
の

死
亡

率
へ

の
影

響
を

仲
介

す
る

可
能

性

が
示

唆
さ

れ
た

。
咀

嚼
能

力
が

不
十

分
で

M
e
tS

が
あ

る
人

は
、

M
e
tS

が
な

く
咀

嚼
能

力
が

十
分

な
人

よ
り

も
死

亡
リ

ス
ク

が
高

か
っ

た
（

M
e
tS

5
因

子
で

は
H

R
=

1
.6

5
、

9
5
%

C
I=

1
.1

1
-2

.4
6
、

3
因

子
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

関
連

す
る

3
因

子
（

胴
囲

、
高

中
性

脂
肪

、
高

血
糖

）
）

で
は

H
R

=
2
.5

8
、

9
5
%

C
I=

1
.5

8
-4

.2
3
 ）

。

N
o
n
e

4
6

T
e
m

m
e

E
, 
e
t 

a
l.

E
n
e
rg

y 
a
n
d
 m

a
cr

o
n
u
tr

ie
n
t

in
ta

k
e
s 

in
 B

e
lg

iu
m

: 
re

su
lt

s
 f

ro
m

th
e
 f

ir
s
t 

N
a
ti

o
n
a
l 
F

o
o
d

C
o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

2
0
1
0

B
r 

J 
N

u
tr

.

2
0
1
0
;1

0
3
(1

2
):

1
8
2
3
-9

.

ベ
ル

ギ
ー

現
在

の
食

事
か

ら
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

栄
養

素

摂
取

量
、

栄
養

素
の

摂
取

源
と

な
る

食
品

を

評
価

し
、

国
の

食
事

摂
取

基
準

と
比

較
す

る

こ
と

を
目

的
と

し
た

報
告

B
e
lg

ia
n
 N

a
ti

o
n
a
l 
F

o
o
d

C
o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(B
N

F
C

S
)

3
2
4
5
人

（
男

性
1
6
2
3
人

、
女

性

1
6
2
2
人

）
2
0
0
4

非
連

続
2
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
6
0
食

品
に

関
す

る
半

定
量

的
F

F
Q

ど
の

よ
う

に
使

い
分

け
て

い
る

の
か

不
明

総
脂

肪
（

3
7
.9

 E
 %

）
と

S
F
A

（
1
6
.0

 E
 %

）
の

平
均

エ
ネ

ル
ギ

ー
比

率
は

食
事

摂
取

基
準

（
D

R
I）

よ
り

高
か

っ
た

。
総

炭
水

化
物

の
平

均
E

 %

（
4
5
.8

 E
 %

）
は

D
R

Iよ
り

低
く

、
単

糖
類

／
二

糖
類

の
平

均
E

 %
は

2
0
.3

で
あ

っ
た

。
高

年
齢

層
で

は
若

年
層

よ
り

も
総

脂
肪

と
S

F
A

摂
取

量
が

多

く
、

総
炭

水
化

物
と

糖
質

摂
取

量
が

少
な

か
っ

た
。

ス
プ

レ
ッ

ド
と

ベ
ー

キ

ン
グ

フ
ァ

ッ
ト

、
肉

製
品

、
乳

製
品

は
、

総
脂

肪
量

と
飽

和
脂

肪
摂

取
量

の

ほ
ぼ

3
分

の
2
を

占
め

て
い

た
。

。
多

価
不

飽
和

脂
肪

酸
摂

取
に

つ
い

て

は
、

マ
ー

ガ
リ

ン
（

2
3
 %

）
と

マ
ヨ

ネ
ー

ズ
（

2
0
 %

）
が

最
も

重
要

な
供

給
源

で
あ

っ
た

。
魚

は
多

価
不

飽
和

脂
肪

酸
摂

取
量

に
1
-6

％
寄

与
し

て
い

た
。

N
o
n
e

4
7

B
a
il
e
y

R
L

, 
e
t 

a
l.

T
o
ta

l 
fo

la
te

 a
n
d
 f

o
li
c
 a

ci
d

in
ta

k
e
 f

ro
m

 f
o
o
d
s
 a

n
d
 d

ie
ta

ry

s
u
p
p
le

m
e
n
ts

 i
n
 t

h
e
 U

n
it

e
d

S
ta

te
s:

 2
0
0
3
-2

0
0
6

2
0
1
0

A
m

 J
 C

li
n

N
u
tr

.

2
0
1
0
;9

1
(1

):
2
3

1
-7

.

ア
メ

リ
カ

2
4
 時

間
思

い
出

し
法

デ
ー

タ
と

栄
養

補
助

食
品

使
用

に
関

す
る

 3
0
 日

間
の

頻
度

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
の

食
事

性
葉

酸
摂

取
量

の
推

定

値
を

組
み

合
わ

せ
て

、
総

葉
酸

摂
取

量
を

算

出
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
報

告
。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

)

1
1
4
6
2
人

（
男

性
5
9
1
0
人

、
女

性

5
5
5
2
人

）

2
0
0
3
-2

0
0
4
，

2
0
0
5
-2

0
0
6

非
連

続
2
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
法

サ
プ

リ
メ

ン
ト

使
用

（
過

去
3
0
日

間
の

ビ
タ

ミ
ン

、
ミ

ネ
ラ

ル
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

ハ
ー

ブ
、

そ
の

他
の

サ

プ
リ

メ
ン

ト
）

に
関

す
る

F
F

Q

食
事

中
の

葉
酸

摂
取

量
は

2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
か

ら
の

葉

酸
摂

取
量

は
F

F
Q

か
ら

把
握

。

2
0
0
3
年

か
ら

2
0
0
6
年

に
か

け
て

、
米

国
人

口
の

5
3
％

が
栄

養
補

助
食

品
を

利
用

し
、

3
4
.5

％
が

葉
酸

を
含

む
栄

養
補

助
食

品
を

利
用

し
て

い
た

。
総

葉

酸
摂

取
量

（
食

事
性

葉
酸

換
算

）
は

、
男

性
が

女
性

よ
り

も
高

く
、

非
ヒ

ス
パ

ニ
ッ

ク
系

白
人

が
メ

キ
シ

コ
系

ア
メ

リ
カ

人
お

よ
び

非
ヒ

ス
パ

ニ
ッ

ク

系
黒

人
よ

り
も

高
く

、
非

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

系
黒

人
女

性
の

2
9
％

は
摂

取
量

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。
葉

酸
お

よ
び

葉
酸

の
総

摂
取

量
は

5
0
歳

以
上

で
最

も
多

く
、

5
％

が
耐

容
上

限
摂

取
量

を
超

え
て

い
た

。

食
事

摂
取

量
の

推
定

値
は

す
べ

て
個

人

内
変

動
に

対
し

て
調

整
さ

れ
て

お
り

、

こ
れ

ら
の

推
定

値
は

通
常

の
摂

取
量

を

反
映

し
、

任
意

の
2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
日

に
報

告
さ

れ
た

食
品

か
ら

の
栄

養

摂
取

量
に

は
偏

り
が

な
く

、
自

己
申

告

の
サ

プ
リ

メ
ン

ト
摂

取
量

は
真

の
長

期

間
の

サ
プ

リ
メ

ン
ト

摂
取

量
を

反
映

し

て
い

る
と

仮
定

し
て

い
る

こ
と

。
食

品

中
の

葉
酸

の
推

定
値

は
、

分
析

値
よ

り

も
ラ

ベ
ル

の
表

示
に

大
き

く
依

存
し

て

い
る

こ
と

、
栄

養
補

助
食

品
の

葉
酸

含

有
量

も
ラ

ベ
ル

の
値

に
基

づ
い

て
い

る

こ
と

。

4
8

S
im

u
n
a
n
i

e
m

i 
A

M
,

e
t 

a
l.

F
ru

it
 a

n
d
 v

e
g
e
ta

b
le

c
o
n
s
u
m

p
ti

o
n
 c

lo
s
e
 t

o

re
co

m
m

e
n
d
a
ti

o
n
s
. 
A

 p
a
rt

ly

w
e
b
-b

a
se

d
 n

a
ti

o
n
w

id
e
 d

ie
ta

ry

s
u
rv

e
y 

in
 S

w
e
d
is

h
 a

d
u
lt

s

2
0
0
9

F
o
o
d
 N

u
tr

R
e
s
. 
2
0
0
9
;5

3
.

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

人
口

統
計

学
的

因
子

と
身

体
活

動
に

従
っ

て

グ
ル

ー
プ

分
け

し
た

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

の
成

人

に
お

け
る

野
菜

、
果

物
摂

取
状

況
を

調
査

す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
報

告
。

N
o
n
e

1
3
0
4
人

（
男

性
5
7
2
人

、
女

性

7
3
2
人

）
2
0
0
7

1
3
項

目
の

自
記

式
2
4
時

間
思

い
出

し
法

1
2
食

品
に

関
す

る
定

性
的

F
F

Q

（
回

答
選

択
肢

は
8
）

集
団

ベ
ー

ス
の

平
均

摂
取

量
に

つ
い

て
は

2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
を

使
用

、

F
F

Q
は

特
定

の
食

品
に

お
け

る
長

期
間

の
摂

取
頻

度
を

反
映

す
る

も
の

と
し

て
使

用
。

2
4
時

間
思

い
出

し
法

に
基

づ
く

平
均

的
な

野
菜

、
果

物
消

費
量

は
、

推
奨

さ
れ

る
5
ポ

ー
シ

ョ
ン

/日
に

近
か

っ
た

。
女

性
で

は
5
.4

（
9
9
％

C
I 
5
.1

-

5
.6

）
ポ

ー
シ

ョ
ン

／
日

、
男

性
で

は
4
.7

（
4
.4

-5
.0

）
ポ

ー
シ

ョ
ン

／
日

で
あ

っ
た

（
P

<
0
.0

0
1
）

。
ま

た
、

F
F

Q
か

ら
は

、
一

般
的

に
女

性
が

男
性

よ
り

も
多

く
の

野
菜

、
果

物
を

摂
取

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。

野
菜

、
果

物
摂

取
量

は
、

身
体

活
動

量
が

0
.5

時
間

以
下

/週
の

回
答

者
で

最

も
少

な
く

（
P

≦
0
.0

0
1
）

、
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
生

ま
れ

の
男

性
で

も
少

な

か
っ

た
（

P
＝

0
.0

0
6
）

。
野

菜
と

果
物

摂
取

量
は

ほ
ぼ

等
し

く
、

新
鮮

な

野
菜

と
果

物
が

最
も

多
く

摂
取

さ
れ

て
い

た
。

ベ
リ

ー
類

や
調

理
さ

れ
た

野

菜
と

果
物

の
摂

取
は

比
較

的
少

な
か

っ
た

。

m
ix

e
d
 d

is
h
e
sに

関
す

る
質

問
は

自
由

記
述

の
も

の
１

問
の

み
で

あ
っ

た
た

め
、

実
際

の
摂

取
量

よ
り

過
少

申
告

に

な
っ

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

4
9

F
ra

se
r

A
J,

 e
t 

a
l.

D
ie

t 
c
o
n
tr

ib
u
te

s 
s
ig

n
if

ic
a
n
tl

y 
to

th
e
 b

o
d
y 

b
u
rd

e
n
 o

f 
P

B
D

E
s
 i
n

th
e
 g

e
n
e
ra

l 
U

.S
. 
p
o
p
u
la

ti
o
n

2
0
0
9

E
n
vi

ro
n

H
e
a
lt

h

P
e
rs

p
e
ct

.

2
0
0
9
;1

1
7
(1

0
):

1
5
2
0
-5

.

ア
メ

リ
カ

ポ
リ

臭
素

化
ジ

フ
ェ

ニ
ル

 エ
ー

テ
ル

(P
B

D
E

s
) 

の
血

清
レ

ベ
ル

と
食

物
摂

取
量

を

関
連

付
け

る
こ

と
に

よ
り

、
P

B
D

E
 の

体
へ

の
負

担
に

対
す

る
食

事
の

寄
与

を
評

価
す

る

こ
と

を
目

的
と

し
た

報
告

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

)

P
B

D
E

デ
ー

タ
が

あ
る

人
2
3
3
7

人
、

2
4
時

間
思

い
出

し
法

デ
ー

タ

が
あ

る
人

1
9
7
1
人

、
F

F
Q

デ
ー

タ

が
あ

る
人

1
5
3
6
人

2
0
0
3
-2

0
0
4

非
連

続
2
日

間
の

2
4
時

間
の

思
い

出
し

法
2
1
6
食

品
に

関
す

る
定

性
的

F
F

Q

（
回

答
選

択
肢

は
8
）

食
品

摂
取

量
や

栄
養

素
摂

取
量

の
絶

対
値

の
推

定
に

は
2
4
時

間
思

い
出

し
法

、
長

期
間

に
わ

た
る

平
均

摂
取

状
況

に
は

F
F

Q
の

結
果

を
使

用
。

ベ
ジ

タ
リ

ア
ン

の
∑

P
B

D
E

血
清

濃
度

は
、

2
4
時

間
思

い
出

し
法

と
1
年

間

の
F

F
Q

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
非

ベ
ジ

タ
リ

ア
ン

よ
り

2
3
%

（
p
=

0
.0

0
6
）

と
2
7
%

（
p
=

0
.0

0
9
）

低
か

っ
た

。
5
種

類
の

P
B

D
E

同
位

体
の

血
清

濃
度

は
、

鶏
肉

の
脂

肪
の

消
費

量
と

関
連

し
て

い
た

。
鶏

肉
の

脂
肪

摂
取

量
が

低

い
、

中
程

度
、

高
い

人
の

平
均

∑
P

B
D

E
濃

度
は

、
そ

れ
ぞ

れ
4
0
.6

、

4
1
.9

、
4
8
.3

 n
g
/g

で
あ

っ
た

（
p
=

0
.0

0
0
5
）

。
赤

身
肉

の
脂

肪
に

つ
い

て

も
同

様
の

傾
向

が
認

め
ら

れ
、

B
D

E
-1

0
0
と

B
D

E
-1

5
3
で

統
計

的
に

有
意

で
あ

っ
た

。
血

清
中

の
P

B
D

E
s
と

乳
製

品
や

魚
の

消
費

量
と

の
関

連
は

認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

結
果

は
、

ど
ち

ら
の

食
事

指
標

で
も

同
様

で
あ

っ
た

が
、

2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
を

用
い

た
方

が
よ

り
頑

健
で

あ
っ

た
。

2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
は

参
加

者

の
通

常
の

食
事

を
完

全
に

反
映

す
る

わ

け
で

は
な

い
こ

と
。

5
0

d
e
 B

o
e
r

IH
, 
e
t 

a
l.

S
e
ru

m
 p

h
o
s
p
h
o
ru

s

c
o
n
c
e
n
tr

a
ti

o
n
s
 i
n
 t

h
e
 t

h
ir

d

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

II
I)

2
0
0
9

A
m

 J
 K

id
n
e
y

D
is

.

2
0
0
9
;5

3
(3

):
3
9

9
-4

0
7
.

ア
メ

リ
カ

全
国

コ
ホ

ー
ト

に
お

い
て

、
栄

養
お

よ
び

心

血
管

疾
患

危
険

因
子

と
循

環
血

清
リ

ン
濃

度

（
c
ir

c
u
la

ti
n
g
 s

e
ru

m
 p

h
o
s
p
h
o
ru

s

c
o
n
c
e
n
tr

a
ti

o
n
s
）

と
の

関
係

を
検

討
す

る

こ
と

を
目

的
と

し
た

報
告

。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

 I
II
)

1
5
,5

1
3
人

。
2
回

血
清

リ
ン

を
測

定
し

た
の

は
1
8
7
8
人

。
1
1
7
9
人

が
2
4
時

間
思

い
出

し
法

に
回

答
し

た
。

1
9
8
8
-1

9
9
4

非
連

続
2
日

間
の

2
4
時

間
の

思
い

出
し

法
過

去
1
か

月
の

食
事

に
関

す
る

F
F

Q

2
4
時

間
思

い
出

し
法

か
ら

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

栄
養

素
、

リ
ン

、
ア

ル
コ

ー
ル

摂
取

量

を
評

価
。

F
F

Q
か

ら
牛

乳
、

ヨ
ー

グ
ル

ト
、

フ
ロ

ー
ズ

ン
ヨ

ー
グ

ル
ト

、
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

、
ア

イ
ス

ミ
ル

ク
、

ミ
ル

ク
セ

ー
キ

、
チ

ー
ズ

（
全

種
類

）
、

牛
肉

、

豚
肉

お
よ

び
ハ

ム
、

レ
バ

ー
お

よ
び

そ
の

他
の

内
臓

肉
、

ベ
ー

コ
ン

、
ソ

ー
セ

ー

ジ
お

よ
び

ラ
ン

チ
ョ

ン
ミ

ー
ト

、
あ

ら
ゆ

る
種

類
の

鶏
肉

、
魚

、
エ

ビ
、

ア
サ

リ
、

カ
キ

、
カ

ニ
、

ロ
ブ

ス
タ

ー
の

摂
取

を
把

握
。

平
均

血
清

リ
ン

濃
度

は
、

女
性

（
男

性
に

対
し

て
+

0
.1

6
 m

g
/d

L
、

P
 <

0
.0

0
1
）

、
非

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

系
黒

人
お

よ
び

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

系
人

種
/民

族
（

非
ヒ

ス
パ

ニ
ッ

ク
系

白
人

に
対

し
て

そ
れ

ぞ
れ

+
0
.0

6
お

よ
び

+
0
.0

7

m
g
/d

L
、

P
 <

 0
.0

0
1
）

で
、

有
意

に
高

か
っ

た
。

推
定

G
F

R
が

6
0

m
L

/m
in

/1
.7

3
 m

2
以

上
の

被
験

者
で

は
、

肉
類

（
特

に
牛

肉
）

お
よ

び
乳

製
品

の
摂

取
が

多
い

ほ
ど

、
血

清
リ

ン
濃

度
が

有
意

に
高

か
っ

た
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の

差
は

わ
ず

か
で

あ
っ

た
。

血
清

リ
ン

濃
度

が
高

い
ほ

ど
、

フ

ラ
ミ

ン
ガ

ム
冠

動
脈

心
疾

患
リ

ス
ク

ス
コ

ア
の

計
算

値
が

低
か

っ
た

。

ti
m

e
 o

f 
d
a
y、

空
腹

状
況

、
人

口
統

計
学

的
変

数
、

食
事

変
数

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
た

ん
ぱ

く
質

、
炭

水
化

物
、

総
脂

質
、

リ
ン

、
ア

ル
コ

ー
ル

、
乳

製

品
、

肉
類

、
魚

介
類

）
、

心
血

管
系

変
数

（
糖

尿
病

、
高

血
圧

、
高

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
血

症
、

喫
煙

、
B

M
I、

C
反

応
性

た
ん

ぱ
く

、
ア

ル
ブ

ミ
ン

尿
）

、
腎

臓
機

能
変

数
を

総
合

す
る

と
、

循
環

血
清

リ
ン

濃
度

の
変

動
の

わ

ず
か

1
2
％

し
か

説
明

で
き

な
か

っ
た

。

食
事

調
査

は
不

正
確

で
あ

る
こ

と
。
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食
事

調
査

著
者

タ
イ

ト
ル

出
版

年
文

献
国

概
要

調
査

名
対

象
者

調
査

期
間

食
事

記
録

や
2
4
時

間
思

い
出

し
法

食
物

摂
取

頻
度

調
査

（
F

F
Q

）
２

つ
の

食
事

調
査

結
果

が
ど

の
よ

う
に

用
い

ら
れ

て
い

る
か

主
な

研
究

結
果

食
事

調
査

法
の

限
界

点

5
1

V
a
n
d
e
vi

j

ve
re

 S
,

e
t 

a
l.

T
h
e
 g

a
p
 b

e
tw

e
e
n
 f

o
o
d
-b

a
se

d

d
ie

ta
ry

 g
u
id

e
li
n
e
s 

a
n
d
 u

su
a
l

fo
o
d
 c

o
n
su

m
p
ti

o
n
 i
n
 B

e
lg

iu
m

,

2
0
0
4

2
0
0
9

P
u
b
li
c 

H
e
a
lt

h

N
u
tr

.

2
0
0
9
;1

2
(3

):
4
2

3
-3

1
.

ベ
ル

ギ
ー

ベ
ル

ギ
ー

に
お

い
て

、
食

品
ベ

ー
ス

の
食

事

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 (
F

B
D

G
) 

と
通

常
の

食
品

摂

取
量

と
を

比
較

し
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
満

た

す
人

の
割

合
を

評
価

す
る

こ
と

を
目

的
と

し

た
報

告

B
e
lg

ia
n
 N

a
ti

o
n
a
l 
F

o
o
d

C
o
n
su

m
p
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(B
N

F
C

S
)

3
2
4
5
が

食
事

調
査

に
回

答
2
0
0
4

非
連

続
2
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
法

F
F

Q
特

定
の

食
品

を
日

常
的

に
摂

取
し

て
い

る
人

の
割

合
を

評
価

す
る

た
め

に
F

F
Q

を

使
用

。

食
品

摂
取

量
は

推
奨

値
か

ら
大

き
く

乖
離

し
て

い
た

。
特

に
、

果
物

（
1
1
8

g
/d

）
と

野
菜

（
1
3
8
 g

/d
）

の
摂

取
、

乳
製

品
と

C
a
強

化
大

豆
製

品

（
1
5
9
 g

/d
）

の
摂

取
は

不
十

分
で

あ
っ

た
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
密

度
が

高
く

、

栄
養

価
の

低
い

食
品

（
ソ

フ
ト

ド
リ

ン
ク

、
ア

ル
コ

ー
ル

、
ス

ナ
ッ

ク
菓

子
）

の
摂

取
は

過
剰

で
あ

っ
た

（
4
8
1
g
/d

）
。

年
齢

と
性

別
で

違
い

が
見

ら
れ

、
最

も
若

い
年

齢
層

で
は

、
果

物
、

野
菜

、
sp

re
a
d
a
b
le

 f
a
ts

の
消

費
が

最
も

少
な

く
、

乳
製

品
、

で
ん

ぷ
ん

が
多

く
エ

ネ
ル

ギ
ー

密
度

の
高

い

栄
養

価
の

低
い

食
品

の
消

費
は

最
も

多
か

っ
た

。
男

性
は

女
性

よ
り

も
動

物
性

食
品

と
で

ん
ぷ

ん
の

多
い

食
品

を
多

く
摂

取
し

、
女

性
は

果
物

を
多

く
摂

取
し

て
い

た
。

教
育

レ
ベ

ル
に

よ
る

差
は

わ
ず

か
で

あ
っ

た
。

N
o
n
e

5
2

Y
u
 K

H
,

e
t 

a
l.

D
ie

ta
ry

 f
a
ct

o
rs

 a
ss

o
ci

a
te

d
 w

it
h

h
yp

e
ru

ri
ce

m
ia

 i
n
 a

d
u
lt

s
2
0
0
8

S
e
m

in

A
rt

h
ri

ti
s

R
h
e
u
m

.

2
0
0
8
;3

7
(4

):
2
4

3
-5

0
.

台
湾

成
人

の
高

尿
酸

血
症

と
関

わ
る

食
事

要
因

に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た

報
告

。

N
u
tr

it
io

n
 a

n
d
 H

e
a
lt

h

S
u
rv

e
y 

in
 T

a
iw

a
n

（
N

A
H

S
IT

）

2
1
7
6
人

（
男

性
9
8
7
人

、
女

性

1
1
8
9
人

）
1
9
9
3
-1

9
9
6

2
4
時

間
思

い
出

し

4
6
食

品
に

関
す

る
定

性
的

F
F

Q
、

ア
ル

コ
―

ル
摂

取
に

つ
い

て
は

別

の
半

定
量

的
F

F
Q

そ
れ

ぞ
れ

の
食

事
調

査
法

の
結

果
か

ら
算

出
し

た
食

品
摂

取
量

と
高

尿
酸

血
症

と

の
関

連
を

検
討

。

平
均

血
清

尿
酸

値
は

、
男

性
で

6
.8

1
 +

/-
 1

.6
6
 m

g
/d

L
 (

ra
n
g
e
, 
2
.5

-

1
6
.8

 m
g
/d

L
) 

、
女

性
で

5
.4

7
 +

/-
 1

.5
5
 m

g
/d

L
 (

ra
n
g
e
, 
1
.4

-1
1
.5

m
g
/d

L
) 

で
あ

っ
た

。
多

重
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

分
析

に
よ

り
、

年
齢

、

総
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
、

B
M

I、
地

域
を

調
整

し
た

後
、

F
F

Q
お

よ
び

2
4
時

間
思

い
出

し
法

で
の

ビ
ー

ル
摂

取
量

は
、

男
性

に
お

い
て

高
尿

酸
血

症
と

有

意
に

関
連

す
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。
F

F
Q

で
は

、
ビ

ー
ル

を
飲

ま
な

い
男

性
に

比
べ

、
1
日

0
.1

～
1
1
.6

g
の

エ
タ

ノ
ー

ル
（

標
準

的
な

1
杯

未
満

）
を

飲

む
男

性
で

は
調

整
オ

ッ
ズ

比
は

1
.4

9
、

1
日

1
1
.7

g
以

上
の

エ
タ

ノ
ー

ル
（

標

準
的

な
1
杯

以
上

）
を

飲
む

男
性

で
は

1
.5

6
だ

っ
た

（
P

 =
 0

.0
3
5
）

。
2
4

時
間

思
い

出
し

法
で

は
、

ビ
ー

ル
を

飲
ま

な
い

男
性

と
比

較
し

て
、

毎
日

5

缶
未

満
の

ビ
ー

ル
を

飲
む

男
性

の
調

整
オ

ッ
ズ

比
は

1
.1

3
、

毎
日

5
缶

以
上

飲
む

男
性

の
調

整
オ

ッ
ズ

比
は

1
.2

8
で

あ
っ

た
（

P
 =

 0
.0

0
3
）

。

食
品

中
の

プ
リ

ン
含

有
量

は
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

な
か

っ
た

た
め

、
本

研
究

で

は
、

食
事

と
高

尿
酸

血
症

と
の

直
接

的

な
関

連
を

検
討

し
て

い
る

わ
け

で
は

な

い
こ

と
。

5
3

L
a
ro

ch
e

H
H

, 
e
t 

a
l.

A
d
u
lt

 f
a
t 

in
ta

k
e
 a

ss
o
ci

a
te

d
 w

it
h

th
e
 p

re
se

n
ce

 o
f 

ch
il
d
re

n
 i
n

h
o
u
se

h
o
ld

s:
 f

in
d
in

g
s 

fr
o
m

N
H

A
N

E
S

 I
II

2
0
0
7

J 
A

m
 B

o
a
rd

F
a
m

 M
e
d
.

2
0
0
7
;2

0
(1

):
9
-

1
5
.

ア
メ

リ
カ

家
庭

内
に

未
成

年
の

子
供

が
い

る
成

人
と

い

な
い

成
人

の
脂

肪
摂

取
量

を
比

較
す

る
こ

と

を
目

的
と

し
た

報
告

。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

II
I 
(N

H
A

N
E

S
 I
II
)

6
6
6
0
人

（
女

性
5
2
％

）
1
9
8
8
-1

9
9
4

1
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

1
か

月
間

の
食

事
に

関
す

る
6
0

食
品

の
定

性
的

F
F

Q

栄
養

素
摂

取
量

の
算

出
に

は
2
4
時

間
思

い
出

し
法

、
特

定
の

食
品

の
摂

取
頻

度
に

つ
い

て
は

F
F

Q
を

使
用

家
庭

内
に

子
供

が
い

る
こ

と
は

、
成

人
の

調
整

総
脂

肪
消

費
量

（
4
.9

 g
/2

4

時
間

 [
9
5
%

 C
I:
 0

.8
, 
9
.1

] 
）

お
よ

び
調

整
飽

和
脂

肪
消

費
量

（
1
.7

 g
/2

4

時
間

 [
0
.3

, 
3
.3

] 
）

が
高

い
こ

と
と

有
意

に
関

連
し

て
い

た
。

子
供

の
い

る

成
人

は
、

子
供

の
い

な
い

成
人

と
比

較
し

て
、

塩
辛

い
ス

ナ
ッ

ク
、

ピ
ザ

、

チ
ー

ズ
、

牛
肉

、
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

、
ケ

ー
キ

/ク
ッ

キ
ー

、
ベ

ー
コ

ン
/

ソ
ー

セ
ー

ジ
/加

工
肉

、
ピ

ー
ナ

ッ
ツ

な
ど

、
多

く
の

高
脂

肪
食

品
を

よ
り

頻
繁

に
食

べ
て

い
た

。

2
4
時

間
思

い
出

し
法

が
1
日

の
み

で
あ

る
こ

と
、

F
F

Q
の

項
目

が
限

ら
れ

て
い

る
こ

と
、

食
品

群
に

よ
っ

て
は

脂
肪

含

量
が

様
々

な
食

品
が

含
ま

れ
て

い
る

こ

と
。

5
4

L
a
b
a
d
a
ri

o
s 

D
, 
e
t

a
l.

T
h
e
 N

a
ti

o
n
a
l 
F

o
o
d

C
o
n
su

m
p
ti

o
n
 S

u
rv

e
y 

(N
F

C
S

):

S
o
u
th

 A
fr

ic
a
, 
1
9
9
9

2
0
0
5

P
u
b
li
c 

H
e
a
lt

h

N
u
tr

.

2
0
0
5
;8

(5
):

5
3
3

-4
3
.

南
ア

フ
リ

カ
共

和
国

1
-9

歳
児

に
お

け
る

栄
養

摂
取

量
と

身
体

状

況
、

食
事

摂
取

に
影

響
を

与
え

る
要

因
に

つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

報
告

。

N
a
ti

o
n
a
l 
F

o
o
d

C
o
n
su

m
p
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(N
F

C
S

)

3
1
2
0
人

1
9
9
9

３
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

６
か

月
の

食
事

に
関

す
る

半

定
量

F
F

Q
（

２
歳

以
上

お
よ

び
1
2
-

2
3
か

月
の

子
ど

も
）

2
4
時

間
思

い
出

し
法

は
F

F
Q

の
妥

当
性

の
検

討
に

も
使

わ
れ

て
い

る
。

F
F

Q
か

ら

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
栄

養
素

摂
取

量
が

用
い

ら
れ

、
食

品
の

摂
取

状
況

の
表

に
は

2
4

時
間

思
い

出
し

法
と

F
F

Q
か

ら
の

結
果

が
示

さ
れ

て
い

る
。

国
レ

ベ
ル

で
は

、
発

育
阻

害
（

年
齢

に
対

す
る

身
長

が
基

準
中

央
値

か
ら

-

2
S

D
未

満
）

が
圧

倒
的

に
多

く
、

ほ
ぼ

5
人

に
1
人

の
子

ど
も

が
影

響
を

受
け

て
い

た
。

最
も

影
響

が
少

な
か

っ
た

の
は

都
市

部
に

住
む

子
ど

も

（
1
7
％

）
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

後
者

に
関

し
て

も
、

都
市

部
の

in
fo

rm
a
l

な
場

所
に

住
む

子
ど

も
（

2
0
％

）
は

、
都

市
部

の
fo

rm
a
lな

場
所

に
住

む

子
ど

も
（

1
6
％

）
と

比
べ

て
、

よ
り

深
刻

な
影

響
を

受
け

て
い

た
。

低
体

重
（

年
齢

に
対

す
る

体
重

が
-2

S
D

未
満

）
の

割
合

に
つ

い
て

も
同

様
の

パ

タ
ー

ン
が

見
ら

れ
、

国
レ

ベ
ル

で
1
0
人

に
1
人

の
子

ど
も

が
影

響
を

受
け

て

い
た

。
さ

ら
に

、
1
～

3
歳

の
子

ど
も

の
1
0
人

に
1
人

（
1
3
％

）
と

4
人

に
1
人

（
2
6
％

）
は

、
そ

れ
ぞ

れ
1
日

に
必

要
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
摂

取
量

の
半

分
以

下
、

3
分

の
2
以

下
で

あ
っ

た
。

南
ア

フ
リ

カ
の

子
ど

も
全

体
で

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

カ
ル

シ
ウ

ム
、

鉄
、

亜
鉛

、
セ

レ
ン

、
ビ

タ
ミ

ン
A

、
D

、
C

、

E
、

リ
ボ

フ
ラ

ビ
ン

、
ナ

イ
ア

シ
ン

、
ビ

タ
ミ

ン
B

6
、

葉
酸

の
摂

取
量

が

R
D

A
の

3
分

の
2
を

下
回

っ
て

い
た

。
全

国
レ

ベ
ル

で
は

、
2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
デ

ー
タ

か
ら

、
最

も
よ

く
消

費
さ

れ
て

い
る

食
品

は
、

ト
ウ

モ
ロ

コ

シ
、

砂
糖

、
紅

茶
、

全
乳

、
ブ

ラ
ウ

ン
ブ

レ
ッ

ド
で

あ
っ

た
。

南
ア

フ
リ

カ

の
子

ど
も

全
体

で
は

、
2
世

帯
に

1
世

帯
（

5
2
％

）
が

空
腹

を
経

験
し

、
4
世

帯
に

1
世

帯
（

2
3
％

）
が

飢
餓

の
危

機
に

あ
り

、
4
世

帯
に

1
世

帯
（

2
5
％

）

だ
け

が
食

料
が

確
保

さ
れ

て
い

た
。

N
o
n
e

5
5

A
n
d
e
rs

e

n
 L

F
, 
e
t

a
l.

V
a
li
d
a
ti

o
n
 o

f 
a
 s

e
m

i-

q
u
a
n
ti

ta
ti

ve
 f

o
o
d
-f

re
q
u
e
n
cy

q
u
e
st

io
n
n
a
ir

e
 u

se
d
 a

m
o
n
g
 1

2
-

m
o
n
th

-o
ld

 N
o
rw

e
g
ia

n
 i
n
fa

n
ts

2
0
0
3

E
u
r 

J 
C

li
n

N
u
tr

. 
2
0
0
3

A
u
g
;5

7
(8

):
8
8
1

-8
. 
d
o
i:

1
0
.1

0
3
8
/s

j.
e
jc

n
.1

6
0
1
6
2
1
.

ノ
ル

ウ
ェ

ー

1
2
か

月
の

ノ
ル

ウ
ェ

ー
の

子
ど

も
の

食
事

を

調
査

す
る

S
F

F
Q

の
妥

当
性

を
検

討
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
報

告
。

N
o
n
e

6
4
人

の
1
2
か

月
児

（
男

児
2
6

人
、

女
児

3
7
人

）
1
9
9
9

7
日

間
（

連
続

4
日

間
、

1
週

間
間

を
あ

け

て
連

続
3
日

間
の

秤
量

記
録

法

過
去

1
4
日

間
に

お
け

る
4
4
食

品
の

半
定

量
S

F
F

Q
＋

そ
の

他
の

F
o
o
d

h
a
b
it

s

秤
量

記
録

は
妥

当
性

の
検

討
の

た
め

に
用

い
ら

れ
た

。

S
F

F
Q

は
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
を

2
5
％

過
大

評
価

し
、

カ
ル

シ
ウ

ム
を

除
く

す
べ

て
の

栄
養

素
に

つ
い

て
、

食
事

記
録

と
比

較
し

て
有

意
に

高
い

値
で

あ
っ

た
。

栄
養

密
度

を
比

較
す

る
と

、
手

法
間

の
有

意
差

の
多

く
は

消
失

し

た
。

食
事

記
録

と
S

F
F

Q
に

よ
る

栄
養

摂
取

量
の

ス
ピ

ア
マ

ン
相

関
係

数

は
、

ビ
タ

ミ
ン

D
で

0
.1

8
、

多
価

不
飽

和
脂

肪
酸

摂
取

量
で

0
.7

2
で

あ
っ

た

（
中

央
値

r=
0
.5

0
）

。
平

均
し

て
、

2
つ

の
方

法
で

同
じ

四
分

位
に

分
類

さ

れ
た

乳
児

は
3
8
％

、
逆

の
四

分
位

は
3
％

で
あ

っ
た

。
食

品
の

相
関

は
、

加

糖
飲

料
の

0
.2

8
か

ら
市

販
の

お
粥

の
0
.8

3
ま

で
様

々
で

あ
っ

た
（

中
央

値

r=
0
.6

2
）

。

S
F

F
Q

の
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
が

幼
児

の
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
に

合
っ

て
い

な

い
可

能
性

。

5
6

N
e
ls

o
n

K
M

, 
e
t

a
l.

D
ie

t 
a
n
d
 e

xe
rc

is
e
 a

m
o
n
g
 a

d
u
lt

s

w
it

h
 t

yp
e
 2

 d
ia

b
e
te

s:
 f

in
d
in

g
s

fr
o
m

 t
h
e
 t

h
ir

d
 n

a
ti

o
n
a
l 
h
e
a
lt

h

a
n
d
 n

u
tr

it
io

n
 e

xa
m

in
a
ti

o
n

su
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

 I
II
)

2
0
0
2

D
ia

b
e
te

s

C
a
re

.

2
0
0
2
;2

5
(1

0
):

1

7
2
2
-8

.

ア
メ

リ
カ

2
型

糖
尿

病
を

持
つ

全
国

の
成

人
代

表
サ

ン

プ
ル

に
お

け
る

食
事

と
運

動
の

実
態

を
明

ら

か
に

し
、

社
会

経
済

的
要

因
と

の
関

連
に

つ

い
て

も
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た

報
告

。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

 I
II
)

1
4
8
0
人

（
男

性
6
4
0
人

、
女

性

8
4
0
人

）
の

2
型

糖
尿

病
者

。
H

b
A

１
c値

は
1
2
5
3
人

か
ら

入
手

し

た
。

1
9
8
8
-1

9
9
4

2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

1
か

月
間

に
摂

取
し

た
食

品
の

摂
取

頻
度

に
関

す
る

F
F

Q

総
脂

肪
と

飽
和

脂
肪

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

比
は

、
2
4
時

間
の

思
い

出
し

法
か

ら
推

定
、

F
F

Q
か

ら
1
日

の
果

物
・

野
菜

摂
取

量
の

複
合

変
数

を
作

成
。

2
型

糖
尿

病
患

者
の

う
ち

、
3
1
％

が
定

期
的

な
身

体
活

動
を

行
わ

ず
、

さ
ら

に
3
8
％

が
推

奨
レ

ベ
ル

以
下

の
身

体
活

動
し

か
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

回

答
者

の
6
2
％

が
果

物
と

野
菜

の
1
日

あ
た

り
の

摂
取

量
が

5
サ

ー
ビ

ン
グ

未

満
で

あ
っ

た
。

回
答

者
の

ほ
ぼ

3
分

の
2
が

、
脂

肪
エ

ネ
ル

ギ
ー

比
が

3
0
％

を
超

え
、

飽
和

脂
肪

酸
エ

ネ
ル

ギ
ー

比
が

1
0
％

を
超

え
て

い
た

。
メ

キ
シ

コ
系

ア
メ

リ
カ

人
と

6
5
歳

以
上

の
人

は
、

多
く

の
野

菜
と

果
物

を
食

べ
、

脂
肪

エ
ネ

ル
ギ

ー
比

が
低

か
っ

た
。

低
所

得
と

年
齢

の
増

加
は

、
身

体
的

不

活
動

と
関

連
し

て
い

た
。

回
答

者
の

3
6
％

が
過

体
重

で
、

4
6
％

が
肥

満
で

あ
っ

た
。

F
F

Q
、

2
4
時

間
思

い
出

し
法

が
自

己
申

告
で

あ
る

こ
と
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食
事

調
査

著
者

タ
イ

ト
ル

出
版

年
文

献
国

概
要

調
査

名
対

象
者

調
査

期
間

食
事

記
録

や
2
4
時

間
思

い
出

し
法

食
物

摂
取

頻
度

調
査

（
F

F
Q

）
２

つ
の

食
事

調
査

結
果

が
ど

の
よ

う
に

用
い

ら
れ

て
い

る
か

主
な

研
究

結
果

食
事

調
査

法
の

限
界

点

5
7

H
e
ll
e
r

K
E

, 
e
t 

a
l.

S
u
g
a
re

d
 s

o
d
a
 c

o
n
su

m
p
ti

o
n
 a

n
d

d
e
n
ta

l 
ca

ri
e
s 

in
 t

h
e
 U

n
it

e
d

S
ta

te
s

2
0
0
1

J 
D

e
n
t 

R
e
s.

2
0
0
1
;8

0
(1

0
):

1

9
4
9
-5

3
.

ア
メ

リ
カ

1
9
8
8
-1

9
4
4
年

に
お

け
る

米
国

で
の

炭
酸

飲

料
摂

取
と

虫
歯

と
の

関
連

を
検

討
す

る
こ

と

を
目

的
と

し
た

報
告

。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

II
I 
(N

H
A

N
E

S
 I
II
)

歯
の

状
態

に
つ

い
て

は
3
0
8
1
8

人
、

F
F

Q
に

つ
い

て
は

1
9
6
6
8

人
、

2
4
時

間
思

い
出

し
法

に
つ

い

て
は

2
9
1
0
3
人

の
デ

ー
タ

あ
り

1
9
8
8
-1

9
4
4

1
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

1
か

月
の

食
品

の
摂

取
頻

度
に

関
す

る
F

F
Q

（
1
2
歳

以
上

）
→

1
日

当
た

り
の

摂
取

頻
度

に
換

算

F
F

Q
（

1
2
歳

以
上

の
み

）
か

ら
炭

酸
飲

料
の

摂
取

頻
度

、
2
4
時

間
思

い
出

し
法

か

ら
炭

酸
飲

料
の

摂
取

頻
度

と
摂

取
量

を
推

定
。

2
5
歳

以
上

で
D

M
F

S
と

炭
酸

飲
料

摂
取

と
の

有
意

な
関

連
が

見
ら

れ
た

。

2
5
歳

未
満

及
び

1
2
歳

以
下

の
子

ど
で

は
炭

酸
飲

料
摂

取
に

よ
る

d
fs

に
有

意

差
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

F
F

Q
は

過
去

1
か

月
間

の
食

事
の

記
憶

と
そ

の
表

現
に

左
右

さ
れ

る
こ

と
、

F
F

Q
で

は
量

的
な

デ
ー

タ
は

調
査

し
て

い
な

い
こ

と
、

2
4
時

間
思

い
出

し
法

は

1
日

の
み

の
調

査
で

あ
っ

た
こ

と
、

リ

コ
ー

ル
バ

イ
ア

ス
（

不
健

康
な

食
事

を

過
小

申
告

し
た

）
の

可
能

性
が

あ
る

こ

と

5
8

S
m

it
 E

,

e
t 

a
l.

D
ie

ta
ry

 i
n
ta

k
e
 a

n
d
 n

u
tr

it
io

n
a
l

st
a
tu

s 
o
f 

U
S

 a
d
u
lt

 m
a
ri

ju
a
n
a

u
se

rs
: 
re

su
lt

s 
fr

o
m

 t
h
e
 T

h
ir

d

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

2
0
0
1

P
u
b
li
c 

H
e
a
lt

h

N
u
tr

.

2
0
0
1
;4

(3
):

7
8
1

-6
.

ア
メ

リ
カ

2
0
－

5
9
歳

の
大

麻
利

用
者

と
非

利
用

者
の

食

事
の

摂
取

状
況

と
栄

養
状

態
を

評
価

す
る

こ

と
を

目
的

と
し

た
報

告
。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

 I
II
)

2
0
－

5
9
歳

の
1
0
6
2
3
人

1
9
8
8
-1

9
4
4

1
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
法

過
去

1
か

月
の

食
品

の
摂

取
頻

度
に

関
す

る
定

性
的

F
F

Q

栄
養

素
摂

取
量

に
つ

い
て

は
2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
を

使
用

。
食

品
（

群
）

別
摂

取
頻

度
に

つ
い

て
は

F
F

Q
の

結
果

を
使

用
。

対
象

者
の

う
ち

4
5
％

の
人

が
こ

れ
ま

で
大

麻
を

使
用

し
た

こ
と

が
あ

り
、

8
.7

％
の

人
が

過
去

1
か

月
の

間
に

大
麻

を
使

用
し

た
と

回
答

し
た

。
大

麻
を

現
在

使
用

し
て

い
る

人
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

栄
養

素
摂

取
量

が
非

使
用

者
よ

り

多
か

っ
た

が
B

M
Iは

や
や

少
な

か
っ

た
。

マ
リ

フ
ァ

ナ
使

用
者

は
炭

酸
飲

料
、

お
酒

（
特

に
ビ

ー
ル

）
、

ナ
ト

リ
ウ

ム
、

豚
肉

、
チ

ー
ズ

、
ス

ナ
ッ

ク

菓
子

の
摂

取
量

が
非

使
用

者
よ

り
多

く
、

果
物

摂
取

量
は

少
な

か
っ

た
。

血
清

中
の

栄
養

素
、

ア
ル

ブ
ミ

ン
、

ヘ
マ

ト
ク

リ
ッ

ト
、

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

は

違
い

は
少

な
か

っ
た

が
、

使
用

者
で

は
多

く
の

血
清

カ
ロ

テ
ノ

イ
ド

項
目

の

値
が

非
使

用
者

よ
り

低
か

っ
た

。

2
4
時

間
思

い
出

し
法

が
1
日

間
の

み
で

あ
る

こ
と

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
の

摂
取

量

に
つ

い
て

尋
ね

て
い

な
い

こ
と

、
F

F
Q

で
は

ポ
ー

シ
ョ

ン
サ

イ
ズ

を
評

価
し

て

い
な

い
こ

と
。

5
9

S
o
n
g

W
O

, 
e
t

a
l.

N
u
tr

it
io

n
a
l 
co

n
tr

ib
u
ti

o
n
 o

f 
e
g
g
s

to
 A

m
e
ri

ca
n
 d

ie
ts

2
0
0
0

J 
A

m
 C

o
ll

N
u
tr

.

2
0
0
0
;1

9
(5

S
u
p
p
l)

:5
5
6
S

-

5
6
2
S

.

ア
メ

リ
カ

ア
メ

リ
カ

人
の

卵
摂

取
者

と
非

卵
摂

取
者

に

お
け

る
栄

養
素

摂
取

量
を

比
較

す
る

こ
と

、

卵
摂

取
量

と
血

清
総

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
値

と

の
関

連
を

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

報

告
。

N
a
ti

o
n
a
l 
H

e
a
lt

h
 a

n
d

N
u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a
ti

o
n

S
u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

 I
II
)

2
7
3
7
8
人

（
男

性
1
3
3
2
1
人

、
女

性
1
4
0
5
7
人

）
1
9
8
8
-1

9
4
4

1
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し
F

F
Q

栄
養

素
摂

取
量

に
つ

い
て

は
2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
を

使
用

。
卵

の
摂

取
頻

度
に

つ
い

て
は

F
F

Q
の

結
果

を
使

用
し

、
血

清
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

値
と

の
関

連
を

検
討

し
た

。

約
2
割

の
人

が
2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
食

事
調

査
で

卵
を

食
べ

て
い

た
。

卵

摂
取

者
の

栄
養

素
摂

取
量

は
食

物
繊

維
と

ビ
タ

ミ
ン

B
6
を

除
き

非
摂

取
者

よ
り

多
く

、
食

事
摂

取
基

準
を

満
た

し
て

い
る

人
も

多
か

っ
た

。
年

齢
、

性

別
、

人
種

、
喫

煙
、

身
体

活
動

量
で

調
整

後
、

食
事

か
ら

の
コ

レ
ス

ロ
ー

ル
摂

取
量

は
血

清
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

濃
度

と
関

連
し

て
い

な
か

っ
た

。
週

4

個
以

上
卵

を
食

べ
る

人
で

は
、

週
に

1
回

以
下

の
人

と
比

べ
て

血
清

コ
レ

ス

テ
ロ

ー
ル

濃
度

が
低

か
っ

た
。

N
o
n
e

6
0

B
lo

ck
 G

,

e
t 

a
l.

A
 d

a
ta

-b
a
se

d
 a

p
p
ro

a
ch

 t
o
 d

ie
t

q
u
e
st

io
n
n
a
ir

e
 d

e
si

g
n
 a

n
d

te
st

in
g

1
9
8
6

A
m

 J

E
p
id

e
m

io
l.

1
9
8
6
;1

2
4
(3

):
4

5
3
-6

9
.

ア
メ

リ
カ

食
事

歴
法

質
問

票
の

作
成

と
妥

当
性

の
検

討

に
つ

い
て

記
述

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

報

告
。

（
質

問
票

作
成

）
（

妥
当

性

の
検

討
２

）
N

a
ti

o
n
a
l

H
e
a
lt

h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n

E
xa

m
in

a
ti

o
n
 S

u
rv

e
y

(N
H

A
N

E
S

 Ⅱ
)

（
質

問
票

作
成

）
1
9
－

7
4
歳

の

1
1
6
5
8
人

（
妥

当
性

の
検

討
１

）
2
5
－

7
7
歳

の
5
0
人

（
男

性
1
7
人

、
女

性
3
3

人
）

の
健

常
人

（
妥

当
性

の
検

討
２

）
8
5
9
人

（
男

性
5
7
2
人

、
女

性
2
8
7
人

）

※
Is

o
tr

e
ti

n
o
in

 B
a
sa

l 
C

e
ll

C
a
n
ce

r 
P

re
ve

n
ti

o
n
 S

tu
d
y

（
N

a
ti

o
n
a
l 
C

a
n
ce

r

In
st

it
u
te

）
, 
B

a
ta

-c
a
ro

te
n
e
,

R
e
ti

n
o
l 
a
n
d
 L

u
n
g
 C

a
n
ce

r

C
h
e
m

o
p
re

ve
n
ti

o
n
 S

tu
d
y

（
U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

Te
xa

s 
H

e
a
lt

h

C
e
n
te

r）
, 
M

a
ss

e
y 

C
a
n
ce

r

C
e
n
te

r 
D

ie
t 

S
tu

d
y（

M
e
d
ic

a
l

C
o
ll
e
g
e
 o

f 
V

e
rg

in
ia

）
の

参
加

者
か

ら
募

集
。

比
較

対
象

の

N
H

A
N

E
S

 Ⅱ
は

、
対

応
す

る
性

・

年
齢

の
デ

ー
タ

を
使

用
 1

0
0
2
6
人

(男
性

4
7
3
1
人

、
女

性
5
2
9
5

人
）

。

N
o
n
e

1
日

間
の

2
4
時

間
思

い
出

し

半
定

量
的

F
F

Q
（

ポ
ー

シ
ョ

ン
サ

イ

ズ
は

1
つ

の
場

合
と

3
つ

の
場

合
あ

り
）

2
4
時

間
思

い
出

し
法

は
食

事
歴

法
質

問
票

作
成

と
、

そ
の

妥
当

性
を

検
討

す
る

際

に
用

い
ら

れ
た

。

（
妥

当
性

の
検

討
１

）
食

事
歴

法
質

問
票

1
つ

の
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
の

場

合
、

1
日

間
2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
と

比
較

し
て

、
女

性
の

み
有

意
差

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
食

事
歴

法
質

問
票

3
つ

の
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
の

場

合
、

男
性

の
ビ

タ
ミ

ン
Ｃ

の
み

2
4
時

間
思

い
出

し
法

の
結

果
と

有
意

差
が

見
ら

れ
た

。
２

つ
の

調
査

の
相

関
係

数
は

、
1
つ

の
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
の

場
合

、
0
5
4
～

0
.9

0
の

範
囲

で
あ

り
、

3
つ

の
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
の

場

合
、

0
.7

3
～

0
.9

4
の

範
囲

で
あ

っ
た

。
四

分
位

に
し

て
回

答
の

一
致

度
を

比

較
し

た
場

合
、

ど
ち

ら
の

ポ
ー

シ
ョ

ン
サ

イ
ズ

の
場

合
で

も
2
4
時

間
思

い

出
し

法
と

同
じ

カ
テ

ゴ
リ

ー
ま

た
は

隣
接

す
る

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

属
す

る
人

の

割
合

は
8
0
％

を
超

え
て

い
た

。

（
妥

当
性

の
検

討
２

）
食

事
歴

法
質

問
票

3
つ

の
ポ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ズ
か

ら

推
定

し
た

栄
養

素
摂

取
量

と
N

H
A

N
E

S
 Ⅱ

の
栄

養
素

摂
取

量
の

平
均

値
は

同
程

度
で

あ
っ

た
。

N
o
n
e
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表
２
．
文
献
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
リ
サ
ー
チ
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
諸
外
国
に
お
け
る
栄
養
調
査
の
実
施
根
拠
お
よ
び
目
的
、
活
用
範
囲
、
食
事
調
査
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
状
況

 

国
名
／
調
査
名

 
実
施
根
拠
お
よ
び
目
的

 
活
用
範
囲

 
食
事
調
査
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
状
況

 

ア
メ
リ
カ

 

／
N

a
ti

o
n

a
l 

H
ea

lt
h

 
a
n

d
 

N
u

tr
it

io
n

 

E
x

a
m

in
a

ti
o

n
 

S
u

rv
ey

 
 

(N
H

A
N

E
S

) 

⦁ 
N

at
io

n
al

 
N

u
tr

it
io

n
 

M
o

n
it

o
ri

n
g

 
an

d
 

R
el

at
ed

 

R
es

ea
rc

h
 P

ro
g

ra
m

 (
N

N
M

R
R

P
)に

関
連
し
て
実
施
。

 

※
1

9
9
0
年
～

1
0
年
間
は
、

th
e 

N
u

tr
it

io
n
 M

o
n

it
o

ri
n
g
 

an
d

 R
el

at
ed

 R
es

ea
rc

h
 A

ct
.に

基
づ
く
。

 

h
tt

p
s:

//
d
o

i.
o

rg
/1

0
.1

0
9
3

/j
n

/1
3

3
.2

.5
8

2
S

 

 
 
米
国
人
に
特
定
の
疾
患
お
よ
び
危
険
因
子
に
関
す
る

有
病
率
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
。

 


 
特
定
の
疾
患
、
行
動
、
環
境
暴
露
の
傾
向
を
監
視
す

る
。

 


 
新
た
な
公
衆
衛
生
上
の
必
要
性
を
調
査
す
る
。

 


 
健
康
状
態
お
よ
び
栄
養
状
態
に
関
す
る
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
情
報
の
全
国
的
な
確
率
サ
ン
プ
ル
を
維
持
す
る
。

 
Z

ip
f 

G
, 

et
 

al
. 

N
at

io
n

al
 

H
ea

lt
h

 
an

d
 

N
u

tr
it

io
n
 

E
x

am
in

at
io

n
 S

u
rv

ey
: 

P
la

n
 a

n
d

 o
p

er
at

io
n

s,
 1

9
9
9

–
2

0
1
0

. 
N

at
io

n
al

 C
en

te
r 

fo
r 

H
ea

lt
h

 S
ta

ti
st

ic
s.

 V
it

al
 

H
ea

lt
h

 S
ta

t 
1

(5
6

).
 2

0
1
3

 

⦁ 
公
共
政
策

 

①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 

例
）
国
立
が
ん
研
究
所
：

5
-A

-D
ay

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
後
に

C
en

te
rs

 

fo
r 

D
is

ea
se

 
C

o
n

tr
o

l 
an

d
 

P
re

v
en

ti
o
n

 
(C

D
C

) 
の

F
ru

it
s 

&
 

V
eg

g
ie

s 
–
 M

o
re

 M
at

te
rs
）
の
目
標
達
成
の
評
価

 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.5
ad

ay
.c

o
m

/ 
※
評
価
サ
イ
ト
は
ア
ク
セ
ス
不
可

 

②
規
制

 

例
）
環
境
保
護
庁
（

E
P
A
）：

規
制
決
定
の
基
礎
と
な
る
農
薬
リ
ス

ク
評
価

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.e

p
a.

g
o
v

/p
es

ti
ci

d
e-

sc
ie

n
ce

-a
n

d
-a

ss
es

si
n

g
-

p
es

ti
ci

d
e-

ri
sk

s/
d

ee
m

-f
ci

d
ca

le
n

d
ex

-s
o

ft
w

ar
e-

in
st

al
le

r 
例
）
米
国
食
品
医
薬
品
局
（

F
D

A
）：

鉄
分
と
葉
酸
の
強
化
の
必

要
性
お
よ
び
栄
養
成
分
表
の
食
品
ラ
ベ
ル
に
関
す
る
規
制
の

検
討
デ
ー
タ
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.a
rs

.u
sd

a.
g
o

v
/n

o
rt

h
ea

st
-a

re
a/

b
el

ts
v

il
le

-m
d

-
b

h
n
rc

/b
el

ts
v

il
le

-h
u

m
an

-n
u

tr
it

io
n

-r
es

ea
rc

h
-c

en
te

r/
fo

o
d

-
su

rv
ey

s-
re

se
ar

ch
-g

ro
u

p
/d

o
cs

/w
w

ei
a-

d
at

a-
ta

b
le

s/
 

例
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
農
務
省
（

U
S

D
A
）
食
品
安
全
検
査
局
：

 

刻
ん
だ
肉
お
よ
び
鶏
肉
製
品
の
栄
養
表
示
に
関
す
る
規
則

（
7

5
 

F
R

 8
2
1

4
8
）

 

③
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
評
価
：

 

例
）

F
o

o
d

 a
n

d
 N

u
tr

it
io

n
 S

er
v
ic

e：
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要

件
の
変
更

 

h
tt

p
:/

/w
w

w
.f

n
s.

u
sd

a.
g
o

v
/n

sl
p
 
※
ア
ク
セ
ス
不
可

 

⦁ 
規
範
基
準

 

例
）

C
D

C
：

W
H

O
に
も
採
用
さ
れ
た
成
長
チ
ャ
ー
ト

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.c

d
c.

g
o
v

/g
ro

w
th

ch
ar

ts
/ 

例
）
鉄
、
亜
鉛
、
葉
酸
の
栄
養
状
態
の
母
集
団
基
準

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.c

d
c.

g
o
v

/n
u

tr
it

io
n

re
p
o

rt
/r

ep
o

rt
_
2

0
1

2
.h

tm
l 

例
）
食
品
栄
養
委
員
会
：
食
事
摂
取
基
準

 
h

tt
p

s:
//

o
d

s.
o
d

.n
ih

.g
o
v

/H
ea

lt
h

In
fo

rm
at

io
n

/n
u

tr
ie

n
tr

ec
o

m
m

en
d

at
io

n
s.

as
p
x
 

⦁ 
研
究
：
食
事
お
よ
び
栄
養
状
態
、
健
康
状
態
、
疾
患
罹
患
率
お
よ

び
死
亡
率
に
関
す
る
横
断
的
、
縦
断
的
お
よ
び
時
間
的
傾
向
の
研

究
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
d

c.
g

o
v

/n
ch

s/
p

ro
d
u

ct
s/

d
at

ab
ri

ef
s.

h
tm

?p
ro

g
ra

m
=

n
h

an
es

 

⦁ 
医
師
、
医
療
お
よ
び
保
健
技
術
者
、
食
事
お
よ
び
健
康
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー

が
調
査
を
担
当
。
経
験
、
学
術
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
知
識
、
ス
キ
ル
、
能
力
な
ど

に
基
づ
い
て
選
定
。
多
く
は
英
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
。

 

⦁ 
フ
ィ
ー
ル
ド
オ
フ
ィ
ス
ス
タ
ッ
フ
：
サ
ン
プ
ル
参
加
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
と
世
帯
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
仕
組
み
に
習
熟
す
る
た
め
、

1
0
日
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
講
。

4
～

5
日
間
か
け
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
オ
フ
ィ
ス
で
の
一
般
的
な
手
順
と
、

各
自
の
役
割
に
つ
い
て
具
体
的
に

学
ん
だ
。
拠
点
開
設
と
閉
鎖
を
手

動
で
行
う
方

法
、
自
動
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ケ
ー
ス
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
管
理
、
日
報
に
よ

る
拠
点
生
産
の
監
視
、
サ
ン
プ
ル
参
加
者
の
問
い
合
わ
せ
、
書
類
作
成
、
拒
否
の
処

理
手
順
の
遵
守
に
つ
い
て
も
教
育
さ
れ
た
。

 

⦁ 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
：
新
規
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
が
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
た
世
帯
の

居
住
者
と
接
触
し
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
を
適
切
に
使
用
し
、
選
ば
れ
た
人
か
ら

参
加
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
熟
練

す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受

講
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
内
容
を
カ
バ
ー
す
る

1
0
日
間
の
コ
ー

ス
で
構
成
：

N
H

A
N

E
S
の
目
的
と
目
標
、
そ
し
て
適
切
な
参
加
の
促
し
方
、
デ
ー
タ

収
集
に
必
要
な
守
秘
義
務
の
遵
守
と
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
基
準
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る

3
種
類
の
家
庭
用
質
問
票
を
含
む
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実
施
と
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
、
事
例
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
と
調
査
資
料
の
適
切
な
使
用
、
フ
ィ
ー
ル
ド
環
境
で
働

く
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
事
務
手
続
き
。
新
米
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
は
、
一
人
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
う
前
に
、
一
定
期
間
ベ
テ
ラ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
と
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ

を
行
っ
た
。

 

⦁ 
M

E
C
（
移
動
式
検
査
セ
ン
タ
ー
）
ス
タ
ッ
フ
：
各

M
E

C
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
に
応
じ
た
、
専
門
家
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、

以
下
が
含
ま
れ
た
：
検
査
の
目
的
お
よ
び
目
標
、
プ
ロ
ト
コ
ル
と
手
順
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
手
順
の
練
習
、
品
質
管
理
お
よ
び
品
質
保
証
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
と
校
正
の
方
法
、

M
E

C
の
開
閉
プ
ロ
ト
コ
ル
、
消
耗
品
の
在
庫
管
理
、
品
質
保

証
の
一
環
と
し
て
、
健
康
・
栄
養
調
査
課
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
現
場
訪
問
が
年
間
を

通
し
て
行
わ
れ
、

M
E

C
ス
タ
ッ
フ
の
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.c

d
c.

g
o
v

/n
ch

s/
d

at
a/

se
ri

es
/s

r_
0

1
/s

r0
1
_

0
5

6
.p

d
f 
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フ
ラ
ン
ス

 

／
F

re
n

ch
 

In
d

iv
id

u
a

l 
a
n

d
 

N
a

ti
o

n
a

l 
F

o
o

d
 

C
o

n
su

m
p

ti
o

n
 

S
u

rv
ey

 
(I

N
C

A
) 


 
欧

州
食

品
安

全
機

関
（

E
F

S
A
）

と
の

契
約

C
F

T
/E

F
S

A
/D

C
M

/2
0

1
1
/0

2
/0

2
に
基
づ
き
実
施
。

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.2

9
0
3

/s
p

.e
fs

a.
2
0
1

7
.E

N
-1

3
5

1
 

 

 
食
品
に
関
わ
る
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
た
め
の
不
可
欠

な
ツ
ー
ル
。

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.a

n
se

s.
fr

/f
r/

co
n

te
n
t/

in
ca

-3
-e

v
o

lu
ti

o
n

-
d

es
-h

ab
it

u
d

es
-e

t-
m

o
d

es
-d

e-
co

n
so

m
m

at
io

n
-d

e-
n

o
u
v

ea
u

x
-e

n
je

u
x
-e

n
-m

at
i%

C
3

%
A

8
re

-d
e 


 
全
国
的
な
食
品
消
費
デ
ー
タ
を

E
F

S
A
に
提
供

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.2

9
0
3

/s
p

.e
fs

a.
2
0
1

7
.E

N
-1

3
5

1
 


 

T
h

e 
F

re
n

ch
 N

at
io

n
al

 N
u

tr
it

io
n

 a
n

d
 H

ea
lt

h
 P

ro
g

ra
m

’s
 d

ie
ta

ry
 

g
u

id
el

in
es

に
関
す
る
知
識
と
認
識
の
評
価

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.f

ao
.o

rg
/n

u
tr

it
io

n
/e

d
u
ca

ti
o

n
/f

o
o

d
-d

ie
ta

ry
-

g
u

id
el

in
es

/r
eg

io
n

s/
co

u
n
tr

ie
s/

fr
an

ce
/e

n
/ 

 


 
専
門
の
世
論
調
査
機
関
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
が
担
当

 

- 
家
庭
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
（

1
4
8
人
）

 

- 
食
事
の
聞
き
取
り
を
行
う
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
（

4
7
人
）

 


 
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
：
参
加
者
の
募
集
、
調
査
プ
ロ
ト
コ
ル
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
管

理
、
身
体
計
測
、
冷
蔵
庫
の
測
定
、
調
査
ツ
ー
ル
の
説
明
に
関
す
る
、

1
日
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
。
調
査
へ
の
参
加
を
説
得
す
る
の
に
役
立
つ
詳
細
な
書

面
に
よ
る
指
示
と
議
論
の
リ
ス
ト
が
与
え
ら
れ
た
。

 


 
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
：
参
加
者
の
募
集
に
関
す
る
半
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ

ョ
ン
と
、

G
lo

b
o

D
ie

t
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
た
食
事
情
報
の
収
集
に
関
す
る

3

日
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
。

G
lo

b
o

D
ie

t
の
質
問
票
を
段
階
的
に
追
っ
て
、
半
分

は
理
論
的
な
説
明
、
半
分
は
実
践
的
な
演
習
を
組
み
合
わ
せ
て
収
集
す
る
た
め
の
情

報
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。

 


 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
終
了
後
、
食
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
監
視
さ
れ
、
正
し
く
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
に
は
、
改
善
点
が
あ
れ
ば
通
知
さ
れ

た
。
す
べ
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
期
間
中
、
栄
養
士

2
人
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
間
オ
ン
サ
イ
ト
で
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
が
適
切
な

情
報
を
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

 


 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
期
間
中
、
採
用
率
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
間
、
食
事
情
報
の
正
確

性
な
ど
、
い
く
つ
か
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
に
関
し
て
、
家
庭
訪
問
と
電
話
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
両
方
の
作
業
が
毎
日
追
跡
さ
れ
た
。
問
題
が
提
起
さ
れ
る
と
是
正
措
置

が
と
ら
れ
た
が
、
改
善
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー

8
名
と
電
話

イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー

2
名
は
除
外
さ
れ
た
。

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.1

0
1
7

/S
1

3
6

8
9

8
0
0

1
8
0

0
2

8
9

6
 

メ
キ
シ
コ

 

／
L

a
 E

n
cu

es
ta

 
N

a
ci

o
n

a
l 

d
e 

S
a

lu
d

 
y
 

N
u

tr
ic

ió
n

 
 

(E
n

sa
n

u
t)

 


 
国
民
の
健
康
と
栄
養
の
状
態
、
お
よ
び
メ
キ
シ
コ
の

医
療
制
度
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
監
視
・
評
価
す
る

た
め
の
基
本
的
な
リ
ソ
ー
ス
。

 


 
英
語
表
記
：

M
ex

ic
an

 N
at

io
n

al
 H

ea
lt

h
 a

n
d

 N
u

tr
it

io
n
 

S
u

rv
ey

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.2

1
1
4

9
/1

3
3

4
7

 


 
不
明

 

 
不
明

 

韓
国

 

／
K

o
re

a
 

N
a

ti
o

n
a

l 
H

ea
lt

h
 

a
n

d
 

N
u

tr
it

io
n

 
E

x
a

m
in

a
ti

o
n

 
S

u
rv

ey
 
 

(K
N

H
A

N
E

S
) 


 

1
9

9
5
年
に
公
布
さ
れ
た
国
民
健
康
増
進
法
第

1
6
条
に

基
づ
き
実
施
。

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.1

0
9
3

/i
je

/d
y

t2
2
8

 

 

 
韓
国
の
人
口
の
健
康
状
態
、
健
康
行
動
、
食
物
と
栄
養

の
消
費
に
関
す
る
全
国
的
な
統
計
を
作
成
す
る
。

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.1

0
9
3

/i
je

/d
y

t2
2
8

 


 
骨
密
度
・
体
脂
肪
量
・
筋
力
・
肺
活
量
の
基
準
と
基
準
値
の
策
定

 
K

o
re

a 
C

en
te

rs
 
fo

r 
D

is
ea

se
 
C

o
n

tr
o

l 
an

d
 
P

re
v

en
ti

o
n
. 

K
o

re
a 

h
ea

lt
h

 s
ta

ti
st

ic
s 

2
0

1
8

: 
K

o
re

a 
N

at
io

n
al

 H
ea

lt
h
 a

n
d
 N

u
tr

it
io

n
 

E
x

am
in

at
io

n
 S

u
rv

ey
 (

K
N

H
A

N
E

S
 V

II
-3

).
 C

h
eo

n
g

ju
: 

K
o

re
a 

C
en

te
rs

 f
o

r 
D

is
ea

se
 C

o
n

tr
o

l 
an

d
 
P

re
v

en
ti

o
n
; 

2
0

1
5

. 
p

 3
-2

8
 

(K
o

re
an

).
 

h
tt

p
s:

//
d
o

i.
o

rg
/1

0
.3

3
4
6

/j
k

m
s.

2
0
1
1
.2

6
.1

2
.1

5
9
9

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.3

3
4
6

/j
k

m
s.

2
0
1

3
.2

8
.3

.4
4
3

 

 
韓
国
人
の
食
事
摂
取
基
準

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.4

1
6
3

/j
n

h
.2

0
2

1
.5

4
.5

.4
2

5
 


 
韓
国
の
国
民
成
長
チ
ャ
ー
ト

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.3

3
4
5

/k
jp

.2
0
1

8
.6

1
.5

.1
3

5
 


 
デ
ー
タ
公
開
お
よ
び
デ
ー
タ
連
携
：
死
因
統
計
（
韓
国
統
計
局
）、

が
ん
登
録
デ
ー
タ
（
韓
国
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
）
、
大
気
質
（
環

境
省
）

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.4

1
7
8

/e
p

ih
.e

2
0

2
1

0
2
5

 (
T

ab
le

 4
) 


 
ヒ
ト
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
の
収
集
と
共
有

 
h

tt
p

:/
/n

ih
.g

o
.k

r/
b

io
b

an
k

 


 
移
動
式
検
査
セ
ン
タ
ー
：
医
師
、
医
療
技
術
者
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
が
担
当

 


 
家
庭
訪
問
：
栄
養
士
が
担
当
。

 


 
調
査
員
は
、
事
前
に
集
中
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
修
了
し
、
監
督
下
で
の
実

習
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
適
切
な
プ
ロ
ト
コ
ル
と
技
術
を
強
化
す
る
た
め
に
、
再

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
年
に

5
～

6
回
提
供
さ
れ
た
。

 


 

1
2
0
人
を
超
え
る
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る

3
0
の
専
門
委
員
会
（
通
常
、
韓
国
の
関
連

学
会
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
）
が
、
調
査
の
品
質
保
証
と
管
理
、
お
よ
び
個
々
の
調

査
項
目
（
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
）
の
選
択
に
関
し
て
、

K
N

H
A

N
E

S
を
技
術
的
に
サ
ポ

ー
ト
し
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
く
詳
細
な
品
質
管
理
指
示

が
調
査
で
実
施
さ
れ
、
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ
れ
た
。

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.1

0
9
3

/i
je

/d
y

t2
2
8
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中
国

 

／
C

h
in

a
 

N
a

ti
o

n
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 

a
n

d
 

H
ea

lt
h

 S
u

rv
ey

 
(C

N
N

H
S

) 


 
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
か
ら

1
0
年
後
に
中
国
政
府

に
よ
っ
て
開
始
。

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.1

0
9
3

/i
je

/d
y
y

2
8
9

 
 
 
す
べ
て
の
年
齢
の
居
住
者
の
食
物
と
栄
養
の
摂
取
、

成
長
、
病
状
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
お
よ
び
関
連
す
る

危
険
因
子
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
。

 


 
現
状
を
評
価
し
、
中
国
人
の
栄
養
状
態
と
健
康
状
態

（
食
物
と
栄
養
素
の
摂
取
、
栄
養
失
調
、
病
状
な
ど
を

含
む
）
の
傾
向
を
説
明
し
、
栄
養
と
健
康
に
関
連
す
る

リ
ス
ク
要
因
を
調
査
す
る
。

 


 

C
D

C
の
ス
タ
ッ
フ
を
訓
練
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
政
策
立
案
、
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
サ
ー
ビ
ス
の

設
計
、
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
人
々
の
健
康
に

関
す
る
知
識
の
拡
大
に
科
学
的
根
拠
を
提
供
す
る
。

 
h

tt
p

s:
//

d
o

i.
o

rg
/1

0
.1

0
9
3

/i
je

/d
y
y

2
8
9

 


 
慢
性
疾
患
・
食
品
安
全
・
栄
養
状
況
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.c

h
in

an
u

tr
i.

cn
/g

zr
w

_
1

3
2
/z

g
jm

y
y

y
jk

zk
jc

x
m

/2
0
1

5
0

5
/t

2
0
1

5
0

5
0

5
_

11
4
4

9
6

.h
tm

l 

 
「
健
康
中
国

2
0
2
0
」
な
ど
の
政
策
の
策
定
の
た
め
の
基
礎
デ
ー

タ
 

h
tt

p
:/

/w
w

w
.g

o
v.

cn
/z

h
en

g
ce

/2
0

1
6

-
1

0
/2

5
/c

o
n

te
n
t_

5
1
2

4
1

7
4

.h
tm

 

 
「
食
事
栄
養
素
基
準
摂
取
量
」
な
ど
各
指
針
の
策
定
の
た
め
の
基

礎
デ
ー
タ

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.c

n
so

c.
o
rg

/d
rp

o
st

an
d

 


 
不
明

 

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

／
N

a
ti

o
n

a
l 

F
in

H
ea

lt
h

 
S

tu
d

y
 

 
(F

in
H

ea
lt

h
) 


 
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
の

M
in

is
tr

y
 o

f 
S

o
ci

al
 A

ff
ai

rs
 a

n
d
 

H
ea

lt
h
所
管
の

T
h

e 
F

in
n
is

h
 I

n
st

it
u

te
 f

o
r 

H
ea

lt
h

 a
n
d
 

W
el

fa
re

 (
T

H
L

)が
国
の
予
算
で
実
施
。

 
h

tt
p

s:
//

th
l.

fi
/e

n
/w

eb
/t

h
lf

i-
en

/a
b
o

u
t-

u
s/

ab
o
u

t-
th

l 
 


 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
在
住
の

1
8
歳
以
上
の
成
人
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る
た
め

2
0
1

7
-2

0
2

1
年
に
実
施

 
h

tt
p

s:
//

th
l.

fi
/e

n
/w

eb
/t

h
lf

i-
en

/r
es

ea
rc

h
-a

n
d

-
d

ev
el

o
p

m
en

t/
re

se
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ch
-a

n
d

-p
ro

je
ct

s/
n

at
io

n
al

-
fi

n
h

ea
lt

h
-s

tu
d
y
 


 

5
0
自
治
体
か
ら

1
8
歳
以
上

1
0

,0
0
0
人
を
無
作
為
抽

出
 


 

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
認
知
症
、
肥
満
症
な
ど
の
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成

 


 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
利
用
で
き
る
個
人
の
疾
病
リ
ス
ク
予
測
ツ
ー

ル
の
開
発
（
糖
尿
病
、
認
知
症
、
動
脈
疾
患
な
ど
）

 


 

国
の
健
康
施
策
（
ア
レ
ル
ギ
ー
や
肥
満
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
）
の
進
捗
評
価

 


 

微
量
栄
養
素
や
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
症
予
防
の
た
め
、
食
品
か

ら
の
国
民
摂
取
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
特
に
ビ
タ
ミ
ン

D
と

ヨ
ウ
素
）

 
h

tt
p

s:
//

th
l.

fi
/e

n
/w

eb
/t

h
lf

i-
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/r
es

ea
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h
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n
d

-
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m
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t/
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n
d

-p
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je
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s/
n
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n
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-f
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h
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h

-
st

u
d

y
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k
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u
n

d
-i

n
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at

io
n

-o
n

-t
h

e-
fi

n
h

ea
lt

h
-s

tu
d

y
 

 


 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
担
当
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

T
H

L
で
実
施
さ
れ
た
。

 

①
 

1
回
目
：

6
人
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と

2
人
の
看
護
師

に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
チ
ー
ム
主
導
の
タ
ス
ク
と
管
理
。

 

②
 

2
回
目
：
全
て
の
研
究
担
当
者
と
栄
養
士
を
対
象
に

2
週
間
実
施
。
フ
ィ
ー

ル
ド
調
整
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
一
般
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

研
究
の
目
的
と
プ
ロ
ト
コ
ル
、
倫
理
的
問
題
、
デ
ー
タ
保
護
と
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、
品
質
保
証
、
安
全
に
関
す
る
指
示
、
中
央
オ
フ
ィ
ス
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
担
当
者
の
役
割
と
責
任
、
規
則
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
原
則
に
つ
い
て
説
明
。

 


 

研
究
担
当
者
に
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
提
供
さ
れ
た
。
一
般
的
な

IT
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
雇
用
条
件
（
労
働
時
間
、
休
暇
、
病
気
休
暇
、
出
張
の
手
配
、
手
当
）

に
つ
い
て
説
明
。
研
修
内
容
は
、
各
測
定
内
容
に
合
わ
せ
、
面
接
技
術
や
測
定
に

関
す
る
講
義
と
実
習
の
実
施
。
実
際
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
前
に
、

T
H

L
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を
対
象
に
研
究
プ
ロ
ト
コ
ル
の
練
習
を

1
日
行
い
、
別

日
に
全
国
で
最
初
に
調
査
が
実
施
さ
れ
る

6
つ
の
研
究
場
所
の
実
際
の
研
究
サ

イ
ト
で
行
っ
た
。

 


 

食
事
調
査
は
、
最
低
で
も
人
間
栄
養
学
の
学
士
号
を
取
得
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
け
た

1
0
人
の
食
事
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
の
グ
ル
ー
プ
が
デ
ー
タ
収
集

を
行
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
の
う
ち
、

6
人
が
現
地
調
査
中
に
研
究
施
設
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
し
、4

人
が

2
 
回

目
の

2
4

 
時
間
思
い
出
し
の
食
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
央
オ
フ
ィ
ス
か
ら
電
話

で
実
施
し
た
。
必
要
に
応
じ
て

3
人
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
人
が
交
代
し

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー

2
0
1

6
年
の
秋
に
採
用
、

2
0
1

7
年

1
月
に

2
週
間
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
。

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.j

u
lk

ar
i.

fi
/b

it
st

re
am

/h
an

d
le

/1
0

0
2

4
/1

3
9

0
8

4
/U

R
N

_
IS

B
N

_
9

7
8

-
9

5
2
-3

4
3

-4
4
9

-3
.p

d
f?

se
q
u

en
ce

=
1
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ギ
リ

シ
ャ

／
 

N
a

ti
o

n
a

l 
H

ea
lt

h
 

a
n

d
 

N
u

tr
it

io
n

 
S

u
rv

ey
 

(H
Y

D
R

IA
) 


 

H
el

le
n

ic
 

H
ea

lt
h

 
F

o
u
n

d
at

io
n
 

(H
H

F
)
が

H
el

le
n

ic
 

M
in

is
tr

y
 o

f 
H

ea
lt

h
及

び
ギ

リ
シ

ャ
の

C
en

te
r 

fo
r 

D
is

ea
se

 C
o

n
tr

o
l 

&
 P

re
v

en
ti

o
n
と
共
同
で
実
施
。

 


 欧

州
連

合
（

fi
n

an
ce

d
 

b
y
 

th
e 

E
u

ro
p

ea
n

 
U

n
io

n
 

(E
u

ro
p

ea
n

 S
o

ci
al

 F
u

n
d

) 
an

d
 n

at
io

n
al

 r
es

o
u

rc
es

.）
お

よ
び
国
家
資
源
に
よ
る
共
同
出
資
で
実
施
。

 


 

1
8
歳
以
上
の
ギ
リ
シ
ャ
人
の
健
康
状
態
、
食
生
活
、

生
活
習
慣
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
。

 

P
D

F
フ

ァ
イ

ル
：

T
h

e 
G

re
ek

 N
at

io
n

al
 S

u
rv

ey
 o

n
 

H
ea

lt
h

 a
n

d
 N

u
tr

it
io

n
 (

th
e 

H
Y

D
R

IA
 P

ro
je

ct
) 


 2

0
1
3

-2
0
1

4
年
に
実
施
。

 
M

ar
ti

m
ia

n
ak

i 
G

, 
et

 a
l.
 T

o
d

ay
's

 M
ed

it
er

ra
n

ea
n

 D
ie

t 
in

 G
re

ec
e:

 F
in

d
in

g
s 

fr
o

m
 t

h
e 

N
at

io
n

al
 H

ea
lt

h
 a

n
d
 

N
u

tr
it

io
n
 

S
u

rv
ey

-H
Y

D
R

IA
 

(2
0

1
3

-2
0

1
4

).
 

N
u

tr
ie

n
ts

. 
2

0
2

2
;1

4
(6

):
1
1

9
3

. 


 

ギ
リ
シ
ャ
の
代
表
的
な
人
口
か
ら
、
健
康
、
食
生
活
、
生
活
習

慣
に
つ
い
て
、
国
際
的
に
比
較
可
能
な
高
品
質
の
デ
ー
タ
を

収
集
す
る
。

 


 

保
健
省
の
健
康
憲
章
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
国
民
の
重
要

な
健
康
指
標
に
関
す
る
情
報
を
抽
出
す
る
。

 


 

蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
、
公
衆
衛
生
を
保
護
・
促
進
す
る
た
め
の

政
策
の
立
案
と
評
価
に
活
用
す
る
。

 


 

将
来

の
研

究
を

実
施

す
る

た
め

の
戦

略
的

計
画

を
策

定
す

る
。

 

健
康
、
食
生
活
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
長
期

的
に
収
集
す
る
た
め
に
、
地
域
の
保
健
所
を
基
盤
と
し
た
統

合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.m

rc
-e

p
id

.c
am

.a
c.

u
k

/p
as

t-
se

m
in

ar
s/

g
re

ek
-

n
at

io
n

al
-s

u
rv

ey
-h

ea
lt

h
-n

u
tr

it
io

n
-e

li
ss

av
et

-v
al

an
o
u

-0
9

-0
6

-
2

0
/ 

 


 

2
4

-H
D

R
 
デ
ー
タ
は
、
特
別
に
設
計
さ
れ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

 
H

H
F

 

N
u

tr
it

io
n

 T
o

o
l 
を
使
用
し
て
、
訓
練
を
受
け
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
に
よ
っ
て
収

集
。

 
M

ar
ti

m
ia

n
ak

i 
G

, 
et

 a
l.
 T

o
d

ay
's

 M
ed

it
er

ra
n

ea
n

 D
ie

t 
in

 G
re

ec
e:

 F
in

d
in

g
s 

fr
o

m
 

th
e 

N
at

io
n

al
 

H
ea

lt
h

 
an

d
 

N
u

tr
it

io
n

 
S

u
rv

ey
-H

Y
D

R
IA

 
(2

0
1
3

-2
0

1
4

).
 

N
u

tr
ie

n
ts

. 
2

0
2

2
;1

4
(6

):
1
1

9
3

. 

ギ
リ

シ
ャ

／
H

el
le

n
ic

 
N

a
ti

o
n

a
l 

N
u

tr
it

io
n

 
a
n

d
 

H
ea

lt
h

 S
u

rv
ey

 
(H

N
N

H
S

) 


 
ギ
リ
シ
ャ
で

2
0
1
3
年
か
ら

2
0
1
5
年
ま
で
行
わ
れ
た

最
初
の
全
国
規
模
の
横
断
調
査
。
生
後

6
か
月
以
上

の
ギ
リ
シ
ャ
国
民
の
栄
養
摂
取
量
、
健
康
状
態
、
食
行

動
等
を
評
価
。

 
M

ag
ri

p
li

s 
E

, 
et

 a
l.

 A
im

s,
 d

es
ig

n
 a

n
d

 p
re

li
m

in
ar

y
 

fi
n

d
in

g
s 

o
f 

th
e 

H
el

le
n

ic
 

N
at

io
n
al

 
N

u
tr

it
io

n
 

an
d
 

H
ea

lt
h

 
S

u
rv

ey
 

(H
N

N
H

S
).

 
B

M
C

 
M

ed
 

R
es

 
M

et
h

o
d

o
l.

 2
0

1
9

;1
9

(1
):

3
7

. 


 

栄
養
摂
取
量
、
健
康
状
態
、
食
行
動
等
を
評
価
し
、
関
連
政
策

や
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
と
実
施
を
通
じ
て
公
衆
衛
生
の

促
進
に
役
立
て
る
。

 
M

ag
ri

p
li

s 
E

, 
et

 a
l.

 A
im

s,
 d

es
ig

n
 a

n
d

 p
re

li
m

in
ar

y
 f

in
d

in
g

s 
o

f 
th

e 
H

el
le

n
ic

 
N

at
io

n
al

 
N

u
tr

it
io

n
 

an
d
 

H
ea

lt
h
 

S
u

rv
ey

 
(H

N
N

H
S

).
 B

M
C

 M
ed

 R
es

 M
et

h
o
d

o
l.

 2
0

1
9

;1
9

(1
):

3
7
. 


 

調
査
員
は
、
様
々
な
科
学
分
野
（
栄
養
士
、
医
師
、
社
会
学
者
、
栄
養
士
や
医
学

生
）
の
出
身
者
で
、

H
N

N
H

S
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
プ
ロ
ト
コ
ル
に
関
す
る
専

門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
の
専
門
家
は
、
調
査
票
の
開
発
、
方

法
論
、
適
用
に
関
与
し
、
プ
ロ
ト
コ
ル
の
手
順
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
中
の

q
u

al
it

y
 c

o
n
tr

o
l
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
。

 
M

ag
ri

p
li

s 
E

, 
et

 a
l.

 A
im

s,
 d

es
ig

n
 a

n
d

 p
re

li
m

in
ar

y
 f

in
d
in

g
s 

o
f 

th
e 

H
el

le
n

ic
 

N
at

io
n

al
 N

u
tr

it
io

n
 a

n
d
 H

ea
lt

h
 S

u
rv

ey
 (

H
N

N
H

S
).

 B
M

C
 M

ed
 R

es
 M

et
h

o
d

o
l.

 
2

0
1
9

;1
9

(1
):

3
7

. 

ド
イ

ツ
／

C
h

il
d

re
n

’s
 

N
u

tr
it

io
n

 
S

u
rv

ey
 

to
 

R
ec

o
rd

 
F

o
o

d
 

C
o

n
su

m
p

ti
o

n
 

(K
iE

S
E

L
) 


 

R
o

b
er

t 
K

o
ch

 I
n

st
it

u
te
（

R
K

I）
が
実
施
し
た

K
iG

G
S

 

W
av

e2
（

G
er

m
an

 H
ea

lt
h

 I
n

te
rv

ie
w

 a
n

d
 E

x
am

in
at

io
n
 

S
u

rv
ey

 f
o

r 
C

h
il

d
re

n
 a

n
d

 A
d
o

le
sc

en
ts
）
の

5
つ
の
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
う
ち
の

1
つ
。

 


 
生
後

6
カ
月
か
ら

4
歳
児
ま
で
を
対
象
に
（
調
査
時

ま
で
に

5
歳
以
上
に
な
っ
た
子
も
含
む
）

2
0

1
4

-2
0

1
7

年
に
調
査
を
実
施
。

 
N

o
w

ak
 N

, 
et

 a
l.

 K
iE

S
E

L
 -

 T
h

e 
C

h
il

d
re

n
's

. 
N

u
tr

it
io

n
 

S
u

rv
ey

 
to

 
R

ec
o

rd
 

F
o
o

d
 

C
o

n
su

m
p

ti
o
n

 
fo

r 
th

e 
y

o
u
n

g
es

t 
in

 G
er

m
an

y.
 B

M
C

. 
N

u
tr

. 
2

0
2

2
;8

(1
):

6
4

. 


 

幼
児
の
食
事
デ
ー
タ
か
ら
健
康
評
価
に
必
要
な
食
品
中
の
物

質
（
汚
染
物
質
、
農
薬
、
微
生
物
リ
ス
ク
な
ど
）
へ
の
曝
露
を

推
定
す
る
。

 
N

o
w

ak
 

N
, 

et
 

al
. 

K
iE

S
E

L
 

- 
T

h
e 

C
h
il

d
re

n
's

. 
N

u
tr

it
io

n
 

S
u

rv
ey

 t
o

 R
ec

o
rd

 F
o

o
d

 C
o
n

su
m

p
ti

o
n

 f
o

r 
th

e 
y

o
u

n
g

es
t 

in
 

G
er

m
an

y.
 B

M
C

. 
N

u
tr

. 
2

0
2

2
;8

(1
):

6
4

. 


 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
は
す
べ
て
栄
養

学
者
で
あ
っ
た
が
、
標
準
的
な
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
手
順
を
保
証
す
る
た
め
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
の
ガ
イ
ド
が
用
意
さ
れ
た
。

 
N

o
w

ak
 N

, 
et

 a
l.

 K
iE

S
E

L
 -

 T
h

e 
C

h
il

d
re

n
's

. 
N

u
tr

it
io

n
 S

u
rv

ey
 t

o
 R

ec
o

rd
 F

o
o

d
 

C
o

n
su

m
p
ti

o
n

 f
o

r 
th

e 
y

o
u

n
g

es
t 

in
 G

er
m

an
y.

 B
M

C
. 

N
u
tr

. 
2

0
2

2
;8

(1
):

6
4

. 
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ド
イ

ツ
／

G
er

m
a

n
 

N
a

ti
o

n
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 

S
u

rv
ey

 
II
 

(N
V

S
 I

I)
 


 

過
去
の
第

1
回
目
の
調
査
以
来
、
政
治
情
勢
や
食

糧
供
給
事
情
に
よ
り
ド
イ
ツ
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
た
た
め
、
連
邦
食
糧
・
農

業
・

消
費

者
保

護
省

(T
h

e 
F

ed
er

al
 
M

in
is

tr
y

 
o

f 
F

o
o
d

 a
n

d
 A

g
ri

cu
lt

u
re

 a
n
d
 C

o
n

su
m

er
 P

ro
te

ct
io

n
: 

B
M

E
L

V
)は

、
国
立
研
究
機
関
で
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・

ル
ブ
ナ
ー
研
究
所

 
(M

ax
 R

u
b
n

er
 I

n
st

it
u

te
: 

M
R

I)
 

に
委
託
し
て
、

2
0

0
5
年
か
ら

2
0
0
7
年
に
第

2
回
目

の
国
民
栄
養
調
査
を
実
施
。

 


 

旧
東
ド
イ
ツ
を
含
め
た
全
土
で
は
初
め
て
の
大
規

模
調
査
（

2
0

0
0
0
人
を
対
象
）。

 


 

3
つ
の
異
な
る
食
事
調
査
方
法
を
用
い
て
実
施
（
食

事
歴
法
、

2
4
時
間
思
い
出
し
法
、
秤
量
法
）。

 
H

eu
er

 T
, 

et
 a

l.
 F

o
o
d

 c
o
n

su
m

p
ti

o
n

 o
f 

ad
u

lt
s 

in
 

G
er

m
an

y
: 

re
su

lt
s 

o
f 

th
e 

G
er

m
an

 
N

at
io

n
al

 
N

u
tr

it
io

n
 

S
u

rv
ey

 
II

 
b

as
ed

 
o
n
 

d
ie

t 
h

is
to

ry
 

in
te

rv
ie

w
s.

 B
r 

J 
N

u
tr

. 
2
0

1
5
;1

1
3

(1
0

):
1
6

0
3

-1
4
 


 

食
事
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
科
学
的
課
題
解
決
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
意
思
決
定
や
政
策
決
定
に
も
活
用
。

 
H

eu
er

 T
, 

et
 a

l.
 F

o
o

d
 c

o
n

su
m

p
ti

o
n

 o
f 

ad
u

lt
s 

in
 G

er
m

an
y

: 
re

su
lt

s 
o

f 
th

e 
G

er
m

an
 N

at
io

n
al

 N
u

tr
it

io
n
 S

u
rv

ey
 I

I 
b

as
ed

 
o

n
 d

ie
t 

h
is

to
ry

 i
n

te
rv

ie
w

s.
 B

r 
J 

N
u

tr
. 

2
0
1

5
;1

1
3

(1
0

):
1
6

0
3

-
1

4
 


 

不
明

 

ス
ロ

ベ
ニ

ア
／

S
lo

v
en

ia
n

 
n

a
ti

o
n

a
l 

d
ie

ta
ry

 s
u

rv
ey

 
(S

I.
M

en
u

) 


 
第

3
回
目
の
国
民
栄
養
調
査
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア
に
住
む

1
0

-7
4
歳
ま
で
を
対
象
に

2
0

1
7
年
か
ら

2
0

1
8
年
に
調

査
を
実
施
。

 
G

re
g

o
ri

č 
M

, 
et

 
al

. 
S

lo
v

en
ia

n
 

n
at

io
n

al
 

fo
o
d
 

co
n

su
m

p
ti

o
n
 

su
rv

ey
 

in
 

ad
o

le
sc

en
ts

, 
ad

u
lt

s 
an

d
 

el
d

er
ly

. 
D

O
I:

 1
0

.2
9
0

3
/s

p
.e

fs
a.

2
0

1
9

.E
N

-1
7

2
9
 


 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
は
、
国
の
リ
ス
ク
評
価
機
関

お
よ
び
そ
の
他
の
潜
在
的
な
利
用
者
が
、
一
定
の
条
件
の
下
、

研
究
お
よ
び
統
計
目
的
で
利
用
可
能
。

 
G

re
g

o
ri

č 
M

, 
et

 a
l.

 S
lo

v
en

ia
n

 n
at

io
n

al
 f

o
o

d
 c

o
n

su
m

p
ti

o
n
 

su
rv

ey
 

in
 

ad
o

le
sc

en
ts

, 
ad

u
lt

s 
an

d
 

el
d

er
ly

. 
D

O
I:

 
1

0
.2

9
0

3
/s

p
.e

fs
a.

2
0
1

9
.E

N
-1

7
2
9
 


 

身
長
と
体
重
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
調
査
者
が
標
準
的
な
プ
ロ
ト
コ
ル
に

従
い
測
定
。

 


 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
専
門
の
会
社
と
業
務
委
託

契
約
を
締
結
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
は
、
栄
養
学
に
精
通
し
た
者
、
又
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
技
術
に
精
通
し
た
者
の
み
が
選
ば
れ
た
。
全
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
は
、
国

立
公
衆
衛
生
研
究
所
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
経
験
が
豊
富
な
会
社
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
・
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
専
門
家
に
よ
る

2
日
間
の
研
修
を
受
け
、
方
法
論
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
一
般
的
な
調
査
情
報
、
家
庭
訪
問
と
電
話
の
プ
ロ
ト
コ
ル
、
質
問

票
の
内
容
、
身
体
測
定
プ
ロ
ト
コ
ル
、

C
A

P
I
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ユ
ー
ザ
ー
マ
ニ
ュ

ア
ル
）
の
提
供
を
受
け
た
。

 


 

研
修
の
内
容

 

①
組
織
に
関
す
る
こ
と

 

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
の
基
本
的
な
ス
キ
ル
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う

上
で
の
技

術
的
な
説
明
、
調
査
法
の
紹
介
、
回
答
率
を
向
上
さ
せ
る
方
法
、
対
象
者
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
方
法
な
ど
）

 

③
質
問
票
の
内
容
の
説
明

 

④
C

A
P

I
技
術
や

S
u

rv
ey

T
o

G
o

®
(コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ア
シ
ス
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

)に
つ
い
て
説
明

 

⑤
食
事
日
誌
や

2
4
時
間
思
い
出
し
の
方
法
論

 

⑥
O

P
E

N
ア
プ
リ
で
の
処
理

 

⑦
身
体
計
測
の
実
施

 

⑧
実
践
的
な
事
例
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

さ
ら
に
、
全
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
は
、
自
宅
で
再
度
方
法
論
を
読
み
、
イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
開

始
前

日
に

調
査

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
連

絡
す

る
よ

う
求

め
ら

れ
た
。
調
査
の

4
分
の

3
が
終
了
し
た
時
点
で
、

1
日
の
研
修
を
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
の
流
れ
を
説
明
し
、
現
地
で
の
調
査
に
関
す
る
情
報
が
提
供
さ
れ
た
。 

G
re

g
o

ri
č 

M
, 

et
 

al
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S
lo

v
en

ia
n
 

n
at

io
n

al
 

fo
o

d
 

co
n

su
m

p
ti

o
n

 
su

rv
ey

 
in

 
ad

o
le

sc
en

ts
, 

ad
u
lt

s 
an

d
 e

ld
er

ly
. 

D
O

I:
 1

0
.2

9
0

3
/s

p
.e

fs
a.

2
0

1
9

.E
N

-1
7

2
9
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カ
メ

ル
ー

ン
／

N
a

ti
o

n
a

l 
d

ie
ta

ry
 s

u
rv

ey
 


 
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
の

1
5
～

4
9
歳
の
女
性
と
生
後

1
2

～
5

9
か
月
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
調
査
。
国
の
食

品
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
と
評
価
を
提
示
す
る
た

め
に
実
施
。

 


 
強
化
す
る
適
切
な
食
品
を
選
択
し
、
最
適
な
強
化
レ

ベ
ル
（
各
微
量
栄
養
素
の
量
）
を
決
定
す
る
目
的
で
、

強
化
可
能
な
食
品
の
摂
取
を
把
握
。

 


 
生
化
学
的
に
定
義
さ
れ
る
微
量
栄
養
素
欠
乏
症
の
有

病
率
を
推
定
。
強
化
の
必
要
性
を
評
価
し
、
リ
ス
ク
の

高
い
集
団
を
特
定
、
将
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
の
た

め
の
基
礎
デ
ー
タ
を
提
供
。

 
h

tt
p

s:
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g
h

d
x

.h
ea
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h

d
at

a.
o
rg

/r
ec

o
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/n
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u
rv

ey
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m
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tr
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t-
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at
u

s-
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d
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o
n

su
m

p
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o
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n
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al
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rt

if
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b
le

-f
o

o
d

s-
am

o
n

g
 

E
n

g
le

-S
to

n
e 

R
, 

et
 a

l.
 C

o
m

p
ar

is
o

n
 o

f 
a 

h
o

u
se

h
o

ld
 

co
n

su
m

p
ti

o
n
 

an
d
 

ex
p

en
d

it
u

re
s 

su
rv

ey
 

w
it

h
 

n
at

io
n

al
ly

 
re

p
re

se
n

ta
ti

v
e 

F
o

o
d
 

F
re

q
u

en
cy

 
Q

u
es

ti
o

n
n

ai
re

 a
n
d

 2
4

-h
o
u

r 
d

ie
ta

ry
 r

ec
al

l 
d

at
a 

fo
r 

as
se

ss
in

g
 

co
n

su
m

p
ti

o
n

 
o

f 
fo

rt
if

ia
b

le
 

fo
o
d

s 
b
y
 

w
o

m
en

 
an

d
 

y
o
u

n
g

 
ch

il
d

re
n

 
in

 
C

am
er

o
o

n
. 

F
o
o

d
 

N
u

tr
 B

u
ll

. 
2

0
1

5
;3

6
(2

):
2
1
1

-3
0

. 


 

集
団
の
微
量
栄
養
素
の
状
態
を
評
価
す
る
方
法
を
評
価
（
特

に
ビ
タ
ミ
ン

A
と
鉄
）。

 
h

tt
p

s:
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g
h

d
x

.h
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h

d
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o
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o
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d
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o
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p
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o
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al
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o
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b
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-
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
 

不
明
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ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド
／

2
0

0
8

/0
9
 

N
ew

 
Z

ea
la

n
d

 
A

d
u

lt
 

N
u

tr
it

io
n

 
S

u
rv

ey
 

(N
Z

A
N

S
) 

 


 
保
健
省
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

 


 
食
品
お
よ
び
食
品
群
の
消
費
量
と
栄
養
摂
取
量
へ
の

寄
与
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
「
健
康
な
成
人
の
た
め

の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
食
品
・
栄
養
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

お
よ
び
「
健
康
な
高
齢
者
の
た
め
の
食
品
・
栄
養
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
と
比
較
す
る
。

 


 
国
民
の
栄
養
摂
取
量
を
評
価
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
栄
養
基
準
値
に
対
す

る
食
事
の
適
切
性
を
評
価
す
る
。

 


 
栄
養
補
助
食
品
の
消
費
量
を
評
価
す
る
。

 


 
様
々
な
人
体
測
定
、
生
化
学
的
測
定
、
臨
床
的
測
定
を

用
い
て
成
人
集
団
の
栄
養
状
態
を
評
価
す
る
。

 


 
食
糧
安
全
保
障
や
食
事
パ
タ
ー
ン
な
ど
、
食
事
摂
取

に
関
連
す
る
要
因
を
調
べ
る
。

 


 
循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
、
栄
養
関
連
の
慢
性
疾

患
の
有
病
を
推
定
す
る
。

 


 
食
事
摂
取
と
栄
養
状
態
に
影
響
を
与
え
る
危
険
因
子

の
有
病
を
推
定
す
る
。

 

 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.h
ea

lt
h

.g
o
v

t.
n

z/
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st
em

/f
il
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o
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m
en
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/p

u
b

li
ca

ti
o
n

s/
a-

fo
cu

s-
o
n

-n
u

tr
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io
n
-v

2
.p

d
f 


 
公
表
方
法
：
報
告
書
等
を
保
健
省

W
eb

サ
イ
ト
に
て
公
開

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.h

ea
lt

h
.g

o
v

t.
n

z/
n

z-
h

ea
lt

h
-s

ta
ti

st
ic

s/
n

at
io

n
al

-
co
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ti
o

n
s-

an
d

-s
u

rv
ey

s/
su

rv
ey

s/
p
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t-
su

rv
ey

s/
n
u

tr
it

io
n

-
su

rv
ey

?m
eg

a=
H

ea
lt

h
%

2
0

st
at

is
ti

cs
&

ti
tl

e=
N

u
tr

it
io

n
%

2
0

S
u

rv
e

y
 


 
国
や
地
域
に
お
け
る
健
康
・
栄
養
に
関
す
る
政
策
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
改
善
に
利
用

 


 

2
0

0
9
年

9
月
に
パ
ン
の
ヨ
ウ
素
塩
強
化
が
義
務
化
に
先
立
ち
、

国
民
の
ヨ
ウ
素
の
状
態
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
強
化
の
影
響
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
を
提
供
。

 
 


 
オ
タ
ゴ
大
学
と

C
B

G
ヘ
ル
ス
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社
（

C
B

G
 H

ea
lt

h
 R

es
ea

rc
h

 L
td
）

が
担
当

 

［
リ
ク
ル
ー
タ
ー
の
訓
練
］

 


 

C
B

G
ヘ
ル
ス
リ
サ
ー
チ
が
提
供
す
る
一
般
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
オ
タ
ゴ
大
学
と

保
健
省
の
協
力
を
得
て
、

C
B

G
ヘ
ル
ス
リ
サ
ー
チ
が
進
行
役
を
務
め
た
、

2
0

0
8

/0
9
 

N
Z

A
N

S
の
特
別
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

2
種
類
。

 


 
一
般
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
①
公
共
政
策
調
査
、
②
面
接
試
験
、
③
列
挙
力
、
④
ア

プ
ロ
ー
チ
と
回
答
率
の

4
つ
の
理
論
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
モ
ジ

ュ
ー
ル
が
適
切
な
水
準
に
達
し
た
後
、
一
連
の
模
擬
リ
ク
ル
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
ト

レ
ー
ナ
ー
や
面
接
官
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
。

 


 
特
別
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
①
調
査
の
概
要
、
②
調
査
の
目
的
、
③
採
用
活
動
技
術
、

④
C

B
G

 2
0
0

8
/0

9
年
版

N
Z

A
N

S
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
使
用
方
法
。

 


 
調
査
期
間
中
、「

文
化
認
識
、
身
の
安
全
、
犬
の
扱
い
」
等
を
含
む
サ
ポ
ー
ト
資
料
が
、

C
B

G
調
査
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
入
手
可
能
で
あ
っ
た
。
リ
ク
ル
ー
タ
ー
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
、

1
時
間
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の
レ
ポ
ー
ト
を
使
っ
て
監

視
さ
れ
、
非
連
絡
率
、
非
占
有
率
、
調
整
済
み
回
答
率
な
ど
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

提
供
さ
れ
た
。
リ
ク
ル
ー
タ
ー
に
は
、
メ
ン
タ
ー
・
バ
デ
ィ
・
個
別
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
場
合
に

提
供
さ
れ
た
。

 

［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
の
訓
練
］

 


 

2
0

0
8

/0
9

 N
Z

A
N

S
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実
施
方
法
に
関
す
る

2
0

0
8
年

1
0
月
の

2
週
間

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
詳
細
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
提
供
さ
れ
た
。

 


 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

2
週
目
に
は
、
各
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
宅
で
完

全
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
血
液
検
査
の
依
頼
を
除
く
）
を
実
施
。
デ
ー
タ
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
オ
フ
ィ
ス
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
に

よ
っ
て
正
確
さ
と
完
全
性
が
精
査
さ
れ
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
。

2
名
の

地
域
監
督
者
は
、
上
記
以
外
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
へ
の
連
絡
と
サ
ポ
ー
ト
、
品
質

管
理
手
順
を
含
む
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
。

 


 

2
0

0
9
年

1
月
と

6
月
に
、

1
日
が
か
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
再
研
修
が
行
わ
れ
た
：

①
デ
ー
タ
収
集
プ
ロ
ト
コ
ル
の
改
訂
、
②
血
圧
測
定
法
の
改
訂
、
③
品
質
管
理
手
順
、

④
太
平
洋
地
域
の
参
加
者
の
募
集

 

調
査
期
間
中
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
か
ら
収
集

し
た
デ
ー
タ
の
正
確
さ
と
完
全
性
に
つ
い
て
、
交
代
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
同
行
し
た

地
域
監
督
者
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
た
。
終

了
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
約

1
0
％
に
つ
い
て
、
無
作
為
に
電
話
チ
ェ
ッ
ク

が
行
わ

れ
、
参
加
者
の
満
足
度
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
が
調
査
プ
ロ
ト
コ
ル
を
遵
守
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
に
は
、
ト
ッ
プ
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
半

日
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
や
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（

1
.5
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
必
要
な
支
援
が
提
供
さ
れ
た
。
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ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

／
R

ik
sm

a
te

n
 

a
d

u
lt

s 
2

0
1

0
-

2
0

11
 


 
北
欧
閣
僚
理
事
会
に
よ
っ
て

2
0
0
6
年
に
策
定
さ
れ
た

北
欧
共
同
行
動
計
画
に
お
い
て
、
不
健
康
な
食
事
・
運

動
不
足
・
過
体
重
に
関
す
る
北
欧
共
通
の
公
約
が
強

調
さ
れ
、
国
家
間
で
の
比
較
を
可
能
に
す
る
と
い
う

共
通
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

2
0

0
7
年
に
北
欧
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
、

2
0

0
8
年
か
ら

2
0

1
0
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
北
欧
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
検
証
を
経
て
実
施
さ
れ
た
。

 
h

tt
p

:/
/n

o
rd

en
.d

iv
a-

p
o

rt
al

.o
rg

/s
m

as
h

/g
et

/d
iv

a2
:1

5
8
9

1
4

8
/F

U
L

L
T

E
X

T
0

1
.p

d
f 


 

不
明

 

 

不
明

 

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
／

N
a

ti
o

n
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 

S
u

rv
ey

 (
N

N
S

) 
 


 

C
o

m
m

o
m

w
ea

lt
h

 D
ep

ar
tm

en
t 

o
f 

H
ea

lt
h

 a
n

d
 F

am
il

y
 

S
er

v
ic

es
 (

H
F

S
)と

A
u

st
ra

li
an

 B
u
re

au
 o

f 
S

ta
ti

st
ic

s 

(A
B

S
)の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

1
9
9
5
年

2
月
～

1
9
9
6
年

3
月
に

N
at

io
n

al
 H

ea
lt

h
 S

u
rv

ey
 (

N
H

S
)の

サ
ブ
サ
ン

プ
ル
に
実
施
。

 


 

2
歳
以
上
の
過
去

1
2
か
月
の
食
品
と
飲
料
の
摂
取
頻

度
、
摂
取
量
、
身
体
計
測
、
食
習
慣
お
よ
び
態
度
の
情

報
を
収
集
。

 


 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
食
事
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
し
て

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
推
量
と
比
較
。

 


 

1
9

8
3
年
お
よ
び

1
9
8
5
年
か
ら
の
食
習
慣
と
栄
養
摂
取

状
況
の
推
移
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
調
査

の
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
。

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.a

b
s.

g
o
v.

au
/A

U
S

S
T

A
T

S
/a

b
s@

.n
sf

/L
o

o
k

u
p
/4

8
0
4

.0
M

ai
n

+
F

ea
tu

re
s1

1
9

9
5

?O
p

en
D

o
cu

m
en

t 
D

o
id

g
e 

JC
, 

et
 
al

. 
M

o
st

 A
u

st
ra

li
an

s 
d
o

 
n

o
t 

m
ee

t 
re

co
m

m
en

d
at

io
n

s 
fo

r 
d

ai
ry

 c
o

n
su

m
p

ti
o
n

: 
fi

n
d

in
g

s 
o

f 
a 

n
ew

 t
ec

h
n

iq
u

e 
to

 a
n

al
y

se
 n

u
tr

it
io

n
 s

u
rv

ey
s.

 
A

u
st

 N
 Z

 J
 P

u
b
li

c 
H

ea
lt

h
. 
2

0
1

2
;3

6
(3

):
2

3
6

-4
0

. 
 


 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
食
・
栄
養
施
策
の
展
開
を
支
援
、
栄
養
・
食

に
関

連
す

る
疾

病
の

健
康

目
標

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

N
at

io
n

al
 

H
ea

lt
h

 G
o

al
s 

an
d

 T
ar

g
et

s
の
改
訂
を
支
援
。

 


 
食
品
の
安
全
性
と
組
成
に
関
す
る
方
針
と
規
制
を
策
定
。
食
品
の

製
造
、
販
売
に
係
る
食
品
の
提
供
の
補
助
。

 


 
施
策
の
展
開
の
た
め
に
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
集
団
ご
と
に
健
康
、
社
会

経
済
的
要
因
、
栄
養
の
相
互
関
係
の
情
報
を
提
供
。

 


 
栄
養
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
基
礎
デ
ー
タ
を
提
供
。

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.a

b
s.

g
o
v.

au
/A

U
S

S
T

A
T

S
/a

b
s@

.n
sf

/L
o

o
k

u
p

/4
8
0

4
.

0
M

ai
n

+
F

ea
tu

re
s1

1
9
9

5
?O

p
en

D
o

cu
m

en
t 

 


 

有
資
格
栄
養
士
が
調
査
の
た
め
に
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
。

 


 

身
体
計
測
を
含
む
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に

2
週
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
期

間
が
あ
り
、
膨
大
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
提
供
さ
れ
た
。

 


 

フ
ィ
ー
ル
ド
入
る
前
に
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

 


 

H
F

S
の
栄
養
士
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
た
（
調
査
者
か
ら
の
質
問
へ
の
回
答
、
調

査
者
の
体
系
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

、
セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
の
追
加

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
査
者
の
テ
ー
プ
の
レ
ビ
ュ
ー
）
。

 


 

A
B

S
は
専
門
的
な
栄
養
方
法
論
に
関
連
し
な
い
規
定
事
項
に
関
す
る
質
問
に
回

答
し
た
。

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.a

b
s.

g
o
v.

au
/A

U
S

S
T

A
T

S
/a

b
s@

.n
sf

/L
o

o
k

u
p

/4
8
0

4
.0

M
ai

n
+

F
ea

tu
r

es
1
1

9
9
5

?O
p

en
D

o
cu

m
en

t 
 

ベ
ル

ギ
ー

／
B

el
g

ia
n

 
N

a
ti

o
n

a
l 

F
o
o

d
 

C
o

n
su

m
p

ti
o

n
 

S
u

rv
ey

 
(B

N
F

C
S

) 


 ベ

ル
ギ
ー
に
住
む

1
5
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
食
事
調

査
。
初
回
の
調
査
は

2
0
0

4
年
。

 


 
調

査
は

連
邦

政
府

 
(M

in
is

tr
y

 
o
f 

S
o

ci
al

 A
ff

ai
rs

, 

P
u

b
li

c 
H

ea
lt

h
 a

n
d

 E
n
v

ir
o
n

m
en

t)
の
資
金
援
助
を
受

け
る
。

 


 
調
査
は
国
立
統
計
局
、

G
h

en
t
大
学
の

D
ep

ar
tm

en
t 
o

f 

P
u

b
li

c 
H

ea
lt

h
、

D
ep

ar
tm

en
t 

o
f 

C
ar

d
io

v
as

cu
la

r 
E

p
id

em
io

lo
g

y
 a

n
d
 H

ea
lt

h
 P

ro
m

o
ti

o
n
 o

f 
th

e 
S

ch
o
o

l 
o

f 
P

u
b

li
c 

H
ea

lt
h

の
協

力
の

も
と

、
U

n
it

 
o

f 
E

p
id

em
io

lo
g

y
 o

f 
th

e 
S

ci
en

ti
fi

c 
In

st
it

u
te

 o
f 

P
u
b

li
c 

H
ea

lt
h
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
D

e 
V

ri
es

e 
S

, 
et

 a
l.

 T
h

e 
B

el
g

ia
n

 f
o

o
d
 c

o
n

su
m

p
ti

o
n
 

su
rv

ey
:a

im
s,

 
d

es
ig

n
 

an
d

 
m

et
h
o
d

s.
 

A
rc

h
 

P
u
b

li
c 

H
ea

lt
h

. 
2
0

0
5

; 
6
3

, 
1

-1
6
 


 

国
民
の
食
品
と
栄
養
素
の
摂
取
量
の
適
切
性
を
モ
ニ
タ
ー
す

る
こ
と
。

 
T

em
m

e 
E

, 
et

 
al

. 
E

n
er

g
y
 

an
d
 

m
ac

ro
n

u
tr

ie
n

t 
in

ta
k

es
 

in
 

B
el

g
iu

m
: 

re
su

lt
s 

fr
o

m
 

th
e 

fi
rs

t 
N

at
io

n
al

 
F

o
o
d
 

C
o

n
su

m
p
ti

o
n

 S
u

rv
ey

. 
B

r 
J 

N
u

tr
. 
2
0

1
0
;1

0
3

(1
2

):
1

8
2

3
-9

. 
 

V
an

d
ev

ij
v

er
e 

S
, 
et

 a
l.
 T

h
e 

g
ap

 b
et

w
ee

n
 f

o
o
d

-b
as

ed
 d

ie
ta

ry
 

g
u

id
el

in
es

 a
n

d
 u

su
al

 f
o
o

d
 c

o
n

su
m

p
ti

o
n

 i
n

 B
el

g
iu

m
, 

2
0

0
4

. 
P

u
b

li
c 

H
ea

lt
h

 N
u

tr
. 
2

0
0

9
;1

2
(3

):
4
2

3
-3

1
. 

 


 

調
査
地
域
（

p
ri

m
ar

y
 s

am
p

li
n

g
 u

n
it

s）
の
近
隣
に
住
む
大
学
院
生
の
栄
養
士
を

募
集
。

 


 

2
0

0
4
年
の

2
日
半
の
集
中
研
修
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
は

E
P

IC
-S

O
F

T
の
操

作
方
法
を
学
び
、
デ
ー
タ
収
集
の
標
準
化
を
行
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

E
P

IC
-S

O
F

T
の
す
べ
て
の
手
順
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
向
け
の
研
修
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
記
載
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
に
生
じ
た
疑
問
点
や
、

E
P

IC
-S

O
F

T
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
な
場
合
は
、
定
期
的
に
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ワ
ー
に
送
ら
れ
た
。

 
D

e 
V

ri
es

e 
S

, 
et

 a
l.

 T
h

e 
B

el
g

ia
n
 f

o
o

d
 c

o
n

su
m

p
ti

o
n
 s

u
rv

ey
:a

im
s,

 d
es

ig
n

 a
n
d
 

m
et

h
o

d
s.

 A
rc

h
 P

u
b

li
c 

H
ea

lt
h

. 
2
0

0
5

; 
6
3

, 
1

-1
6
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台
湾

／
國

民
營

養
健

康
狀

況
變

遷
調
查

 


 
全
国
民
の
栄
養
と
健
康
に
関
す
る
、
長
期
的
で
安
定

的
か
つ
代
表
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

確
立
す
る
。

 


 
国
の
健
康
及
び
栄
養
状
態
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
栄
養
及

び
非
感
染
性
疾
患
に
関
す
る
政
府
の
決
定
に
対
し
て

デ
ー
タ
を
提
供
す
る
。

 


 
英
語
表
記
：

N
u

tr
it

io
n

 a
n

d
 H

ea
lt

h
 S

u
rv

ey
 i

n
 T

ai
w

an
 

(N
A

H
S

IT
) 


 

2
0

0
8
年
に
保
健
省
が
発
表
し
た
「
健
康

2
0

2
0
白
書
」、

2
0
1

6

年
に
保
健
福
祉
省
が
発
表
し
た
「
健
康
福
祉
政
策

2
0

2
5
白

書
」
が
、
当
該
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
国
の
食
事
・
栄
養
・

健
康
増
進
政
策
を
策
定

 


 
栄
養
・
看
護
・
公
衆
衛
生
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
者
が
担
当
。

 


 
面
接
に
よ
る
選
考
を
経
て

7
～

1
0
日
間
の
雇
用
前
研
修
に
参
加
。

 


 
研
修
終
了
後
、
直
ち
に
行
わ
れ
る
資
格
審
査
に
合
格
し
た
者
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
合
格
し
て
正
式
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ワ
ー
と
な
る
。

 

［
研
修
］

 


 
計
画
の
説
明
、
調
査
対
象
者
の
同
意
書
の
説
明
と
署
名
ス
キ
ル
、
各
種
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
作
業
の
説
明
、
中
国
語
・
台
湾
語
の
演
習
、
質
問
票
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ス
キ
ル
、

2
4

時
間
思
い
出
し
法
の
デ
ー
タ
収
集
ス
キ
ル
及
び
演
習
、
身
体
計
測
の
訓
練
、
個
人
デ

ー
タ
の
保
護
お
よ
び
医
療
倫
理
知
識
の
伝
達
等

 
h

tt
p

s:
//

w
w

w
.h

p
a.

g
o
v.

tw
/P

ag
es

/L
is

t.
as

p
x

?n
o
d

ei
d

=
3
9

9
8

 

南
ア

フ
リ

カ
共

和
国

／
N

a
ti

o
n

a
l 

F
o
o

d
 

C
o

n
su

m
p

ti
o

n
 

S
u

rv
ey

 
(N

F
C

S
) 


 

1
9

9
9
年
に

1
-9

歳
の
子
ど
も
を
対
象
に
実
施
。

 
D

 
L

ab
ad

ar
io

s,
 

et
 

al
. 

T
h

e 
N

at
io

n
al

 
F

o
o

d
 

C
o

n
su

m
p
ti

o
n

 S
u

rv
ey

 (
N

F
C

S
):

 S
o
u

th
 A

fr
ic

a,
 1

9
9
9

. 
P

u
b

li
c 

H
ea

lt
h

 N
u

tr
.2

0
0
5

;8
(5

):
5

3
3

-4
3

. 
 


 

子
ど
も
の
栄
養
素
摂
取
状
況
、
身
体
状
況
と
食
事
に
影
響
を
与

え
る
要
因
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
。

 
D

 
L

ab
ad

ar
io

s,
 

et
 

al
. 

T
h

e 
N

at
io

n
al

 
F

o
o

d
 

C
o
n

su
m

p
ti

o
n
 

S
u

rv
ey

 (
N

F
C

S
):

 S
o

u
th

 A
fr

ic
a,

 1
9

9
9

. 
P

u
b

li
c 

H
ea

lt
h

 N
u
tr

. 
2

0
0
5

;8
(5

):
5

3
3

-4
3

. 


 

再
現
性
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
、
調
査
者
が
各
調
査
エ
リ
ア
か
ら
ラ
ン
ダ
ム

に
選
ば
れ
た
１
世
帯
の
対
象
者
に
対
し
、
１
週
間
あ
け
て

2
回
の

Q
F

F
Q

と
身

体
計
測
を
実
施
。

 
D

 L
ab

ad
ar

io
s,

 e
t 

al
. 
T

h
e 

N
at

io
n

al
 F

o
o
d

 C
o
n

su
m

p
ti

o
n

 S
u

rv
ey

 (
N

F
C

S
):

 S
o
u

th
 

A
fr

ic
a,

 1
9

9
9

. 
P

u
b

li
c 

H
ea

lt
h

 N
u

tr
. 
2

0
0
5

;8
(5

):
5

3
3

-4
3

. 

 


